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　魔力マナと呼ばれる活力は、世界になくてはならないものである。全ての奇跡の源は魔力に在あった。体内にある魔力のおかげで世界と繋つながり、大地の草花も、魔力に呼応して芽吹くのだ。

　魔力は人の生活にもなくてはならないものである。火を熾おこして食事を作り、水を生んで生活水を得て、風を吹かせて服を乾かす。

　ただ、人の持つ魔力量はまちまちで、使いすぎれば活力を失って動けなくなってしまう。

　そんな中で生まれたのが、『魔ま石せき』である。

　火の魔石は火を巻き熾し、水の魔石は豊富な水を湧かせ、風の魔石は小さな旋つむじ風かぜを生む。その利便性から、魔石は人々の生活に深く根付くこととなった。

　魔石は、鉱山採掘者が『魔ま鉱こう石せき』と呼ばれる魔力を付与できる石を採り、魔鉱石に魔ま技ぎ巧こう士しが魔法の力を使い加工することで完成する。最後に、魔技巧士が作った魔石を、魔石売りが市場へ流すのだ。

　人々は魔石の恩恵を受け、豊かな暮らしを手にした。今ではもう、魔石なしの生活はできないだろうと言われるまでに、広く世に普及していた。




　ある、地図にも載っていないような小さな村の近くに、エルという名の魔石売りの少女が暮らしていた。彼女は今年で十二歳になる。背中を流れる銀の髪は絹糸のように輝き、瞳は春の深い森の新緑を思わせる。白い肌に整った目鼻立ち、さくらんぼのように色づいた唇、すらりと伸びた手足と、都会にいたら誰もが振り返るような美少女だ。

　彼女は鉱山に出かけて魔鉱石を採り、自宅に持ち帰って加工して魔石を作り、完成した魔石を売ることを生業なりわいとしていた。本来ならば分業で行われる流れを、一人で担っているのだ。

　それを可能にするのは、エルの天才的な能力である。一度見聞きしたものは忘れず、それに対する理解力も並外れている。加えて、高い魔力も彼女の能力を伸ばす助けとなっていた。

　そんな天才少女エルは、物心付いた時から、村から離れた森の奥地で父親のフーゴと隠れるように暮らしていた。父親は半年に一度王都へ出稼ぎに行き、一ヶ月ほど帰ってこない。

　しかし、エルはその間、独りぼっちというわけではなかった。家から一時間ほど歩いた先に、もう一軒、家がある。そこには、齢よわい七十を超える偏へん屈くつ老人が住んでいた。老人の名はモーリッツ。彼は、猫の妖精ヨヨと二人暮らしをしている魔法使いだ。フーゴが王都へ出稼ぎに行く際、幼いエルはモーリッツに預けられていた。

　エルはモーリッツから、さまざまなことを習った。森に自生する食べられる野草に木の実、罠の張り方。それだけではない。種々の魔法や森の薬草を使った薬学、医学についても少々齧かじり、それから、魔鉱石の採掘と魔石作りも習った。

　エルの才能を最大限まで伸ばしたのは、他でもないモーリッツである。

　かつて、国一番の賢者であった彼は、エルをただ一人の弟子とし、持てる限りの知識を惜しみなく与えていた。師として完璧なモーリッツであったが、口は悪く、ひねくれ者であった。加えて人嫌いで、村に買い物に行くこともない。そのため、生活を送るのに必要な魔石は自分で作っていた。けれど、高齢のため魔鉱石を採りに行くことが辛つらくなっていたのだ。

　そこで彼は、エルに魔石作りを教えることにした。

　魔石作りでもっとも難しいのは、魔力を付与することだ。付与魔法エンチャントと呼ばれる魔法を習得するのに、エルは三年もかかった。一人で魔石が作れるようになったのは、七歳になった春。完成した魔石をモーリッツに持っていくと、銅貨一枚と交換してくれた。

　手にした銅貨を見つめ、小首を傾かしげているとモーリッツは――、

「それはお主が作った魔石の価値である。粗悪品の魔石なら、銅貨一枚。そこそこ良質な魔石なら、銀貨一枚。とっておきの魔石ならば、金貨一枚支払おう。ただし、お主の作る魔石は、私以外に売ってはならぬ。魔石を作れることも、口にしてはいけない。父親にもだ。約束してほしい」

　――と言った。

　エルは頷き、その日からモーリッツにだけ魔石を売る、魔石売りの少女となった。

　それから何年も、エルは鉱山に行って魔鉱石を採っては魔石を作り、モーリッツに売った。

　最初の一年は、魔石は銅貨一枚にしかならなかった。二年目に、ようやく銀貨一枚で買い取ってもらい、三年目に、ついに金貨一枚で買い取ってもらえた。渾こん身しんの魔石だったので、涙が出るほど嬉しかった。貯めた金は、父親に内緒で貯蓄してある。いつか、モーリッツに新しい家を買ってあげようと考えていた。

　モーリッツの家は、今にも崩壊しそうなほどのボロ家だったのだ。真面目に貯金するエルを見て、猫妖精のヨヨは『泣けるねえ』と呟つぶやいていた。

　エルが十歳になった秋──。フーゴは「王都に出かける」と言って旅立っていった。いつものことなので、慣れっこだった。

　フーゴは王都から戻ると、いつも両手に抱えきれないくらいの土産や、小麦粉や、保存食などを馬車いっぱいに積んでくる。これで、父娘で半年間生活するのだ。エルはモーリッツと同じく、フーゴからもなるべく村に近づかないように言われていた。必要な物があったら、隣の町で買ってくるとも。

　よくわからないが、村人たちは森に住む存在ものを忌み嫌っているようだ。

　今回も、フーゴは一ヶ月すると馬車いっぱいに荷物を詰めて帰ってくるだろう。そう思っていたのに、彼は一ヶ月経っても戻らなかった。エルは父が戻るまでの間そのまま、モーリッツの家に身を寄せて暮らすこととなった。ここ最近、モーリッツはほとんど寝たきりになってしまい、面倒を見る必要もあったからだ。

　モーリッツは「フーゴは事故か何かに巻き込まれ、どこかでくたばっているのではないか」と言った。だが、エルはフーゴが死んだとは欠片かけらも思っていない。

　いつものように、「エル、遅くなったな！」と笑って帰ってくるはずだ。

　しかし、一年経ってもフーゴは戻ってこなかった。
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　エルはモーリッツが魔法の力で掘った坑道で、魔鉱石を採掘していた。もちろん、一人でではなく、猫妖精のヨヨと一緒であった。彼はいつも、エルを心配して付いてきてくれるのだ。

　ヨヨが、エルの周囲をウロウロしながら声をかけてくる。

『エル、もう暗くなるから帰ろうよお。狼が出るよ。ここ、空気が悪いし、長時間いないほうがいいって』

　エルが「うん、あと少し」と答えると、ヨヨは『それ、さっきも聞いたよ～』と返した。

　ヨヨは小山猫リ・イルベスと呼ばれる妖精で珍しい種族だ。丸い耳と額に白と黒の縞模様があり、首から背中には斑はん点てん模様がある。縞模様の尻尾は太く、手足は短い。むくむく太っているように見えるが、ほとんどは長い毛である。

「ヨヨは先に帰って。わたしはもう少しだけ」

『ええ～、やだよ～、一緒に帰ろうよ～』

「だったらもう少し待って」

　魔鉱石の発掘作業は、繊細な作業である。魔力を岩肌に流し込み、様子を見る。わずかに反応する場所に魔鉱石があるのだ。発見したら、魔力を付与した金かな槌づちで叩いて魔鉱石を採掘する。魔鉱石を入れるのは、モーリッツから譲ってもらった仕事鞄かばんである。一見して、ごくごく普通の革の肩掛け鞄にしか見えない。しかし、これは空間魔法がかけられた『魔法鞄』なのだ。無限に荷物が詰められるというわけではないが、荷馬車いっぱいに積める程度なら余裕で収納できる。また、重さを感じることもない。エルの制作した魔石や貯金、魔法書などの秘密道具は、全てこの鞄の中に詰まっていた。

「よし、これくらいでいいかな」

　ヨヨは『やっと帰れるー！』と言い、とび跳ねながらエルと共に家路に就いた。

　帰宅後は、魔法で作った水で手洗いうがいをする。手洗いに使う石せっ鹸けんは、モーリッツに習った手作りの物である。森に自生している野の薔ば薇らの香りを封じ込めた、とっておきの一品だ。ヨヨは毛足が長い猫なので、森から帰ってきたら手足をきれいに洗い、丁寧に櫛くしを通す。

　続いて、モーリッツに声をかけに行った。

「先生、ただいま」

　エルが話しかけても、目を開いてチラリと視線を向けるばかりである。モーリッツは弱りきっていて、今はもう喋しゃべることができなくなっていた。原因について、彼が持つ医学書を片っ端から読み漁あさった結果、わかったのは老衰であることだった。

　食事もほとんど喉を通らず、日に日に弱っていくのを見守ることしかできない。せっかく覚えた回復魔法も、まったく役に立たなかった。

「先生、わたし、今日も魔石を作ったの。炎の力を、付与した」

　モーリッツはゆっくりと瞬きするのみ。それ以外、変化はない。ここから何かの感情を読み取ることは至難の業わざだ。

　いつもモーリッツはエルの魔石を見て、すぐに鑑定し、値段を付けてくれた。モーリッツは優しい師匠ではない。はっきりと、「これは質が悪い。銅貨一枚ですら買い取れない」だの、「もっとマシな魔石を作れ」だの、辛しん辣らつな言葉ばかりエルに言っていた。あまりにも厳しくて、涙を流す日もあった。しかし、それらは、今のエルの強さへ繋がるものでもあった。

　今ではもう、魔石を見ても鑑定してくれない。

　自然と、涙が溢あふれてくる。それは、モーリッツに怒られて流す涙よりも、悲しいものだった。




　エルは虚うつろな目で、夕食の支度をする。食事は薄く切ったパンと、野草のスープ、それから干し肉がひと欠片。ヨヨが『ねえ、エル。君はもっとお肉を食べたほうがいいよ』と助言すると、エルは干し肉を示して見せた。

『そういうお肉じゃなくて、肉汁滴したたる新鮮なお肉！』

「食べたくない」

『もー！』

　ヨヨが苦手な狩しゅ猟りょうをして野ウサギを狩ってきても、エルは保存食にしてしまう。モーリッツが食事を満足に摂ることができなくなってから、エルはいつも粗食しか口にしない。

『今にモーリッツだけじゃなくて、君までしおしおになるからね』

「お父さんが帰ってくるまで、しおしおにはなれない」

『そうでしょう？　だったら、骨付き肉にかぶりつくくらいの食欲を見せてほしいよ』

「今日は無理。これだけしか、食べられない」

　ヨヨは『難儀な人だ』と言う。その通り、エルは難儀な部類の人間であった。生き方が、不器用なのだ。人は、物を食べなければ生きていけない。わかっているからこそ、エルは食欲が失うせていた。モーリッツは三日間、茶と水しか、口にしない。刻々と、モーリッツとの別れの時が迫っていることを感じていた。それを考えたら、エルは全てのことを放棄して、泣き出したくなる。

　唯一の肉親である父は、もう一年も帰っていない。心の拠より所だったモーリッツは最期の時を迎えようとしている。十二歳の少女が抱えるには、あまりにも辛い現実だ。

　今日もヨヨと共に、自宅に父が帰っていないか見に行く。誰もいない。仕方なく、フーゴから誕生日にもらったうさぎのぬいぐるみを、モーリッツの家に連れて帰った。トボトボ歩いて帰っているうちに、太陽が沈み、一日が終わろうとしていた。だんだん薄暗くなり、ついには真っ暗になった。家の前に辿たどり着いた瞬間、ある違和感を覚えた。木が、風が、泣いている気がしたのだ。

「先生！」

『モーリッツ!!』

　空気中に溶け込んだモーリッツの魔力が、消えつつあった。ぬいぐるみを放り出して寝室に駆けつけると、モーリッツはまだ生きていた。モーリッツから授かった杖を掲げ、話しかける。

「先生、今、リザレクションを使うから！」

　リザレクション──最上位の回復魔法である。その力は、死者をも蘇よみがえらせる強力な魔法であると言われている。エルはモーリッツのために使おうと、必死の思いで習得したのだ。

『エル、魔力の無駄だからやめるんだ！』

「でも！」

『モーリッツは、苦しいんだ。逝かせてやって』

　生きることは、楽ではない。モーリッツは動かない体を忌いまわしく思いながらも、必死に生きてきた。それを止める権利は、エルにはない。

　最後に、モーリッツは目を開く。視線の先にあるエルを見て、口の端が僅わずかに上がる。

　淡く微笑ほほえんだように見えた。

　エルは布団の中にあった、モーリッツの手を握った。その瞬間、モーリッツは掠かすれた声で囁ささやく。

「エルネスティーネ。汝なんじの、人生に、光……あれ」

　その瞬間、モーリッツは儚はかなくなった。エルは泣き叫ぶ。ヨヨは深い溜ため息いきを吐ついていた。

「先生！　先生！　わたしを、一人にしないで！」

『エル、やめるんだ。ゆっくり、寝かせておいてあげて』

「でも！　でも！　寂しい……」

　エルがそう言うのと同時に、モーリッツの亡骸なきがらが光り輝く。体全体が光の粒となって部屋の中に浮かぶ。月明かりが差し込むだけの暗い部屋の中で、それは幻想的に輝いていた。

「こ、これは……!?」

『エル、窓を開けてあげて』

「え？　な、なんで？」

『いいから早く！』

　窓を開くと、モーリッツだった光の粒は外へ流れていった。あとを追って、エルは外に出た。

　光は、月を目指すかのように天へと昇っていく。信じ難がたい光景だった。

『……奇跡だ！　精霊化するなんて！　選ばれた人間は、精霊化するために魔力の結晶である月を目指すんだ。天に昇って月の魔力を浴びて、また地上に降り立つんだ！』

「先生に、また会えるってこと？」

『あー、うん。同じモーリッツではなくなるかもしれないけれど、会えるよ、きっと』

「そう、なんだ。また、先生に、会えるんだ……！」

　エルの人生に、一筋の光が差し込む。それは紛まぎれもない、希望の光であった。




　満天の星が輝く夜空に、火の粉が舞い上がる。パチパチ、パチパチと音を立てる焚たき火に、エルが本を投げ入れると、一瞬にして焼け、灰も残らない。これは、魔法で作った特別な火なのだ。

　燃やしているのは、モーリッツの魔法書の数々。山のように積み上がった本を、エルは一人燃やしていた。

　モーリッツの死後、必要な物以外は全て処分するように言われていたのだ。頼まれた当初は、絶対に嫌だと拒絶していた。しかし、モーリッツの研究や貴重な魔法書を盗まれたら困る。だから、エルは必要な本だけを除いて燃やしていた。

　手元に残したのはモーリッツの日記と手書きの魔法書の二冊のみ。それ以外の本の内容を、エルは全て覚えている。魔法書は誰にも見せてはいけないと言われていた。もちろん、その約束は守るつもりである。

　妖精図鑑を燃やすと、いくつもの光球が燃える火の中から飛び出してきた。あれは、モーリッツが研究のために本の中に採取していた妖精だ。まったく、酷ひどいことをするものだと、エルは思う。妖精がエルに接近し、耳元で『アリガトウ』と囁いた。今度は悪い魔法使いに捕まらないように。エルはそんなことを呟いて、妖精を見送った。

　それから、モーリッツの魔法書を燃やすたびに、不思議なことが起こった。火の中から星が散り、迷惑そうな表情の精霊が飛び出し、火柱が天に向かって上がった。

　最後の一冊は、何も書いていない白紙の本である。何か仕掛けがあるのかもしれないが、必要性は感じない。エルは炎の中に本を投げ入れた。すると本はパチンと爆はぜ、細長い光の筋がエルの目の前に浮かんで文字となった。

　──エルネスティーネ、汝の人生に光あれ

　それは、いまわの際にモーリッツがエルに言った言葉である。エルネスティーネとは、なんなのか？　その言葉は、どこか懐かしくて、胸が切なくなる。

「エルネスティーネ……」

　そう呟くと、文字が強く光る。光を抑えようと、文字に手を伸ばして掴つかんだ。文字は霧散し、光の粒がエルの中に吸収されてしまった。これはいったいなんの魔法だったのか。エルにはわからない。けれど、悪いものではないのだろう。光の粒と同化した途端に、体がポカポカと温かくなったのだ。

　エルはもう一人ではない。そんな風に誰かが囁いてくれたようで、胸がドキドキする。

『エル、魔法書のお焚き上げ終わった？』

「終わったよ」

『だったら、お茶の時間にしよう』

　そうだ、とエルは思った。エルは一人ではない。モーリッツが死んでも、ヨヨがいてくれる。心配症のヨヨはきっと、エルを置いて姿を消すことはしないだろう。

　だから大丈夫。そう、自らに言い聞かせていた。




　先ほどの不思議な魔法はなんだったのか。それよりも、気になるのは『エルネスティーネ』である。

「ねえ、ヨヨ。──って何？」

『え？』

「──、──、──!?　な、え、何これ？」

　どうしてか『エルネスティーネ』と声に出せない。これが、モーリッツのかけた魔法なのか。

『エル、どうかしたの？』

「先生の魔法に、かかったみたい。白紙の魔法書を燃やしたら、言葉が浮かんできて」

『はあ？　まったく、性格が悪いねえ。そんな魔法を仕掛けているなんて』

　でも、悪い魔法ではないはず。ヨヨはそう言い切った。

　何な故ぜならあの魔法は懐かしくて、優しい感じがしたからだ。エルはひとまず、気にしないことにした。

　ヨヨは『そんなことよりも、お茶を飲もう』とエルを誘い、魔法でティーカップとソーサー、茶葉の袋を棚から出し、テーブルに並べていく。

『よく眠れるように、月つき見み草そうのお茶を用意するね。ミルクをたっぷり入れてあげる』

　月見草は満月の夜にのみ花を咲かせる薬草である。花を煎せんじると安眠効果のある薬になるが、葉を乾燥させれば茶になる。ヨヨは森に棲すむ妖精なので、薬草についてよく知っていた。そんなヨヨをモーリッツは、給仕猫と呼んでいた。

　モーリッツは研究に熱中すると、寝食を忘れるらしく、そんな時、ヨヨはパンケーキを焼き、茶を淹いれて、休憩するように口うるさく言っていた。さすがのモーリッツも、パンケーキの甘い匂いには勝てなかったようで、素直に応じたのだという。

　ヨヨはエルが落ち込んだ時、決まって木の実がたっぷり入ったクッキーを作ってくれる。

　猫の手でどうやって作るのだろうかと一度、パンケーキ作りの様子を見たことがあるが、彼は魔法で調理道具を動かし、せっせとパンケーキを焼いていた。傍はたから見れば、ヨヨはただそこにいるだけに見える。しかし、道具を魔法で動かすのは大変なことらしい。『猫の手で作れるものなら、とっくの昔に作っているさ！』とヨヨは話していた。

　そんなことを考えているうちに、ヨヨが魔法で淹れた茶が差し出された。

『はい、どうぞ。温かいうちにお飲み』

　エルは「ありがとう」と言って茶を受け取り、一口飲んでほっと息を吐き出した。ミルクをたっぷり入れた月見草の茶は、甘くて優しい味がした。

『エル、クッキー焼いてあげようか？　木の実がたくさん入っているやつ』

　ヨヨが気遣うような声を出した。今宵こよいは、エルが深く落ち込んでいると思ったのだろう。

　気持ちだけ、もらっておく。

「今日は疲れたから、このまま寝る」

『そっか』

　モーリッツの家のエルの部屋は、屋根裏にある。そこに、藁わらを重ねてシーツを被かぶせただけの布団があるのだ。毛布は、ヨヨが狩ってきたシカの毛皮を縫い合わせた物である。皮かわ剥はぎを失敗して、ところどころ穴が開いている。寝転がると、ヨヨが毛布の中に入ってきた。いつもは一緒に寝ることを嫌がる。初めて、自分から布団の中に入ってきた。

「ヨヨは、やっぱり温かいね」

『まあね。今日から、一緒に寝てあげる』

「うん、ありがとう」

　ヨヨの優しさが、胸に染みる。眦まなじりに浮かんだ涙が頰を伝った。

　エルとヨヨは互いに温め合い、眠りに就く。明日はいい日でありますように。そんなことを祈りながら。

　初めての、二人ぼっちの夜だった。




　翌日、エルは甘い匂いで目を覚ました。布団の中にヨヨはいない。寝間着のままで下りていくと、ヨヨが台所に立ち、何かを作っていた。

「ヨヨ、おはよう。何を作っているの？」

『おはよう。パンケーキを焼いているのさ！』

　魔法でフライパンを動かし、パンケーキを一回転させる。ふかふかに焼き上がったパンケーキは、皿の上に三段重ねて盛り付けられた。一番上にバターが置かれ、蜂はち蜜みつがとろ～りかけられる。

『さあ、たんと召し上がれ』

　蜂蜜がかかったバターがパンケーキの熱で溶けて、黄金に輝く。パンケーキをじっと見つめていたら、お腹なかがぐうっと鳴った。椅子に座り、ナイフとフォークを手に取って、パンケーキに入刀する。三段まとめて切るも、一口で頰張るのは難しいので、一枚分をフォークに刺して食べた。

「んんっ！　ふわっふわ！」

　ヨヨのパンケーキは世界一おいしい。食べたのは、本当に久しぶりである。

「ヨヨ、これ、おいしい」

『まあ、当たり前だよね』

　ヨヨは料理好きというわけではなく、世話焼きなのだ。基本、クッキーやパンケーキを作ってと頼んでも、首を縦に振ることはない。今日はエルを元気付けるために、作ってくれたのだろう。その気持ちが嬉しいと、エルは思った。

　パンケーキを食べ終えると、日課である魔石作りを行う。地下にある、エル専用の作業部屋に行って、昨日採ってきた魔鉱石を魔法鞄から取り出した。

『魔鉱石が十……二十……うわ、三十五個も採ったんだ』

「うん。ヨヨに急せかされながらも、頑張ったよ」

『だって、太陽が沈みそうだったんだもの』

「ヨヨは心配症だから」

『エルが不用心なんだよお』

　ヨヨの訴えは無視して、作業を開始する。まず、床に描いた火の魔法陣の上に、エルの身長と同じくらいの陶器の瓶かめを置く。そこに、精製水を注そそぎ、魔鉱石を入れた。魔法陣を足でたんたんと二回踏み、魔力を流す。すると、魔法陣が発火する。

『びっくりするよね。エルまでモーリッツのズボラ魔法を覚えるから』

「作業をする時は、楽だし」

　ズボラ魔法とは、足で踏むだけで魔法を発動させる術式である。ただ魔法陣を踏んでいるだけというわけではなく、きちんと仕掛けがある。ブーツの靴底に呪文が刻まれていて、魔法陣との摩ま擦さつによって魔法が完成するのだ。モーリッツが考えた魔法であるが、エルはそれを見て覚えた。

　瓶の中の水が、ぐつぐつ沸ふっ騰とうする。これは、魔鉱石を浄化する作用がある。自然の素材は、たまに汚染されていることがある。その状態で作ると、魔石が突然爆発したり、暴走したりするのだ。浄化は魔石作りにおいて、大事な工程である。瓶の中をぐるぐるとかき混ぜ、浄化が完了したら湯から上げる。濡れた魔鉱石は水分を拭ふき取って、次の工程へ。

　本日作るのは、もっとも需要が高い火の魔石。台所から暖炉、部屋の灯あかり、焚き火と、多岐にわたって活躍する。モーリッツがもっとも多く買い取ってくれる魔石だ。

『ねえ、エル。魔法鞄の中にも、たくさん火の魔石はあるよね？　なんで、新しく作っているの？』

「鞄の中の魔石は、先生のために作っていた魔石。今から作る魔石は、村に売りに行こうと思って。貯金だけじゃ、ずっとは生活できないから」

『え、やめなよ。モーリッツとフーゴから、村に行ってはいけないって言われていたでしょう？』

「村に行ってはいけない理由まで聞いてない。それに、約束した二人はもういないから」

『いや、そうかもしれないけれどさ～』

「ヨヨは本当に心配症」

『いや、今回ばかりは僕の心配しすぎじゃないと思うけれど』

「先生と父さんとの約束は大事。わかっている。でも、このままじゃ、暮らしていけないから」

『それはそうだけれどさー……』

　今まで、フーゴが王都まで出稼ぎに行き、買ってきた品物だけで暮らしてきた。戻らなくなってからは、モーリッツを頼っていた。生活に必要な物は、モーリッツがどこからか用意していたのだ。

「そういえば、先生はいろんな物をどこで手に入れていたの？」

　モーリッツが買い物に行く様子は想像できない。筋金入りの人嫌いだったのだ。

『ああ。モーリッツは妖精を使役していたんだよ』

　妖精が人型となり、食材や生活必需品を買い集めていた。それらは、高位魔法を操る賢者のみができる芸当である。

「じゃあ、わたしには無理だね」

『そうだよ。だから、モーリッツは僕に、エルをよろしくって丸投げしたんだ』

「ヨヨも、人型になれるの？」

『なれないんだな』

「買い物は？」

『できないかも？』

「だったら、わたしが魔石を売りに行ってお金を稼いで、お買い物してくるしかないじゃない」

　ヨヨと喋っている場合ではなかった。魔石を作らなければと、エルは腕まくりをして気合いを入れた。最初に、魔石加工用の火を作る。魔法陣用の錬成台に魔法筆で魔法陣を描き、火の精霊の好物である砂鉄を振りかける。続いて、呪文を唱えた。

「──巻き上がれ、火よフォティア！」

　魔法陣の上に火が生まれ、じりじりと燃え上がる。そこに、浄化した魔鉱石を入れた。魔法の火の中にある魔鉱石は、だんだんと赤く染まっていく。水晶のように透明になった上に赤く色づいたら、火の魔石の完成だ。あとは、粗あら熱ねつが取れるのを待つだけ。一時間ほどで、完全に冷える。

『エル、それ、いくらで売るの？』

「あ、そっか、値段、決めなきゃ。でも魔石って、一ついくらで売るんだろう？」

　モーリッツは粗悪品の魔石は銅貨一枚、そこそこ質のいい魔石は銀貨一枚、とっておきの魔石は金貨一枚で買い取ってくれた。しかしこれは、流通している魔石の価値とは異なるだろう。

『う[image: ～][image: ～]ん。人間の生活必需品って言うから、そんなに高値ではないと思うけれど』

「銅貨一枚から二枚じゃ、安すぎるよね？」

『うん、それは安すぎると思う』

　話し合った結果、火の魔石は銅貨十枚で売ることになった。高いと言われたら、次から値段を下げればいいのだ。一時間後、冷えた火の魔石を籠かごに詰める。

『エル、本当に村に行くの？　やめたほうがいいって』

「私だって、行きたくない。でも、魔石を売らないと、生活できないから」

　父が遺のこした財産はない。家には価値がある物すらない。一方、モーリッツがどれだけの財産を持っていたか、エルは知らない。知っていても、使うことはないだろう。

『エル、村の人に、エルが作った魔石だって言ったらいけないからね。変な人にも、売ったらダメだよ。それから──』

「ヨヨ、本当に心配しすぎ。大丈夫だから。じゃあね、ヨヨ。わたしは行ってくるから」

『あ、待ってよ。僕も行くから！』

　こうして、エルとヨヨは初めて村に向かうこととなった。

　エルは頭巾付きの外がい套とうを纏まとい、籠に詰めた魔石を持って村を目指す。ヨヨは、渋々といった感じで付いてきた。

　モーリッツの家から二時間ほど歩いた先に、小さな村がある。茅かや葺ぶき屋根の家が並び、村の中心には大きな井戸があった。周囲は畑が広がっているが、今年は雨が少なかったからか不作のようだ。森の中を通っている川は美しいが、村の近くにある川は生活用水を流しているからか濁っていて清潔には見えない。放牧された牛は元気がなく、やせ細っているように見えた。

　歩いていると、道端に猫や鶏が死んでいたのでぎょっとした。

「何、あれ？」

『世話をする余裕がないとか？』

　泡を噴き、白目を剝むいている。穏やかではない死に顔を、エルはなるべく見ないようにして、先へと進んだ。

　しばらく歩き、あまり人とすれ違わないことに気づく。村全体が静まり返っていて不気味だ。

　そんな中で、エルと同じ年代くらいの少女を発見する。庭先で、洗濯板に服を擦こすりつけ、せっせと洗濯に励んでいた。井戸の水が冷たいのだろう、少女の手は真っ赤になっていた。

　水の魔石と風の魔石があったら、自分で洗濯なんてする必要はない。桶の中に水の魔石と風の魔石、粉末石鹸を入れてかき混ぜる。すると、湧き出した水の中に小さな竜巻が生まれ、それが渦を作って、洗濯物をくるくる回す。しばらく放置していたら、洗濯物の汚れは落ちる。

　脱水も簡単だ。水の魔石を除いて、風の魔石だけを使えばいい。水気を取り除き、乾燥までしてくれる。二時間ほどで、洗濯の全てが終わるのだ。声をかけたら、魔石を買ってくれるだろうか。そんなことを考えながら、エルはじっと少女を見つめる。ふいに、少女が顔を上げ、目が合った。少女は「ヒッ!?」と短い悲鳴を上げて、洗濯物を放り出して逃げていった。

「え……なんで？」

『よそ者が怖かったんじゃないかな？　ここは、自給自足をして暮らす閉鎖的な村みたいだし』

　その言葉を、エルはすぐに実感することとなる。中心部まで行くと、村人が増えてきた。しかし、すれ違う大人は奇異の目でエルを見ていた。井戸端会議をしていた女性たちも、エルを見るとひどく恐れた顔で、蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなる。

　閉鎖的な村──ここは商人すら出入りしていないらしい。商店や宿屋といった施設はなく、農作物を物々交換している場に出くわした。金銭でのやりとりはしていないようだった。

　こうなったら、野菜と交換でもいい。エルは勇気を出して、村人に声をかけてみることにした。四十歳くらいか、父親と同じ黒い目を持つ、優しそうな女性だ。

「あ、あの、すみません」

「あ、あんたは!?」

　女性の目が、瞬時に鋭くなる。まるで、汚い物を見るかのような目だ。

「森に住む魔物喰ぐいの手下だろう!?」

　魔物喰いというのは、読んで字の如く魔物を食べる者を指す言葉である。魔物の血肉には大量の魔力が含まれていて、食べると強大な力を得られるのだ。だがしかし、大量の魔力を摂取すると人は死んでしまうため、魔物喰いは禁忌とされていた。禁忌を犯してまで魔物を食べる者は、たいてい悪い魔法使いである。そのため、魔物喰いと蔑べっ称しょうされていた。

　どうやら、モーリッツは魔物喰いの魔法使いとして忌み嫌われていたようだ。

　だから村へは絶対に近づくなと、噛んで含めるようにエルに言っていたのである。

「いったい、何をしに来たんだ！」

「あの、魔石を、売りに」

　一つ、出来のいい火の魔石を差し出した。すると、女性はエルの作った魔石を叩き落とした。

「魔物喰いが運んだクズ魔石なんて、必要ないんだよ！」

　捨て台詞を残して、女性は走って去っていった。エルは呆然と、その場に立ち尽くす。女性の姿が見えなくなっても、動くことができなかった。

『ねえ、エル。帰ろうか』

「……うん」

　エルはヨヨと共に、とぼとぼと来た道を戻った。せっかく作った魔石だったが、全て無駄になってしまった。ここへは、二度と近寄らないほうがいいのだろう。モーリッツとフーゴが言っていたことは、間違いではなかったのだ。エルは心の中で反省していた。

　前方から壮年の男性がやってくる。酔っぱらっているのか、前かがみでフラフラしていた。すれ違った瞬間に見えた物に、エルはぎょっとした。

『エル、どうしたの？』

「さっきの人、顔に黒い斑点があった」

『ホクロじゃなくて？』

「違う。ホクロより大きい。それに、首すじにコブも見えた」

　モーリッツの医学書で読んだことがある。体に黒い斑点が現れ、コブができる病気についての記述を。

「黒こく斑はん病びょう、かも？」

『ええ、見間違いじゃなくて？』

「わからない。もう一度、見てくる。黒斑病だったら、さっきの人はすぐに死んじゃう」

『エル、やめなよ。確かめて、どうするって言うんだ。エルは、お医者様ではないでしょう？』

「医者じゃない。それに、魔法で治るものでもないから、医者に診みせたほうがいいって言いにいったほうが──」

『無駄だって。村人から魔物喰いと忌み嫌われている人の言うことを、聞くと思う？　それに、こんな小さな村に、医者がいるわけないでしょう？』

　為なす術すべはない。それに、感染なんかしたら大問題だ。エルは仕方なく、家に帰った。




　帰宅したエルは、黒斑病について覚えていることを紙に書き出してみた。

　この病気は、桿かん菌きんという細菌から感染する急性感染症で、ネズミなどに付いたノミを介して人に感染する。感染した人や動物からも、病原体が体に侵入する恐ろしい病気なのだ。三十年前に小さな村で発病が確認され、都市部まで流行、死者は千人以上にも上ったらしい。しかしそれでも、想定していた数よりずっと少なかった。モーリッツが治療法を早期発見したため、感染拡大は最小限で食い止められたようだ。モーリッツは黒斑病について研究し、土壌の中から発見した細菌で抗生物質を作った。その薬を使えば、病気はすぐに完治するのだ。

　エルは細菌の採取方法と抗生物質の作り方も覚えていたが、ふと、モーリッツが抗生物質を実験室に保管していたことを思い出した。まだ処分していなかったはずだ。エルは急いで地下にある実験室に向かう。決して、一人で入ってはいけないと言われていた部屋だが──。

「ヨヨ、一緒に付いてきて」

『え、やだよ』

　エルは「いいから」と言って問答無用でヨヨを抱き、実験室の中へ入った。モーリッツの遺物はほとんど処分していたが、実験室はそのままだ。石造りの部屋は肌寒いので、温かいヨヨで暖を取る。薬品棚の鍵が開いていることに気づき、エルは声を上げた。

「これ、いつもは施錠していたのに」

『エルが使えるように、開けておいてくれたんだろうね』

　心の中で感謝しつつ、中を開いた。ずらりと薬が並んでいる。劣化しないよう、保存の魔法がかけられていた。

「黒斑病の薬は──あった！」

　小さな瓶に入れられた黒斑病の抗生物質を手に取る。

『エル、その薬、もしかして村に持っていくの？　やめたほうがいいと思うけれど……』

「でも、見なかったふりはできないから」

『お人好よしが過ぎるよ』

　黒斑病の抗生物質をハンカチで包み、魔法鞄の中へ入れる。

『エル、他の薬も役立つかもしれない。薬箱に入れて、持ち歩いていたほうがいい。調剤道具も、もらいなよ。ここで埃ほこり被らせておくのも、もったいないし』

「いいのかな？」

『いいって。エルはモーリッツの弟子なんだから！』

　ヨヨの言葉に従い、薬と調剤道具、それから薬の素材などを魔法鞄に詰める。実験室はものの一時間で空っぽになった。




　翌日、エルは村へ黒斑病の抗生物質を持っていった。昨日見かけた男性は、すぐに発見できた。

「あ──」

「あんた、またやってきたのかい!?」

　声をかける前に、昨日魔石を叩き落とした中年女性に見つかってしまった。

「あの、私、あの人の薬を持ってきて」

「そんなこと言って、呪いをばら撒まく毒じゃないのかい!?」

「ち、違う！」

　抗生物質を魔法で体内に送ったら、黒斑病が治るのだ。薬瓶を取り出し、呪いではないと訴えた。

「帰れ！　あんたなんかに頼るものか！」

　瓶は叩き落とされ、地面に落下して中身がぶち撒けられる。エルは「ああ」と叫んだが、もう遅い。抗生物質は一つしかない。それなのに、零こぼれてしまった。女性は気味が悪いと、零れた薬に土をかけていた。最後に、突き飛ばされたエルは、地面を滑るようにして倒れ込んでしまう。

「うう……！」

『エル、帰ろう』

　ヨヨの言葉に、エルは頷き、とぼとぼと家へ帰った。

　黒斑病の感染が村単位となったら、大変なことになる。エルは頭を抱えていた。

『どうしようもないよ』

「うん」

　治療は拒まれてしまった。仮にエルが新しい抗生物質を作り直したとしても、無駄になるだろう。

「ねえ、ヨヨ、私は、この先、何をしたらいい？」

『うーん』

　このまま森の中で暮らすことは難しい。長く居続ければ、エルにまで黒斑病の脅威が襲ってくるだろう。最善の道は──ここを出て行くこと。ただし、行くあてはない。

　そんなエルにも頼りになる人物が、一人だけいた。

「ヨヨ、お父さんは、生きていると思う？」

『モーリッツは死んでいるだろうって断言したけれど、フーゴのお墓でも見ない限り納得できないよね』

　何かが原因で、王都から森に戻れなくなったかもしれないのだ。

『もしもフーゴが生きていたら、エルはどう思う？』

「嬉しい」

『でも、エルを見捨ててどこかで暮らしているかもしれないんだよ？』

「それでも、嬉しい」

　しばし、沈黙の時間となる。エルはいろいろと考えた。今日一日あったこと、フーゴやモーリッツとの約束を破ったら大変なことになること。森を出てはいけないと、言われていたこと。

　けれど、エルは腹を括くくった。

「ヨヨ、私、決めた」

『何を？』

「お父さんを捜しに、王都に行く」

　ヨヨの目が点になる。同時に、茶色い斑点のある毛並みがぶわりと膨らんだ。

『エ、エル、この森から出るって本気かい？』

「本気。黒斑病も怖いし。ヨヨが止めても、私は行くよ。ヨヨも見たでしょう？　近くの村は頼れない」

　食材もあと二ヶ月分くらいしかない。エル独りでは、森の中で暮らしていくことは不可能なのだ。

「ヨヨはどうする？」

『どうするって……』

　ヨヨは悩むと思いきや、即答してきた。

『心配だから、一緒に行くに決まってるじゃん！』

「ヨヨ……本当に？」

『本当。だって、独りぼっちは寂しいでしょう？』

「ありがとう、ヨヨ！　だいすき！」

　ふわふわのヨヨの体を抱きしめる。決意が揺らぎそうで言えなかったが、本当は、一人で行くのは怖かったのだ。できるならば、モーリッツとヨヨ、そしてフーゴと一緒に暮らしたかった。けれど、いなくなってしまった。

「きっと、お父さんは生きている。王都で暮らしているはずだから」

『そうだね』

　すぐに出発せずに、数日かけてしっかり準備を行うことにする。重要なのは、旅費を稼ぐための魔石。エルは毎日魔鉱石を採りに行って、魔石を作った。魔法鞄の中には山ほどの魔石を詰め込んだが、それでもまだまだ入る。

『さすが、モーリッツの魔法鞄だね』

　魔法鞄のおかげで、エルは魔石の在庫を管理できる。心から、感謝しなくてはならないだろう。

　用意するのは魔石だけではない。食料もだ。森の中に罠を仕掛け、ウサギや野鳥を獲って保存食を作る。干し肉にオイル漬け、ペーストなど。瓶に詰めて、長期間保存できるようにしている。

　他、持ち運びしやすいビスケットを作った。家の中には、小麦粉が焼ける香ばしい匂いが充満している。森で摘んだ木苺きいちごはジャムに。キノコは乾燥させて、スープの材料にする。薬草や香草も集め、種類ごとに瓶詰めした。家にある食材を使い、半月は食べるのに困らない量を用意する。

　魔石が売れない時の対策も考える。モーリッツに習った薬草石鹸を、ヨヨと共に大量生産した。これはフーゴが王都へ持っていき、売り捌いていたのだ。いい収入源になると喜んでいたが、具体的にいくらで売られていたのかは謎。ただ、毎回完売するほど人気だったとだけ聞いている。

　最後に、フーゴからもらったうさぎのぬいぐるみを詰め込む。王都の近くにある港町で買ったと言っていた。二年前、エルが十歳になった時に贈ってもらったのだ。何かの手掛かりになるだろう。

「よし、こんなものかな」

　旅装束も縫った。モーリッツが着ていた魔法使いの外套を解ほどいて、縫い直した外套である。

　下着や靴下も、余分に入れておいた。その後、エルはひたすら魔石を作り続けた。

『エル、もう、魔石はそれくらいでいいんじゃない？　もう、夜も遅い。休もう』

「わかった」

　エルはヨヨと一緒に布団の中に潜り込み、ポツリと呟く。

「出発は、三日後くらいにしようかな」

『うん。できるだけ、早いほうがいいかも。なんか、嫌な予感がする』

「え？　今、なんて言ったの？」

『ううん、なんでもない』

　いろいろ考えていたので、上の空になっていた。まだまだ、ここですべき仕事がある。モーリッツとフーゴの家をきれいに掃除して、不要な物は燃やしておかなければならない。

『エル、出発の前の日にさ、家にある残り物の食材を使って、パーティーを開こうよ』

「いいね」

『楽しみにしていてよ。僕も料理の腕を揮ふるうから』

　そんなことを話しているうちに、まどろんでいく。魔法鞄を枕代わりに、ヨヨで暖を取りながらエルは眠りに就いた。

　──パチパチ、パチパチパチ。

　暖炉の火が弾ける音がする。フーゴが火を熾したのか。フーゴは魔石に頼らず、森で薪まきを伐きり、暖炉に火を点ともしていた。なんでも、薪が燃えてパチパチと鳴る音が好きなのだとか。

　エルも、薪が燃える音は好きだった。

　──パチパチ、パチパチパチ。

　薪が燃える音がする。フーゴが帰ってきてくれたのだろうか。エルは目を覚まし、瞼まぶたを開く。

『エル、エル!!　エルってば、起きて!!』

「ん、何っ──げほ、げほげほ!!」

　煙を吸い込んでしまい、咳せき込んだ。ヨヨに早く目覚めるように言われ、上体を起こす。

『エル、火事だ！　村人が、モーリッツの家に火を点つけたんだよ!!』

　一瞬にして意識が覚醒する。周囲は火に包まれ、思い出が詰まっているテーブルや椅子、棚を燃やしていく。エルが眠っていた屋根裏部屋には引火していないが、それも時間の問題だろう。

「ど、どうして、こんな──」

　耳を澄ませてみたら、外から怒号が聞こえた。

「呪われし魔物喰いよ、ここから出て行け!!」

「魔物喰いのせいで、村は疫えき病びょうに侵おかされている!!」

「お前のせいで、お前のせいで父さんは死んだ!!」

　ヨヨは静かな声で話し出す。

『さっき、屋根の出窓から村人の様子を見たんだ。そうしたら、顔に黒い斑点があって──』

「黒斑病が、感染した？」

『そう、みたい』

　原因をエルと決めつけ、燃やしたら感染を防ぐことができると思っているのだろう。

「なんて、愚かなことを……」

『エル、早く逃げよう』

　幸いにも、旅支度は全て枕元に置いてあった。火の手が迫る中、急いで着替えて、魔法鞄を肩にかける。屋根裏部屋の天井にある出窓を開き、屋根に這はい出る。

　火は森にも広がっていて、辺り一面が火の海となっていた。

「な、なんて、ことを……」

『この火は、モーリッツの家だけじゃなく、村までも焼き尽くすだろうね。因果応報ってやつさ』

「早く、逃げよう」

　魔法鞄から氷の魔石を取り出し、火から守るように発動させる。氷を身に纏ったエルは、ヨヨを抱き上げた状態で巻き上がる火の海の中へ飛び込んだ。風魔法を操り、受け身を取る。怪け我がはないが、違和感を覚える。じりじり、じりじりと、胸の内に痛みを感じていた。それは火に炙あぶられているから感じるのではなく、心が痛んでいるのだった。

　モーリッツの家は燃えてしまった。火は森に広がり、フーゴの家すら呑のみ込んでしまうだろう。もう、帰る家はない。王都に行くしかないのだ。エルはヨヨと共に、森を駆け抜けた。




　◇◇◇




　一ヶ月後──王都より派遣された一人の若い騎士が村へとやってきた。大火災があったので見に行くようにと王の腹心から命じられ、はるばる見に来たのだ。

「こ、これは……!?」

　辺り一面が焼け焦げ、真っ黒い平原と化していた。ここにはかつて小さな村があって、広大な森が広がっていたという。信じられない思いを抱きながら村があった場所を歩いていると、つま先に何かが当たってカツンと音を立てた。何か、硬い物が落ちていたようだ。しゃがみ込んで拾い上げると、それはナイフであった物だとわかった。持ち手は木だったようで、燃えてなくなっている。この火事の悲惨さがわかる品だった。

「ん、なんだ？」

　よくよく確認すると、ナイフに文字が刻んであった。

　──疫病は、森の魔物喰いが持ってきた。幼い少女であるが、呪われし存在。早く、殺さないと我々が滅びてしまう。

　読み上げた瞬間、騎士はゾッとした。この村では疫病が流は行やっていて、その原因は魔物喰いの少女であると言うのだ。もしや、村人に殺されそうになった仕返しに、少女が村に火を放ったのか。

　真実を知る者はいない。ここにあった命は、全てなくなってしまったのだから。










[image: ]第二章　少女は猫と共に旅立つ




　炎から逃れるように、エルとヨヨは寒空の下を走って、走って、走って、走った。

　どれだけ走ったかわからない。振り返ると、森が真っ赤に染まっていた。炎がモーリッツの家から燃え広がっているのだろう。まだ、先へと逃げたほうがいい。エルは重たくなった体を引きずるように、先へと進んだ。

　途中で川を発見し、その近くでエルはようやく立ち止まった。

「はあ、はあ、はあ、はあ……！」

　走り続けたので、なかなか息が整わない。膝はガクガクで、暑いのに寒いというよくわからない感覚に苛さいなまれる。灰を吸い込んだからか、喉もイガイガしていた。激しく咳き込んでしまう。

『エル、水を飲んで。喉も良くなるから』

　不意に、エルは村に流れていた濁った水を思い出す。とても川の水を飲む気にはなれなかった。流れる川をしばしじっと眺めていたが、首を横に振る。

「川の水は、無理。水質がどんなものか、わからないし」

『そっか。暗いと、水がきれいかもわからないよね』

　基本、水はモーリッツが作った井戸から汲くんだものしか口にしていない。二十年前に作られたモーリッツ式井戸と呼ばれる水源は、井戸の底に魔法陣があり、呪文が刻まれているバケツを落とすことで、呪文と魔法陣が摩擦状態となり魔法が発動する。瞬く間に、バケツの中に新鮮な水が作られるという仕組みだった。森を流れる川は、たまに魚の罠を仕掛けに行くくらいで、洗濯水にも使っていなかった。そのため、川の生水を飲むというのは、なかなか勇気がいる行為なのだ。

「水は、魔石を使って飲むから」

『そうだ。魔石があったね』

　エルは魔法鞄の中から木の器と、水の魔石を取り出す。魔石の表面にある呪文を指先で擦り、器の中へと滑らせた。すると、魔石に刻まれた魔法が発動し、器の中は水で満たされる。エルは水を一気飲みする。全て飲み干しても、喉の渇きは癒やされなかった。結局、三杯の水を飲んだ。

『エル、落ち着いた？』

「うん」

『今日は、どうする？』

　エルは背後を振り返る。遠くにうっすらと、夜闇の中に炎の赤が差し込んでいた。もう、これだけ離れたら、大丈夫だろう。火の手はここまで追っては来ない。

「ここで、一晩明かす。もう、くたくた」

『そのほうがいいね』

　早速、野宿の準備を行う。まず、魔物除よけの結界を作った。魔法鞄の中から、モーリッツから譲り受けた先端に水晶が付いたクリスタルロッドを取り出して魔法陣を描く。エルとヨヨが身を縮めて寝転がれるほどの、小さな結界である。四方に火の魔石を置いて、結界の中を暖める。

『ああ～、暖かい』

　ヨヨがいたおかげで、エルは救われた。彼が起こしてくれなかったら、今頃火の海の中で焼け死んでいただろう。

「ヨヨ、ありがとう」

『何が？』

「燃える家の中で、わたしを起こしてくれたでしょう？」

『ああ、それね』

「でも、ヨヨはどうして気づいたの？」

　妖精であるヨヨも、人と同じように睡眠を取る。しかし、異常なものを感じて、目を覚ましたらしい。

『人の恨みと悪意を感じたからね。妖精は、そういう悪い感情に敏感なんだ』

　ヨヨの言葉に、「そう」とだけ返す。もう、何もする気にならない。エルは魔法陣の上に綿入りの敷物を広げ、横になる。隣にヨヨも寝転がった。頭から毛布を被って、目を閉じた。すぐに眠りたい。けれども、炎に包まれた森を思い出してしまい眠れなかった。

『エル、眠れないの？』

「うん。目を閉じると、森が燃えているのが見える」

　ここまで走ってきたので、疲れている。すぐに眠りたいのに、眠れない。こういうことは、生まれて初めてだった。燃えるモーリッツの家に、怒号をぶつけてくる村人。生まれて初めて受けた、強烈な悪意だった。

「わたし、どうして嫌われているんだろう？」

『モーリッツとフーゴのせいだから、気にしなくてもいいよ』

「そう、かな？」

『そうだよ。気にする必要はまったくない。それに、僕はエルのことだいすきだから』

「え？」

『え？　ってなんだよ』

「だって、ヨヨはモーリッツに頼まれたから、わたしと一緒にいるんでしょう？」

『そうだけれど、それだけでずっと一緒にいる義理はないよ。エルと一緒にいたいと思うのは、あくまで僕の意思』

「そうだったんだ。嬉しい」

　ぎゅっと、ヨヨの体を抱きしめる。いつもは抱きしめると嫌がるが、今日は許してくれた。

「ヨヨは、いつ先生に出会ったの？」

『森の中で、服にキノコを生やした状態のモーリッツを発見した時？』

「服にキノコ？　何それ？」

『僕も、キノコを生やしている人間を初めて見たからさ。しかも、毒キノコだった』

　毒キノコを生やすモーリッツを想像すると、笑えてくる。今まで暗い気分のまま、底なし沼に沈むように落ち込んでいた。それなのに、くすりと笑ってしまう。

『死体かと思っていたからさ、見なかったふりをしようって素通りしかけたら、モーリッツに尻尾を掴まれて──』

　今すぐ助けろと、脅されたらしい。

『森の中に誰も住んでいない木こり小屋があったから、案内したんだ。それで終わりだと思いきや、あれやこれやと注文つけてきてさ。気づいたら何十年も一緒にいたんだ』

「先生とヨヨは、そんなに前からこの森に住んでいたんだ」

　モーリッツはヨヨに主従契約を持ちかけたが、すぐに断ったらしい。

『あの性しょう悪わるモーリッツと契約するなんて、ゾッとするね。彼の魔法や知識は尊敬に値するけどさ』

　妖精は魔法使いと契約を交わすと、魔力の恩恵を受けることができる。自分で集めなくても、自動的に供給されるのだ。ただし、一度契約してしまうと、生涯を共にすることとなる。契約者が死んだら、妖精も死んでしまうのだ。

『モーリッツと契約したら、僕も死んでいたね』

「契約していなくて、本当に良かった」

『そうだね。でも、エルとだったら、契約してあげてもいいよ』

「ヨヨ、本気？」

『本気さ』

　ヨヨと契約すれば、今以上に深い関係になれる。普段からぎゅっと抱きしめても、嫌がらないかもしれない。けれど──。

「私が死んだらヨヨも死んじゃうからイヤ」

『エルが死んだら、寂しくて死んじゃうよ。それならいっそ、一緒に死んだほうがいい』

「ヨヨ、それって本当？」

『僕が噓を吐いたことある？』

　ヨヨは嘘を吐かない。ならば、契約を結んだほうがいいのか。エルは悩む。

『じゃあ、言い方を変えようか。エル、僕と契約して。お願い！』

「どうしても、わたしと契約したい？」

『したい！』

　だったら、仕方がない。エルは、ヨヨに契約を持ちかける。

「じゃあ、契約するよ」

『うん、お願い』

「ヨヨ、契約って、どうするの？」

　ごくごくシンプルな契約方法をヨヨは伝授してくれた。

『エルの血を、舐なめさせて』

「それだけでいいの？　呪文は？」

『いらない。血の中に、エルについての全ての情報があるから』

　契約に必要なのは、契約者の血と妖精と契約したいと望む心。それだけで、主従の契約は完了する。エルは起き上がり、魔法鞄の中からナイフを取り出した。しばしの躊躇ためらいのあと、指先にナイフを突き刺す。柔らかな皮膚が傷つけられ、ポツリと珠たまのような血が浮かび出る。

「ヨヨ、血、これでいい？」

『うん、ありがとう』

　差し出した指先を、ヨヨが舐める。すると、エルとヨヨの間に魔法陣が生まれ、白く発光したあと、パチンと音を立てて弾けた。これで、主従契約は完了らしい。

『エル、どう？』

「よく、わからない」

『そうなんだ。僕のほうは、すごいよ。エルの魔力が流れ込んできて──』

「ヨヨ、どうかしたの？」

『ううん、なんでもない』

　こうして、エルとヨヨは生涯を共に過ごすパートナーとなった。その絆きずなは、何があっても壊れることはない。

「ヨヨ、改めてだけれど、よろしくね」

『うん、よろしく』

　それから、身を寄せ合っているうちに、エルは眠ってしまった。慌ただしく大変な一日は、静かに幕を閉じる。




　朝。鳥の囀さえずりで、目覚めることができたら良かったのだが――。

『グルルルルル!!』

「きゃあ！」

『エル、大丈夫だ。結界から出なければ大丈夫！』

　結界の周囲を、フォレ・ウルフが囲んでいた。フォレ・ウルフは森に生息する狼型の魔物で、群れを成して行動する。旅人や商人を数多く襲い、恐れられている魔物である。エルの結界の前に、三頭のフォレ・ウルフがいた。全長は一米突メートル半ほど。牙を剝き出し涎よだれを滴したたらせ、低い声で唸っていた。飢えているのだろう。あばら骨が浮き出ていた。こういう飢き餓が状態の魔物には、魔物除けの魔法が効かない。忌避効果を恐れず、捨て身で襲いかかってくるのだ。フォレ・ウルフは結界の中には侵入できず、グルグルと唸るばかり。危害を与えることはできないようだ。

「でもこのままじゃ、結界の中から出られないよ」

『魔石を使って攻撃するんだ』

　魔石の中には生活で利用する物の他に、攻撃手段として使える物も存在する。

　雷鳴を轟とどろかせる雷の魔石に、火柱を巻き上げる炎の魔石、全身を凍結させる氷の魔石など。全て上位魔石で、完成した時モーリッツは金貨十枚で買い取ってくれた。旅する中で魔物と出会い、戦闘することも想定していたので、エルの魔法鞄には上位魔石が百個ほど入っている。その中の一つ、氷の魔石を取り出した。表面に刻まれた呪文を指先でなぞり、結界の外へ放り投げる。投げた氷の魔石が落ちた瞬間、地面から氷柱つららが突き出てフォレ・ウルフの体を、杭くいのように貫いた。大量の血を氷柱に滴らせながら、あっという間にフォレ・ウルフは絶命する。

『ひええええ～……！』

「ううっ！」

　濃い血の臭いがツンと鼻腔を突いてきた。フォレ・ウルフの血肉を見たエルは、こみ上げてくるものを堪こらえた。口を押さえ、なるべく周囲の状況を見ないようにする。じんわりと、涙が浮かんでくる。これが、長年暮らした森を出るということなのだ。モーリッツと交わした約束の全ては、エルを守るものだった。今、ひしひしと痛感している。

『エル、早くここから立ち去らないと、また魔物がやってくるよ』

「う、うん」

　被っていた毛布を畳み、敷物に包んで魔法鞄に詰める。そして、結界を解いて外に出なければならない。結界の外に出たら、いつ魔物に襲われてもおかしくない状況となる。昨晩は、魔物のことなんか気にせずに、森の中をひたすら駆けてきた。モーリッツの家に火を放った村人と、火の手がエルの敵だった。ようやく逃げられたと思っていたら、今度は魔物の脅威に曝さらされる。

　安息の地は、まだ遠い。

　ヨヨにもう一度急かされたので、エルは勇気を出して結界から出た。風がびゅうびゅう吹く音や、木の葉が重なり合うがさがさという音が妙に大きく感じた。今までは、広範囲に張られたモーリッツの結界の中で暮らしていたから、森の恐ろしさに気づいていなかったのだ。

「ヨヨ、行こう」

　本当はフォレ・ウルフの亡骸から目を背そむけたかった。しかし、こういったものにも慣れないといけない。これから先の人生は、守ってくれるモーリッツはいないのだ。モーリッツが隠そうとしていた世の中の恐ろしいものにも、目を向ける必要がある。

　エルは前を向き、一歩、一歩と歩みを進めていた。フォレ・ウルフの亡骸の前を通過したあとは、走って先へと進んだ。ゆっくり進んでいたら魔物と遭遇しそうで恐ろしかったからだ。

　一時間ほどしたら、エルの腹がぐうっと鳴った。食欲なんて湧かないと思っていたのに、活動を始めたらしっかり腹は空すくのだ。

『エル、この辺でちょっと休もう』

　ヨヨは転がっていた石を円形に並べ、エルの魔法鞄から火の魔石を取り出して発火させる。

『料理は僕に任せて。エルはお茶でも淹れておきなよ』

「うん、わかった」

　ヨヨは食材と調理器具を取り出し、魔法を使って鍋や包丁を器用に動かしている。ベーコンの塊を大きな葉っぱの上に置き、分厚くカットした。それを、油を敷いた鍋で焼く。

「あ、ヨヨ、それ、一人じゃ食べきれないよ！」

『大丈夫！　食べられるよ』

　隙あらば、ヨヨはエルにたくさん食べさせようとする。

「ヨヨはわたしを太らせて食べる気なんだ」

『はいはい。そういうことは、太って可愛くなってから言ってね。今のエルは、ガリガリで全然可愛くないし、おいしそうじゃないから』

「うう……」

『お茶、早く淹れないと、食事が完成しちゃうよ。急いで』

「うん、わかった」

　エルは茶器を魔法鞄の中から取り出す。魔石ポットと、それからお気に入りの白磁のカップ。まず、二段重ねになっている魔石ポットの一段目に火の魔石を入れる。二段目に水を注いでしばらく放置していると、魔石の力で湯が沸騰し、注ぎ口から湯気が出てくる。これが、沸騰のサインだ。湯が沸いたら、一段目に茶葉を入れる。エルが選んだのは、乾燥させた白しろ詰つめ草くさの花とつぼみ。春に摘んで、乾燥させていた物である。湯を注いでしばらく蒸らしておけば、白詰草茶の完成だ。白詰草には、精神安定の効果がある。今のエルにぴったりな茶だ。そのままでは少々味気ないので、乾燥させた花の砂糖漬けを一つ入れた。

　茶の準備が整ったのと同時に、ヨヨの料理も完成したようだ。

『はい！　ベーコンと目玉焼きのプレートの完成だよ。さあ、召し上がれ！』

　木のプレートには、分厚いベーコンと白身の端がカリカリに焼かれた目玉焼き、それからその辺で摘んだ野草にドレッシングがかかったサラダが添えてある。一緒に食べるのは、エルが焼いた甘くないビスケットだ。神々に感謝の祈りを捧げ、いただくことにする。まず、分厚くカットされたベーコンから攻略してみる。フォークで押さえ、ナイフで一口大に切った。黒胡椒くろこしょうが振られていて、フォークに刺して持ち上げると脂あぶらが滴った。ぱくりと食べると、しっかりした歯ごたえと脂の甘みが口の中で広がった。

「おいしい……」

　エルが仕込んだベーコンだが、最高の出来だった。ビスケットの上にもベーコンを載せて食べてみる。これも、絶品だった。卵の黄身に絡めたり、白身に包んで食べたり。分厚いベーコンはあっという間に食べきってしまった。

『ほら、全部食べられたでしょう？』

「うん。大丈夫だった」

　最後に、白詰草茶を飲んでホッと息を吐き出す。ベーコンを食べたら、力が湧いてきた。腹が満たされたからか、気分も前向きになる。

『そういえばエル、地図とか持っているの？』

「持ってないけれど、前に見せてもらった地図は覚えている。ここを南下したら、小さな村があるから、そこで休んで、さらに南下したら港町がある。そこで船に乗って、セシル大陸に移って、北上したら王都がある」
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『相変わらず、エルの記憶力はすごいね』

　一度見聞きしたものは記憶の中に刻まれ、絶対に忘れない。だからこそ、モーリッツは弟子として受け入れてくれたのだろう。

『王都で才能を見出されて、国王陛下の専属魔法使いになったりして』

「ありえないから。王都に行ったら、わたしみたいな人はゴロゴロいるだろうし」

『そうかな～？』

「それに、偉くなりたいとか、たくさんの人に認められたいとか、全然思わない。住む家があって、毎日食事に困らなくて、布団とヨヨがあれば、他に何もいらない」

『あー！　エル、今、僕のこと布団の一部として言ったでしょう？』

「気のせいじゃない？」

『気のせいじゃな～い！』

　ヨヨの料理を食べたエルは、ほんの少しだけ元気を取り戻していた。

　そこからのエルとヨヨの旅の道のりは、衝撃の連続だった。再びフォレ・ウルフに襲われ、肉喰い大蜂の大群に出くわし、沼に落ちてしまう。全て、魔石を使って解決させた。雷の魔石で魔物を脳天から貫き、肉喰い大蜂は嵐の魔石で追い払い、沼に落ちた際は大量の水を溢れさせて脱出した。

　昼頃に村へと到着する予定だったが、いろいろな災難に出くわしたためにそれも叶かなわず、やっとのことで森を抜け、平原に出てくる。そこからひたすら歩いた。

　結局、エルの記憶していた村に辿り着いたのは、夕暮れ時。ぽつぽつと家が並び、煮炊きをする煙も上がっていた。エルの近くにあった村よりも、規模はいくぶんか大きいようだ。

「村だ……！」

　元気を振り絞って走っていこうとしたその時、異様な集団を目にした。全身黒づくめで、頭部に鳥のような仮面を被った者たちが列を成していたのだ。手には鳥とり籠かごと、大きな鞄を持っている。

「ねえ、ヨヨ。あれ、何？」

『鳥仮面？　正体は、よくわからないねえ』

　ゾッとしてしまい、この場から身動きを取ることができない。

『エル、どうする？　ここの村はやめておく？』

「う、ううん。ここを通り過ぎたら、次の村は三日歩いた先にしかないし」

『でも、さっきの鳥仮面、不気味だよ』

「何かの、お祭りかもしれない」

　世界各国には不思議な祭りが多々ある。牛と戦ったり、トマトをぶちまけたり、暗闇の中を走ったり。あの黒い鳥仮面も、ここの村の祭りの儀式である可能性があるのだ。

「様子を見に行こう」

『ええ、ヤダなあ。近づかないほうがいいと思うけれど』

　ヨヨの心配症が発動したが、エルは無視して先へと進む。やがて太陽が完全に沈んでも村の家のほとんどは、灯りが点かなかった。

『火の魔石を買えないほど、貧しい村なのかもしれないね』

「うん」

　ガラス窓のない木造の家は年季が入っていて、強い風が吹いたら倒れそうに見える。

　中は、蝋ろう燭そくの灯りすら見えない。太陽が沈むのと同時に一日を終える村がある、というのは本で読んだことがあった。そのため、そこまで驚かない。煮炊きをしていると思っていた煙だったが、妙だった。スープやパンの匂いではない。言葉にできない異臭を感じていた。

『ここも、商店とか宿はないみたいだね』

「そうだね」

　人の気配など感じられないのではないかと思っていたが、村の広場にぼんやりと灯りが点っているのに気づいた。気配を殺し、ゆっくり、ゆっくりと近づいていく。積み上がっていた木箱の陰に体を隠し、そっと覗のぞき見る。そこには、先ほど見かけた黒衣の鳥仮面と村人が集まっていた。

「な、何をして──！」

　エルはハッとなる。村人の異変に気づいたのだ。村人の幾人かの頰に大きな斑点があり、首筋には大きなコブができていた。あれは、黒斑病の症状である。黒斑病はこの小さな村でも猛威をふるっていたようだ。今から何を行うのか。エルは固唾かたずを呑んで見つめる。村人は鳥仮面に平伏し、祈りを捧げるように手と手を合わせていた。鳥仮面は村で歓迎された存在のようだ。

「もしかして、鳥仮面は医者？」

『黒斑病の治療に来たってこと？』

　本で見た医者の姿とまったく異なる。あのように、鳥の仮面を被った医者など見たことがない。エルは首を傾げながらも、今から行われるであろう治療の瞬間を待つ。一人の患者が広げられた敷物に横たわった。続いて鳥仮面が行動を起こす。鳥籠から鳩を取り出し、尾を毟むしり始めたのだ。

『えっ、あれは？　夕食の準備、ではないよね？』

「あれは土鳩だから、食用ではないと思うけれど……。この辺では食べるのかも？」

　鳥仮面は思いがけない行動に出た。尾が剝き出しになった鳩の肉を、村人の腫れたコブへと当てたのだ。まだ生きている鳩はジタバタと暴れている。だが、鳥仮面が首をぎゅっと握ったからか、「ポーッ!!」という鳴き声を上げ、息絶えたようだ。すると、他の鳥仮面が拍手を始める。横たわっていた村人の家族が駆け寄って、何度も会え釈しゃくをしていた。そして、革袋に入った金らしきものを鳥仮面に差し出している。

『え、今ので黒斑病が治ったってこと？』

「ありえない。あんなもので、黒斑病が治るわけがないのに」

　二人目の患者を診察する素振りを見せ、再び敷物に横たわらせる。今度は、怪しい壺つぼを取り出して中身をコブに塗っていた。その後、何かの呪文のようなものを読み上げる。

「あれは、古代語？　よく、聞こえないのだけれど」

『待って、聞いてみる。え～っと、〝ツユクサは、生のままサラダにしたらおいしい……〟って言っている』

「何それ」

『古代人の豆知識？　適当に選んだ古代語を、それっぽく読んでいるだけみたい』

　呪文を読み上げたあと、鳥仮面は患者の手足を掴んで拘束した。何をするのかと思っていたら、まさかの行動に出る。腫れたコブに、熱したナイフを刺し入れたのだ。

「ギャアアアアアアアア！！！！」

　すさまじい叫びが、静かな村に響き渡る。患部に布を押し付け、再び呪文を唱え始めた。

「ヨヨ、なんて言ってる？」

『う～ん。〝明日晴れたらピクニックに行きたいな〟、だって』

「ただの古代人の日記じゃん」

『そうだね』

　鳥仮面は医者ではない。でたらめな治療を行い、村人から金をせしめる悪人のようだ。しかし、エルは彼らを糾きゅう弾だんすることなどできない。もしも彼らの治療行為を止めに入っても、見ず知らずの子どもの言うことなど信じないだろうから。その後も、鳩の鳴き声と村人の叫びが交互に響き渡る。エルは耳を塞ふさぎ、歯を食いしばった。何も見ない、聞きたくもない。そんなことをしていたので、背後から近づく気配に気づかなかったのだ。

「お嬢ちゃん、どうしたんだい？」

　ハッとなって振り返る。声をかけてきたのは、六十代くらいの老齢の男性だ。片手にランタンを持ち、心配そうにエルを見つめている。

「ああ、あれを見てしまったんだね。恐れることはない。あれは、救世主様だ。今、各地で流行っている死の病を、鎮めて歩いているらしい。やっと、ここの村にも来てくれたんだ」

　話を聞きながら、唇を噛みしめる。あんなの、救世主でもなんでもない。ただの詐欺師だ。そんな言葉が喉まで出かかっていたが、口に出さなかった。どうせ、子どもの戯たわ言ごとだと思われてしまう。エルは自分自身が他人にどう見えているのか、しっかり把握していた。

「お嬢ちゃんは、うちの村の子ではないね。どこから来たんだ？」

「……ここの村に、知り合いを訪ねてきたのだけれど、亡くなっていて」

　咄とっ嗟さに考えた嘘である。声が震えたのでバレてしまうのではと思った。けれど、老人は信じたようだ。

「そうか。それは可か哀わい想そうに。寒いだろう。どれ、うちにおいで」

　エルはヨヨを見る。ヨヨは問題ないとばかりに、こくりと頷いた。悪意などなしに、純粋な厚意で誘っているようだ。妖精族であるヨヨは、悪意に敏感である。彼が問題ないと言うので、エルは老人の厚意に甘えることにした。

　案内されたのは村の外れにある、こぢんまりとした平屋建ての一軒家。そこで、老人は妻と二人で薪を売りながらひっそりと暮らしているらしい。

「この村は貧しいから、魔石なんか流通していない。そのおかげで、わしにも仕事があるのだよ」

　ここでも、エルの魔石は売れないようだ。ガッカリと肩を落とす。老人はエルを家の中へと案内してくれた。

　家の中はそこまで広くない。家具も最低限の物しか置かれていなかった。

　木製のテーブルと棚、煮炊きを行うかまどに、奥にある扉の先は寝室か。

　暖炉の火が、ぼんやりと部屋を照らすくらいの薄暗い部屋だ。

　老人がエルの事情について説明すると、老婆は快く迎えてくれた。

「夕食の残りのスープを温めてあげようかね」

「ああ、それがいい」

　親切な老夫婦は、心ばかりのもてなしをしてくれた。エルにはスープと一切れのパンを。ヨヨには乾燥させた魚をくれるようだ。ヨヨは妖精なので、人間の食べ物を口にしない。老夫婦が見ていない間に、そっとエルの魔法鞄へ忍ばせる。

　手作りらしい木の器に、熱々のスープが注がれた。ほかほかと、湯気が立ち上っている。

「豆しか入っていないスープだけれど、たんとおあがりよ」

「いただきます」

　まずは、スープを一口。ただただ、薄い。豆は軟らかく煮込まれていたが、ほぼ味がない。けれど、スープを飲んでいると体が芯から温まり、心がホッとする。パンは薄くカットしているのにもかかわらず、石のように硬かった。スープに浸し、ふやけさせながら食べきった。

　食後は、蒲公英たんぽぽから作ったというコーヒーを淹れてくれた。

「今日は、一晩泊まっておいき。どれ、暖炉の前に布団を敷いてあげよう」

「あ、布団は持ってるから、大丈夫」

「そうかい」

　暖炉の火が、ゆらゆら揺れている。不思議と、普通の火より暖かく思えた。きっと、火の中に老夫婦の優しさが溶け込んでいるのだろう。エルはそう結論付けた。

「お嬢ちゃんは、この村の人を頼って来たのかい？」

「ううん、王都に行くついでに、立ち寄ったの」

「そうかい。一人と一匹で、辛かったねえ」

　そう言って、夫婦はエルの頭を優しく撫なでる。瞼が、じんわりと熱くなった。モーリッツの家を焼かれて逃げるように飛び出し、やむを得ず旅を始めた。まだ一日しか経っていないのに、エルにとっては大冒険だった。村人に家を焼かれ、暴言を吐かれ、住んでいた場所を追い出されて、とても辛かった。エルの堪えていた気持ちは震えとなって現れる。

　まだ、泣くわけにはいかない。泣いてしまったら、強くあり続けることができなくなるから。

「おやおや、可哀想に」

「頑張った。あんたは頑張ったよ」

　そう言って、老夫婦はエルを優しく励ましてくれた。落ち着いたあと、弱りきった姿を見られて恥ずかしくなったエルは、誤ご魔ま化かすように質問を投げかける。

「あの、おじいさんは、あそこで何をしていたの？」

「ああ、奇跡の瞬間を、見たくてねえ。見学は禁止されておるのだが、お嬢ちゃんのように、高く積み上がった木箱の裏からなら、平気かなと思って。わしらも、先日知り合いを黒斑病で亡くしてしまってねえ。子どもや、年寄りからバタバタ倒れてしまう。恐ろしい病気だ」

　治療の様子を思い出すと、時間が経った今でもゾッとしてしまう。この世のものとは思えない、恐ろしい光景だった。

「明日には、もう発たつのかい？」

「はい」

「それがいい。ここには、長居しないほうがいいのさ」

　胸がツキンと痛む。このまま放っていたら、いずれこの夫婦も黒斑病に感染してしまうだろう。これだけ優しくしてもらったのに、見ないふりをするのか。エルは自身に問いかける。

「あ、あの──」

「今日はもう遅い。ゆっくりお休みよ。明日は、楽しみにしておくといい。さっき、ばあさんが鶏を絞めて血抜きをしているから、出発前においしい物を作ってもらおうか」

「あ、ありがとう」

　鶏は夫婦の大事な財産だろう。それなのに、エルに食べさせるために絞めてくれたようだ。

「それじゃあ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　エルは二人がいなくなってから、暖炉の前に布団を敷く。横たわり、毛布を被ったらヨヨが潜り込んできた。

『エル、この家は温かいね』

「うん、温かい」

　だからこそ、胸がきゅっと締め付けられる。

『ねえ、エル。明日、ここを発つの？』

「うん、そのつもり。でも──ちょっとした恩返しをしたい」

『そうだね。それがいい』

　エルが老夫婦のためにできることは少ない。けれど、何かを返したいと思ったのだ。

　翌日、エルは目を覚まし、起き上がって背伸びをした。窓のない家なので暗いままだが、扉の隙間から光が差し込んでいた。

「ヨヨ、朝だよ」

　朝に強いヨヨも、旅疲れをしているのだろうか。目がしょぼしょぼした状態で目覚めていた。

　玄関扉を開き、空気を入れ替える。立てかけてあった箒ほうきで家の中を軽く掃除する。だんだんと、太陽が昇っていった。そろそろ、老夫婦が起きてもおかしくない時間だが、寝室からはそれらしき気配はない。

　何か朝から料理を作ると言っていたので、勝手に朝食を準備するわけにはいかないだろう。

　エルは寝室の戸を叩きながら声をかけた。

「おじいちゃん、おばあちゃん、おはよう」

　返事はない。もう一度声をかけたら、うめき声のようなものが聞こえた。

「なんだろう？」

『中に入って確認したほうがいい』

　魔石灯を手に持ち、エルは老夫婦の寝室へと入る。

「ううう……！」

「はあ、はあ……！」

「おじいちゃん、おばあちゃん！」

　エルは寝台へ駆け寄る。魔石灯を老夫婦に当てた瞬間、息を呑んだ。二人の顔に、黒い斑点が浮かんでいた。間違いなく、黒斑病の症状である。

　黒斑病は感染した動物の血を吸ったノミを介して発症する。宿主しゅくしゅが死んだらノミは移動し、病原菌を持った状態で新たな宿主へと移るのだ。そのため発症が確認された土地では、死んだ動物に近付かないほうがいいのだ。昨日、老婆は鶏を捌いたと言っていた。死んだ鶏から、黒斑病の病原菌を持つノミが移ったのだとしたら夫婦はエルのせいで感染したことになる。膝から頽くずおれそうになったが、なんとか踏みとどまる。エルが来たことに気づいた老婆は、掠れた声で言った。

「ごめんねえ。ちょっと、今から鶏料理を作るのは、難しいかもしれないね」

「お嬢ちゃん、悪いなあ。ここから、出て行ったほうがいい。わしらは、もう──」

　信じ難い事態になった。エルは指先や膝がガクガク震えていることに気づく。一歩、二歩と背後に退さがり、そのまま動けなくなった。

『ねえ、どうかしたの？』

「二人は、黒斑病だ」

『だったら今すぐ離れたほうがいい。感染するかもしれない』

　ヨヨの言葉を聞いて、ハッとなる。ぼんやりしている場合ではなかった。

『エル、早く逃げないと！』

「私は、逃げない」

『ええ、ちょっ、エル、何を言っているんだ！』

　ヨヨが焦るほど、エルは冷静になっていく。

「黒斑病は、約二日から一週間の潜伏期間を経て、高熱を発する。そのあと、病気の進行は極めて早い。たった数日で死に至る。しかし、早期治療を行えば、恐ろしい病気ではない」

　モーリッツが書いていた、黒斑病についての記述を改めて思い出す。病気を持ったノミが移ったのは、昨日ではない。おそらく、数日前から感染していたのだろう。

「二人を、助ける」

『助けるって、エル、モーリッツの抗生物質を持っているの？』

　エルは首を横に振る。抗生物質は、前の村でエルを警戒する女性の手に払われ、落としてしまった。予備は作られていなかったのだ。

「でも、作り方は覚えている。調剤の器具もあるし、魔石を使ったら、早く作れるから大丈夫」

『エル……』

　エルは清潔なハンカチを取り出し、口を覆うように巻いた。老夫婦に近づき、声をかける。

「ねえ、おじいちゃん、おばあちゃん、わたしが絶対助けるから、言うことを聞いてくれる？」

「ダメだよお。逃げるんだ」

「早く、行くんだ」

「ううん。大丈夫。わたしは、病気の治し方を本で読んだことがあるの。だから、わたしの言う通りにしたら、絶対良くなるから。お願い！」

　これが、優しくしてくれた老夫婦への恩返しだ。エルはそう思って、必死に訴えた。最終的に、老夫婦は頷いてくれた。

「ごめん、ヨヨも協力してくれる？」

『エルがそうしたいのなら、協力するさ』

「ありがとう」

　大丈夫。上う手まくいく。エルは自分にそう言い聞かせ、行動を開始した。

「ヨヨは水と火の魔石を使ってお湯を沸かして。そして、汚染されていると思われる布団や毛布、枕にシーツ、下着、寝間着、とにかく全ての布物を煮しゃ沸ふつ消毒して」

『わかった』

　黒斑病の病原菌は熱水による消毒が有効だ。十分から十五分ほど煮込んだら、消滅する。まだ病気は初期段階で、意識はある上に歩く元気があるようだった。エルは暖炉の前に敷物を広げ、老夫婦に移動を促す。服を脱いでもらい、消毒液で清せい拭しきするのだ。脱いだ服は大鍋に浸つけて煮込む。ヨヨは布団やシーツ、カーテンと、家にある布物を剥いで回っていた。魔石があるおかげで、作業はスムーズに進んでいた。老夫婦に清潔な服を着せ、毛布を被せて寒くないようにしておく。

「すまないねえ」

「本当に」

「大丈夫だから」

　寝室に熱湯を流し、消毒する。寝台や壁も消毒液で拭いた。布団やシーツの煮沸消毒を終え、風の魔石で水分を吹き飛ばす。寝台を整えたあと、老夫婦に戻ってもらった。

「ああ、布団や部屋を、きれいにしてくれたんだねえ」

「もう、だいぶ良くなったような気がする」

「まだ治っていないから。もうちょっと待って」

　次に、抗生物質を用意しなければならない。材料となる物は、自然の中にある。エルは読んだ内容を思い出し、作り方の順序を頭の中で整理していた。

「大丈夫……きっと、大丈夫」

　そう自分に言い聞かせ、外へと飛び出した。目指した場所は、老夫婦が世話をしていたらしい畑。そこで、土壌を採取する。黒斑病を治す抗生物質は、土の中にある菌を使って作るのだ。煮沸消毒した皿に土を広げ、火と風の魔石を使って乾燥させる。ここから先は繊細な作業だ。火の魔石で土を加熱処理し、不要な微生物を死滅させるのと同時に菌の比率を高めた。

『エル、布の煮沸消毒と乾燥は終えたよ。抗生物質は大丈夫？』

「うん。たぶん、夜中までかかりそうだけれど」

『応援しているから』

　魔石を使い、攪かく拌はん、加熱、乾燥を繰り返す。エルの額にはびっしりと汗が浮かんでいた。ヨヨが汗を拭ぬぐってくれたり、軽食を用意したり、面倒を見てくれる。老夫婦の看病もしてくれていた。

『おじいさんとおばあさん、意識が朦もう朧ろうとしているみたいで、猫に看病されているって気づいていないんだ』

「そっか。良かった」

『本当に』

　エルはまともに食事も摂らないまま、抗生物質作りを行った。

　最終的に抗生物質が完成したのは、太陽がどっぷり沈むような時間帯だった。

　エルは蜂蜜で老夫婦の喉に魔法陣を描く。その上から薬を垂らしたら、体内に浸透していった。荒くなっていた老夫婦の息遣いが、穏やかになっていく。抗生物質が魔法によって活性化され、瞬く間に効果を表す。体に散っていた斑点が、消えていった。エルの抗生物質は、正しく作られていたようだ。

　エルは胸を押さえ、深く安あん堵どした。あとは、回復するのを待つばかり。汗をかいた寝間着を着替えさせ、布団に毛布、シーツを替えた。着ていた寝間着や布団、毛布は再度煮沸消毒する。

　昨晩、老婆が捌いてくれた鶏は、もったいないが炎の魔石を使って燃やして処分した。

　エル自身も、魔石を使い桶に湯を張って体を洗う。もちろん、老夫婦の家に風呂はない。大きな桶があるだけだ。モーリッツはきれい好きだったので、家に風呂があった。大きな浴槽に、タイルを貼った洗い場など、ヨヨの手を借りながら自分で作ったらしい。王都でも、風呂場は一部の貴族の家にしかないとモーリッツが言っていた。家に風呂がある貴族ですら、三日に一度くらいの頻度で体を洗う程度らしい。三十年ほど前、体を洗うと病気になるという噂が広がり、黒斑病が流行した。恐ろしい話である。当時は一ヶ月に一回も入っていなかったと言う。今は、風呂は最低でも一週間に一度入ったほうが健康にいいと言われているようだ。その中でも、老夫婦は三日に一度体を洗っていた。それに、家の中も比較的清潔だった。そのため、黒斑病が流行っている村の中にいても感染するのが遅かったのだろう。

「ヨヨ、今から体を洗うけれど、こっちを見ないでね」

『見ないよ』

　ヨヨは暖炉の火を使い、スープを作ってくれていた。エルに背を向けているので、見えていない。加えて部屋は薄暗く、暖炉の周囲がぼんやり明るい程度である。大丈夫だと言い聞かせ、服を脱いだ。この服も、煮沸消毒が必要だろう。桶の中に入れて、火と風の魔石を入れて沸騰させる。

　大きな桶に作っていた湯は、ほどよい温度だった。肩まで浸かることはできないが、腰までくらいならば浸かることができる。魔法鞄から乾燥させた月げっ桂けい樹じゅの葉を取り出した。手でちぎり、布に包んで紐で縛り、湯の中に入れる。月桂樹の葉は疲労回復に加え、保温効果がある。天然の入浴剤なのだ。

　足先から入ると、熱をジンジン感じる。今日は寒かったので、湯の熱さが体に沁しみていた。寒いので全身浸かりたいと思い、猫が布団の中で団子状になるように丸まってみた。普段ならば絶対にしない恰かっ好こうである。全身湯に浸かったエルは、ふうと息を吐いた。今日一日大変だったが、ようやく落ち着くことができたのだ。

　老夫婦の家に、大きな桶があったことを心の中で感謝した。

『エル、お風呂、気持ちいい？』

「うん、気持ちいい。あとで、ヨヨも洗ってあげる」

『僕も煮沸消毒対象かー』

「妖精だから、ノミは移らないでしょう？　単純に、きれいにしてあげようと思って」

『そっかー。ありがとうね』

　ヨヨは一見して普通の猫に見えるが、高濃度の魔力で構成された妖精である。もしも病気を媒介するノミが触れたら、存在が消し飛んでしまうのだ。

「黒斑病の患者がヨヨを抱きしめたら、ノミがいなくなるね」

『その治療法、エル以外の人にするのは絶対にイヤだから』

「わかってる」

　湯が冷めてきたので、火の魔石を少しだけ擦って湯を温める。

「ん……ふう」

　魔石は本当に便利だ。エルはしみじみ思う。この量の湯を、鍋で沸かすとしたら大変だろう。それが、魔石を使ったら手軽にできる。

「魔石があって、本当に良かった」

『そうだね。抗生物質も、魔石なしで作ったら結構な日数がかかるんでしょ？』

「うん。たぶん、二ヶ月くらい？」

『へえ、そんなにかかるんだ』

　抗生物質の作り方を遺し、魔石作りを教えてくれたモーリッツに、エルは心から感謝した。

　今日、エルは老夫婦の命を救った。不思議な達成感で、胸の中が満たされる。ゆっくり浸かり、体が温まったら薬草石鹸を使って頭のてっぺんから爪先まで丁寧に洗う。泡だらけの湯は一度魔石で蒸発させ、再び新しい湯を作った。全身の泡を洗い流すために、何度か湯を入れ替える。体の湯を拭うタオルは必要ない。風の魔石を使って、一瞬で水分を飛ばし、火の魔石で蒸発させた。きれいに洗濯された服を着ると、生き返ったような気がした。それと同時に、腹がぐうっと鳴る。

『エル、スープできているよ』

「ヨヨ、ありがとう」

　暖炉の前に座って、スープを食べる。老夫婦のために、ジャガイモを潰したスープを作ってくれたようだ。食べやすいよう、細かく刻んだベーコンも入っている。

「優しい味がする。おいしい」

『それは良かった』

「ヨヨ、本当にありがとう」

『どういたしまして』

　食後はヨヨを風呂に入れる。モーリッツがヨヨを風呂に入れようとする時は大暴れだったが、エルがやる時は大人しい。

『だってモーリッツ、洗濯物みたいに力任せにガシガシ僕を洗うんだ』

「先生、ちょびっと潔癖症だったからね」

『ちょびっとではないよ。病的に潔癖症だよ』

　モーリッツは不潔が感染症を招き、黒斑病が流行した時代に生きていたのだ。そうなってしまうのも、仕方がないのかもしれない。

『今、王都で広まっている、お風呂は最低でも一週間に一回を広めたのもモーリッツらしいよ』

「うん。そのおかげで、病気はぐっと減ったって」

『でも、一週間に一回でも少なく感じてしまうなあ。フーゴなんて、一日お風呂に入っていなかっただけで、臭っていたし』

「そうだけれど、お湯を沸かす魔石や薪ですら買うことが難しい人たちもいるから、最低でも一週間に一回なんだろうね」

『そっかー』

　モーリッツは、何事も自分の経験や知識だけで考えるな、広い視点で物事を考えるようにと教えてくれていた。

「ヨヨ、痒かゆいところはない？」

『うーん。首辺りの毛が長いところかな』

「ここかな？」

『そこそこ。あー、気持ちいい』

　エルはヨヨの働きを労ねぎらうように、きれいに洗ってあげた。

　翌朝、老夫婦は昨晩ヨヨが作ったスープを「おいしい、おいしい」と言って完食した。

　食欲があるようで、ホッとした。それからぐっすり眠って、その翌日には起き上がれるようになった。すっかり顔色も良くなっており、あとは、数日安静にしていたら完治するだろうと思われた。

「なんと、お礼を言っていいものやら」

「言葉だけでは、言い表せないよ」

「元気になってくれたから、それが最大のありがとうだと思う」

　その言葉は、モーリッツがエルに言っていたものである。今になって、その意味を理解することとなった。あとは静かに過ごすばかり。そう思っていたところ、家の扉がドンドン、ドンドンと乱暴に叩かれた。

「誰だろうねえ」

「知り合いだったら、扉なんざ叩くわけがない。勝手に入ってくるのだが」

　ヨヨがエルに近づき、老夫婦に聞こえないように囁く。あれは、悪意がある者だと。

　老婆が出ようとしたが、止めた。

「私が、おばあさんのふりをして出ます」

「いいのかい？」

　エルはこくりと頷く。老婆の服を借りて、頭に古布を巻く。そうしたら、エルの銀の髪が老人の白髪頭に見えた。一昨晩、ヨヨに指示を出しすぎて声が嗄かれていたのだ。ちょうどいいと思い、エルは老婆に扮ふんする。

「はいはい、今、出ますよ」

　エルの掠れた声は、ゆっくり喋ると老婆のようだった。顔が見えないよう、腰を低くして扉を開く。やってきたのは、鳥仮面だった。「ヒッ！」と悲鳴を上げかけたが、なんとか呑み込んだ。

「おやおや、驚いた。救世主様ではありませんか」

「ここに、黒斑病になった者はいないか？」

「おじいさんもあたしも、元気でねえ」

　鳥仮面は目の前の老婆が健康であることを確認すると、感染しないよう助言を言い渡した。

「なるべく、外の空気は入れるな。黒斑病は、瘴しょう気きを吸って感染する。それから、水も汚染されている可能性もあるから、湯を浴びるな。今言ったことを守れば、黒斑病など恐れることはないだろう。ここ三日ほどで、村人が二十名も死んでいる。気をつけるように」

　全て、間違った情報である。エルは内心呆あきれていた。最後に、鳥仮面は握手のつもりか手を差し出す。手には革袋を嵌はめていたので、上から握ろうとしたら叩かれてしまった。

「さ、触るな！」

「握手ではないのなら、この手はなんだろうか？」

「とぼけるな。貴重な情報を教えてやったのだ。銀貨一枚もらおうか」

「銀貨一枚なんて、とんでもない。銅貨一枚でさえ、あるかどうか」

　貧しい生活をしている。魔石を買う金すらもないと、エル扮する老婆は訴える。

「ああ、そうだ。スープ一杯と交換でどうだろうか？　とっても、おいしくできたんだよ」

「馬鹿を言うんじゃない！」

「だったら、家の中を捜すといい。銀の欠片すら出ないから」

　窓がなく、薄暗い部屋を開いて見せた。扉が、ギギギと不気味な音を立てている。

「さあ、どうぞ」

　部屋の奥で、目がキラリと光る。ヨヨの目だった。

『にぎゃ[image: ～][image: ～]ご』

「ヒッ！」

　不気味な鳴き声を聞いた鳥仮面は、回れ右をして走って逃げた。すぐさま扉を閉め、は[image: ～][image: ～]と息を吐き出す。

「お嬢ちゃん、ありがとう」

「驚いたねえ。おばあさんの演技が上手で」

「絵本で読んだおばあさんを参考にしたの」

「そうだったのかい。おかげで助かったよ」

「本当に」

　鳥仮面は村の家を一軒一軒訪問し、治療と感染しないための情報を振りまいて金稼ぎをしているようだ。治療も対策も、デタラメである。

「救世主様は、救世主様ではなかったんだねえ」

「わしらにとっての救世主は、お嬢ちゃんだ」

　その後、二人から「どうして治療ができたのか？」と聞かれたので、祖父が医者だったことにしておく。

「それにしても、ここ三日で二十人も死んでいるだなんて……」

　鳥仮面の言うことを守っていたら、感染は拡大する一方だろう。とんでもないことをしてくれたものだと、エルは内心憤る。

「お嬢ちゃんや、今度こそ、一刻も早くここの村から出て行ったほうがいい」

「そうだよ。こんなところにいたら、病気になってしまう」

　けれど病人が大勢いるこの地を、見捨てて出て行ってもいいのだろうかと自問する。その昔、黒斑病が流行して村中の人々が感染してしまった時の国の対策が、村ごと焼いて感染拡大を食い止めるというものだった。その時はモーリッツが発見した抗生物質のおかげで、以降村が焼かれることはなくなった。しかし、王都から離れたこの地に、抗生物質は伝わっていないようだった。

「あの、ここに村人は、何人くらいいるの？」

「百人もいないと思うけれど、それがどうしたんだい？」

　百人のうち、黒斑病にかかっているのは半分と想定する。それだけの人数分の抗生物質を作るには、三日ほど必要だ。エルはしゃがみ込んで、そっとヨヨの耳元で問いかける。

「ヨヨ、どうしよう？」

『心はもう決まっているんでしょう？　僕はエルがやると決めたことを手伝うまでさ』

　ここの村人たちは、鳥仮面のせいで酷い目に遭った。このままでは、黒斑病の患者は全員死んでしまうだろう。見捨ててこの地を発つことはできない。エルは立ち上がって、老夫婦に宣言する。

「わたし、この村の黒斑病の患者を診る。決めた。みんな、助ける」

　見ず知らずの人たちまで助ける必要はない。けれど、エルの中に存在する何かの意思が、助けろと訴えているのだ。だから、エルは決めた。この村の黒斑病患者を全て救ってみせると。




　◇◇◇




　黒斑病で死んだ村人は村外れに運ばれ、炎で焼かれる。その中には、鳥仮面の治療を受けた者もいるらしい。大金を支払ったにもかかわらず、完治しなかった。

　村人は鳥仮面の医師に疑念を抱いていたが、それが確固たる思いとなる前に村からいなくなったようだ。炎は燃え上がり、生が尽きた人の形が塵ちりと化す。人は、あっけなく死ぬ。万能と言われている魔法でも、病魔には勝てない。唯一、奇跡の大魔法リザレクションを使えば寿命を永らえさせることも可能だが、病気がなくなるわけではない。生命力の源となる魔力を注ぎ、延命させるだけにすぎない。それに、リザレクションは使用者の魔力を大量消費するため、逆に使用者が命の危機に陥ることがある危険な魔法なのだ。そのため、怪我ならまだしも、病気の治療にリザレクションを使うことは推奨されていなかった。

　エルは回れ右をして、老夫婦の家に戻る。抗生物質の材料を採りに行っていたら、遺体を燃やす炎を発見してしまったのだ。もう、これ以上死なせはしない。きっと、治してみせる。そう、決意していた。エルは以前に助けられなかった村人と、ここの村人たちを重ね合わせてしまっている。見捨てたとしても、誰もエルを責めることはない。けれども、生涯「あの時助けていたら」と心の中に残ってしまうだろう。

　もう二度と後悔したくない。そんな想いで今、エルは動いていた。

「感染拡大を避けるためには、まず家の中をきれいにしてもらって、布物を全て煮沸消毒しないと」

『ねえ、エル。どうやって、村人たちに話を聞いてもらうの？』

「それは──」

　ヨヨの質問に、答えることができなかった。子どもの姿では、信用してもらえないだろう。かといって、鳥仮面を被って出て行ったら、きっと石を投げられてしまう。どうすればいいのか、考え事をしていたら老夫婦が声をかけてきた。

「お嬢ちゃん、何か困っていることがあるのかい？」

「わしらで協力できることがあれば、なんでも言ってくれ」

「まだ、起き上がったらダメなのに」

「おかげさまで、具合はいいんだよ」

「食欲もあるしな」

　正直、エル一人では村人たちに話を聞いてもらうことは難しいだろう。老夫婦の協力のもと、話を聞いてもらうしかない。

「あの、わたしがまた、老婆に変装するから、村人にはわたしは知り合いの魔女だと説明して、話を聞くように言ってほしいの」

「わかった。まずは、村長を通したほうがいい。夜も遅いが、緊急事態だ。今すぐ行ってみよう」

　抗生物質作りはヨヨに任せ、エルは老夫婦と共に村長の家に向かった。暗い中、魔石灯の灯りを頼りに進んでいく。村長の家は、村の中心にあった。家は灯りが点されておらず、真っ暗である。扉を叩いて声をかけるが、反応はない。

「村長、ワシだ！　開けてくれないか！」

「ああ、あんただったか」

　白髪頭の老人が顔を覗かせる。村長のようだ。

「鳥仮面かと思っていた」

「あの者たちは、もう出て行ったらしい」

「そうだったか。それより、どうかしたのか？」

「流行り病のことで話がしたい」

「治療についてなら、諦めてくれ。医者もお手上げで、鳥仮面はやぶ医者だった。うちの家内も感染してしまったんだが、治療後にかえって悪化しちまった」

「そのことについてだが、ワシらも感染したのだが、知り合いの魔女殿が病気を治してくれたんだ」

「な、なんだと!?」

　頭巾を深く被り、腰が曲がった老婆に扮したエルが会釈する。

「鳥仮面みたいに金を取るんじゃねえだろうな？」

「金は取る。診察と治療は命がけだからな」

　診察は銅貨三枚。薬代に銅貨七枚の支払いを要求する。何か仕事をした時には、対価を要求するように。それは、モーリッツの教えである。

「本当に、完治するのか？」

　エルは一歩前に出て、条件を出す。

「村長様の奥方を完治させてみせるから。もしも治ったら、村人たちに説明して、治療と、病気を広げない環境作りをしてもらいたいの」

「病気にならない、環境作りだと？」

　詳しい話を聞きたいので中に、と言われたが、エルは首を横に振る。病気を媒介するノミが家の中にいる可能性が高い。病人を外に連れ出すように指示した。

「こんな寒空の下に、おっかあを出すなんて」

「いいから、早く魔女様の言うことを聞くんだ」

「わ、わかったよ」

　エルは敷物を広げ、四方に火の魔石を置いて寒くないようにした。加えて、周囲が見えるよう、魔石灯の灯りを強くする。そうこうしているうちに、村長が妻を抱えてやってくる。

「うう……」

「おっかあ、魔女様が病気を治してくれる。もう少し頑張るんだ」

「村長さん、奥さんを、ここに」

「あ、ああ」

　村長は妻を優しく、敷物の上に寝かせた。

「これは──」

　村長の妻は重症患者だった。顔には内出血痕が見られ、首は血で真っ赤に染まった包帯が巻かれている。さらに、指先が黒くなっていた。壊え死ししているのだろう。

「鳥仮面が首の腫れを、ナイフで切ったんだ。でも、ぜんぜん良くならなくて」

　エルはまず回復魔法を使い首の出血を止め、傷を塞いだ。壊死している部分も、きれいに治した。

「奇跡だ……！」

　これくらいならば、基礎を学んだ魔法使いならば誰でもできる。ここから先が黒斑病の治療となる。患者の腹部に蜂蜜で魔法陣を描き、その上から抗生物質を垂らす。魔法の杖を振って、呪文を唱えた。

「──祝福よベネデッタ、不調の因果を癒やしませ」

　どうか、間に合ってくれ。そんな想いで抗生物質を体内へと送り込む。荒い息遣いをしていた村長の妻だったが、すぐに顔色が良くなって穏やかな寝息を立てるようになった。エルはホッと安堵する。

「ああ、あなたこそが、救世主様だ!!」

　エルは救世主などではない。抗生物質を作れたのは、モーリッツが研究書を残していたからだ。だが、それを今語るつもりはない。

「他に、家に誰かいるの？」

「息子夫婦も病気になって、孫を三人預かっている」

「病気にはなっていないの？」

「ああ」

「だったらすぐに外に連れてきて。それから、家の中の布物を煮沸消毒して。床は消毒液で磨くの。病気は、ノミを媒介に感染する。だから、感染しないように、急いで！」

「あ、ああ」

　老夫婦の家でしたことと同じように、家の中をきれいにしていく。布物を煮沸消毒し、風の魔石で乾燥させる。作業は夜明けまで続いた。老婆のふりがきつくなったエルは、村長にのみ正体を明かした。村長は驚いていたが、何も聞かずに感謝の言葉を述べるだけだった。




　老夫婦の家に戻り、数時間睡眠を取る。朝食はヨヨが作ってくれていた、ベーコンのスープとビスケットというシンプルな物。エルはビスケットを三枚食べ、スープで流し込む。

　外に出て、まず行ったのは患者を寝かせる簡易テント作り。木と木の間にロープを張り、清潔なシーツを被せる。地面に敷物を敷き、四方に火の魔石を置く。暖房設備付き簡易病室の完成である。

「これを、たくさん作るようにお願いしてください」

　今から村長に村人を集めてもらい、黒斑病の診察及び治療についての説明を行う。まず、手伝える元気な人々の服を煮沸消毒する。続いて患者を集め、病気の進行度によって治療の順番を決める。顔に黒斑点があるか、リンパ節は腫れているか、出血しているか、手足は壊死しているか。同じ症状の場合、子どもと大人、どちらを優先するかの判断は村長に任せる。手が空いている人は、家にある布物全てを煮沸消毒し、床を磨く。やることは山のようにあるので、とにかく人手が必要だ。魔石の使い方も、しっかり教えておく。

「全ては、村長の采さい配はいと頑張りにかかっているから」

「う、うむ。了解した」

　打ち合わせは手短にして、すぐに行動を起こす。ヨヨは人から見えないところでこっそり作業を行っている。鍋の中に火と風の魔石を入れて、煮沸消毒専用のかまどを用意していた。エルは抗生物質作りを行う。作成は二回目なのでだいぶ短縮できているが、それでも時間がかかる。そうこうしているうちに、二十名ほどの患者が簡易病室に運ばれたと報告を受けた。そのうちの十名が、重症患者らしい。一回目に作った抗生物質は、五人分しかない。エルは焦る。

『──手ヲ、貸ソウカ？』

「え？」

　突然の声と共に、鞄から光の粒が飛び出てきた。声をかけてきたのは、二十はいるであろう光の妖精だ。モーリッツが研究のために、魔法書に長い間封印していた気の毒な妖精を、エルが解放したのだ。一部は隠れて付いて来たらしい。

「手を貸すって？」

『薬、作ルカラ、契約ヲ』

　契約を交わしたら、エルの中にある抗生物質作りの技術を読み取って作れるようになるらしい。

「あなたたち、すごい妖精だったのね」

　エルが褒ほめると、妖精はチカチカ点滅する。どうやら、喜んでいるようだ。

「でも、いいの？　契約をしたら、あなたたちは自由じゃなくなるけれど？」

『自由スギテモ、暇ダカラ』

「そう。だったら──」

　エルはナイフを取り出し、指先を少しだけ切り付ける。血がにじみ出た瞬間、光が集った。魔法陣が浮かんでパチンと弾ける。契約は完了だ。

『ジャア、アトハ、任セテ』

「ええ、お願い」

　抗生物質作りは妖精に任せ、エルは患者の元へ走った。




　鳥仮面に騙だまされたあとだったので心配していたが、村人たちは皆素直だった。村長の言うことを信じ、行動に移してくれた。思いのほか、動ける若者が多い。黒斑病を発症させている者のほとんどは年配者だった。年配者は風呂に入ると病気になるという噂話を信じたままでいたので、あまり清潔な状態ではなかったのだろう。エルは老婆のふりをしながら、村人たちを治療して回った。

　ただ、目が回るほど忙しいというわけではない。村の若者たちが無理をするなと言ってくれたので、十分な休憩を取りながら治療に当たれた。妖精が抗生物質作りを手伝ってくれるおかげで、次々と患者が回復していく。そんな動きが二日、三日、四日と続いた。心身共にくたくただったが、村人から感謝され、村長や老夫婦から労われたことで、今まで誰からも必要とされることなく生きてきたエルの心の中は、熱く優しい気持ちで満たされていた。

　五日目ともなれば、黒斑病患者はいなくなる。村の中も清潔な状態になった。

「終わった……」

　全ての黒斑病患者を治したのだ。魔力はほとんど尽きていて、目眩めまいがする。杖を握りすぎて、手は豆だらけだ。自分に回復魔法をかける余裕すら、なかったのだ。ボロボロだったけれど、不思議な達成感がある。生まれて初めて、エルは自分のことを誇らしく思った。

　仕事を終えたエルは、泥のように眠る。そんな彼女を見守るのは、ヨヨだった。

『お疲れ様、エル』

「うん、ありがとう」

　翌日、六日目の朝、エルは村を出ることにした。老夫婦と村長は、深々と頭を下げてエルを見送る。

「なんとお礼を言っていいものか」

「お礼はいいから、わたしと魔法のことは村の外の人には内緒で」

　エルが黒斑病を一人で治療したことは、強く口止めしておく。もしもバレてしまったら、エルを利用しようと目論もくろむ者が現れるだろう。

「その件については、口外しないと約束しよう」

　老夫婦も、強く頷いていた。

「じゃあ、また。元気で」

　港町まで商品を運ぶという村人が、馬車で連れていってくれると言った。歩いたら三日以上かかる道のりが、一日で済む。ありがたく乗せてもらうことにした。村人が運ぶのは麦だ。今年は不作で、いつもの三分の一以下の収穫量だったらしい。満足に食事を摂れていないことも、黒斑病が広がった原因の一つと言えよう。

「狩猟や釣りは禁じられているからねえ、生活は本当に厳しいよ。って、お嬢ちゃんに言ってもわからないか。ささ、荷台に乗ってくれ」

　エルが荷台に乗り込むと、馬車は動き出す。村長と老夫婦が村の出入り口から手を振っていた。エルは控えめに振り返す。

『エル、乗り出したら危ないよ』

　見えなくなるまで手を振りたかったが、注意されたのでエルは引っ込んだ。

『ねえ、エル。なんで、狩猟と釣りが禁止されているの？』

「この辺りは貴族の領地だからだと思う」

　生き物は基本として、自生している植物まで、採ることは禁じられている。領地内にある物は全て、所有する貴族の財産なのだ。作物を収穫しても、得た収入は全て入っては来ず、大部分を貴族に税として納めなければならない。

『世知辛い世の中だねえ』

「本当に」




　ガタゴトと音を鳴らしながら、馬車は進んでいく。

　港町までの馬車移動中、エルはヨヨを枕にして眠っていた。疲れが取れていないのだろう。

『エル、死んだように眠ってる』

　痩せた麦と共に運ばれる、痩せた少女エル。父フーゴを捜して、王都を目指す。

　本当に、フーゴは生きているのか。生きていたとしても、何故、家に戻ってこなかったのか。もう、死んでいるのではないのか。ヨヨの中にはたくさんの不安要素がある。しかし、エルを前向きに突き動かしているのは、『王都に行って父を捜す』という目的だった。今回の旅で、新しい希望や目標ができたらこれ以上嬉しいことはない。だから、ヨヨは何も言わずにエルの冒険に付き合うことにした。




　王都へ繋がる港町は、大きな町だった。それよりも、海は大きい。初めて見る海の壮大さにエルはしばし、目を奪われる。

「海……これが、海！」

　太陽の光を浴びてキラキラ輝く海の水みな面もは、美しかった。フーゴから海の話は聞いていた。どこまでも広く、深い水の集まりだと。言葉から想像していたものよりも壮大で、ただただ圧倒される。

　港に泊まっていた船も、驚くほど大きかった。

「あれで、王都に行くんだ！」

　ただ、港町は活気に溢れているとは言えなかった。商人がひっきりなしに行き交い、船乗りの怒号が響き渡る町を想像していたが、市場は閉鎖され、商店には申し訳程度の野菜が並ぶだけの人通りもほとんどない寂れた町だった。この辺りは田舎だから、とエルを港町まで連れてきてくれた村人は言っていた。今年は雨が少なく、農作物が不作なのも活気がない一因と言えるだろう。

「よし、お嬢ちゃん。乗船木札を一緒に買ってあげよう」

「大丈夫。一人でも買えるから」

「お嬢ちゃん、残念なことに、女性や子どもの一人旅はぼったくられるんだよ。今年は農作物が不作だから、船乗りも儲もうかっていないからねえ」

　村人は信じ難い話をしてくれた。子ども一人だと、運賃に上乗せした金額を請求されるらしい。

「船の行き来が少なくなったから、多く金額を請求されるんじゃなくて？」

「乗船代は、国で制定された金額だけを請求するようになっているんだよ。大人は銅貨二十枚、子どもは銅貨十枚ってね。それをこっそり破る人がいるんだ」

「本当に？　そんなことをするの？」

「ああ、残念なことにね。女性や子どもが何も知らない、知っていても、言えないとわかっていて、ずるいことをするんだよ」

　人が人を見た目で判断し、騙す。そんなことがありえるのだろうか。

「もしもこの先、一人旅を続ける気ならば、大人がいかにずるいか知っておいたほうがいい。まず、一人で買いに行ってみたらどうだい？」

「うん、行ってみる」

　エルは財布を握りしめ、乗船木札売り場に行った。船着き場に、椅子と日除け、『乗船木札売り場』と書かれた看板を置いただけの場所に、四十代くらいの男性が気だるげに座っていた。

「あ、あの、王都行きの船に、乗りたいのだけれど」

「父ちゃんの分と、二枚か？」

「違う。わたしの分だけ」

「だったら、銅貨二十五枚だ」

　衝撃を受ける。大人一人分以上の値段を要求されてしまった。エルが子どもで何も知らないと思って、船代との差額をピンはねしているのだ。人に騙されるなど経験がないエルにとって、最低最悪の裏切りだと思えた。ただこれも、村人が教えてくれなかったら、あっさり騙されていたことだろう。

「銅貨二十五枚、持っていないなら、船には乗せねえぞ」

「お嬢ちゃん、子どもは銅貨十枚だよ」

　通りすがりを装った村人が背後から声をかけてくる。

「国の決まりで船賃は大人が銅貨二十枚、子どもは銅貨十枚って決まっているのさ。破ったら、騎士たちが黙っていないだろうねえ」

　財布から銅貨を十枚取り出し、乗船木札を売る男に差し出した。すると、舌打ちをして乗船木札を差し出してきた。エルは乗船木札を受け取り、胸に抱きしめた。

　ボーボーボーと汽き笛てきが鳴る。そろそろ出港のようだ。

「お嬢ちゃん、急がないと、船が出てしまうよ」

「ありがとう」

「いいってことよ。礼はいいから、急ぐんだ」

　手を振る村人に、エルは深々と頭を下げる。

「あの、本当に、ありがとうございました！」

「子どもが困っていれば、大人が助けるのは当然だよ。じゃあ、達者で！」

　人を騙す悪い大人がいる一方で、見返りを求めずに親切にしてくれる心優しい大人もいる。

　世界は、欺ぎ瞞まんと慈じ愛あいでできているのだ。モーリッツとフーゴから優しさだけを与えられて生きてきたエルの、知らなかった世界である。

　船は港を発つ。手を振る村人に、エルは大きく手を振り返した。

「ヨヨ。私はずっと、父さんと先生に守られていたんだね」

『まあ、エルは子どもだからね』

　モーリッツとフーゴがいたから、エルは大人の悪意に曝されることなく暮らしていけたのだ。

　彼らがいなくなって、初めて気づいた。

「わたしには、保護者が必要なのかも。どうしたら、保護してもらえるのかな？」

『うーん、それは難しいことだ』

　フーゴは父親だから、モーリッツは弟子だから、エルを守ってくれた。見返りもなく守ってくれたのは、エルに対する深い愛情からなのだろう。

「ねえ、ヨヨ。家族って、すごい存在だったんだ」

『そうだよ。人間の家族って、本当にすごい。野生動物だったら、生まれたあと一年も満たないうちに独り立ちしろ～って、追い出されるからね。妖精にはそもそも家族という概念はないし。でも、人間は、子どもが大人になるまで、十八年から二十年間くらい守ってくれる。そこから先も、家族という縁はなくならずに、見守ってくれるんだ』

　モーリッツが生きていたら、エルが大人になるまで成長を見守ってくれただろう。血縁関係はないのに、モーリッツはエルを家族という輪で繋げてくれていたのだと、エルは気づいた。

「ヨヨも、家族なんだね」

『僕が、エルの家族？』

「そう。契約で結ばれた関係だけれど、ヨヨはわたしを守ってくれた。契約を結んでからは、わたしもヨヨを守りたいって思っているから」

『エル……ありがとう。なんか、くすぐったいけれど嬉しいや』

「ヨヨは大事な弟だから」

『ちょっと待って。僕のほうが先に生まれているから、弟なのはおかしいんだけれど』

「でも、ヨヨは兄さんって感じじゃないし」

『ええ[image: ～][image: ～]！　エルの良きお兄さんだったでしょうが！』

「心配症な弟みたいだったよ」

『納得いかな～い！』

　世界は優しくない。そう思った時は自分に余裕がないことが多い。よくよく目を凝らし、周囲を見たら優しさで溢れている。エルは今、近くにある優しさに、常に気づくようにしたい。そう思いながら、広い海を眺めていた。




　潮風が頰を撫でる。ここから三日間の航海が始まるのだ。船員が客に声をかける。客室の販売が始まるらしい。個室である第一級客室は一泊金貨一枚、第二級客室は一泊銀貨一枚、第三級客室は一泊銅貨五枚。四名ずつの相部屋である第四級客室は一泊銅貨三枚、大部屋の第五級客室は一泊銅貨一枚となっている。

『大部屋は避けたいねえ』

「わたしもそう思う」

　個室の第三級客室がいい。そう思って、受付に向かった。だが、大人たちが殺到しているのでなかなか受付まで近寄れない。やっとのことで受付まで来たが、目当ての客室は売り切れていた。

「個室で残っているのは、第二級だけだよ」

　第一級は領主一家が乗ったため、売り切れてしまったようだ。現在、社交期で王都に貴族が集まっているのだとか。

「第二級客室……一泊銀貨一枚……」

　とんでもない贅ぜい沢たくである。しかし、一人旅であるがゆえに、相部屋や大部屋は避けたい。

「お嬢ちゃん、貨物室だったら、無料で開放しているよ。とは言っても、金がない客やどぶネズミと一緒だけれど」

　ネズミと一緒だと聞いてゾッとする。黒斑病になるのはまっぴらだ。エルは決意を固める。

「第二級客室に三泊でお願い」

「え、お嬢ちゃんが一人で？」

「猫もいるけれど」

　ヨヨは猫の振りをして、『みゃ～ご』と鳴いていた。ネズミを捕ってくれる猫は船で大歓迎される。船賃も無料なのだ。

「先払いだけれど、大丈夫か？」

「うん」

　黒斑病の診察料及び薬代として、大金を受け取っていたのだ。エルは財布の中から銀貨を三枚取り出し、船員へと手渡した。

「た、確かに」

「わたしが一人で第二級客室に泊まっていること、誰かに喋らないでね」

　そう言って、エルは船員にチップを握らせる。以前読んだ本に、お喋りな店員を黙らせるには金を渡すのが一番だと書いてあったのだ。

「あ、ああ。わかったよ」

　きちんと船員に口止めして、鍵を受け取ったエルは部屋に向かう。金を持っている子どもは、狙われやすい。身の安全を考えたら、口止め料くらい安いものなのだ。この客船は定員五百名に大きな貨物室があるのが特徴だ。世界最大の客船の定員が二千名であるので、そこまで大きな船ではない。四階建てとなっていて、四階に船室と第一級客室があり、三階に第二級、第三級客室がある。二階には第四、第五級客室と食堂があり、一階は全て貨物室となっている。貨物室は広くスペースが取られていて、貨物でいっぱいになることはほぼない。そのため、無料開放されているが、環境は極めて劣悪だ。

　エルは一泊銀貨一枚もする客室に辿り着く。中には大きな窓があって、広大な海を見渡せるようになっている。それから、ふかふかの布団が敷かれた寝台に、毛足の長い絨毯じゅうたん、こじゃれた円卓には、赤ワインと三段に重なった皿に盛り付けられた菓子が用意してある。一人掛けの椅子は、スプリングが利いていて体が驚くほど沈んだ。白磁の茶器が置かれていて、客室乗務員を呼んだら茶を淹れてくれるらしい。茶葉の缶も、十個以上用意されていた。食事の品目表もあり、別料金を支払ったら部屋に運んでくれるようだ。エルが初めて知る、至れり尽くせりの世界である。中でもエルが食いついたのは、三段のスイーツスタンドだ。

「わあ、すごい。お菓子が、こんなにたくさん」

『高い部屋なだけあるねえ』

　一段目にはスコーンとサンドイッチ。二段目はクリームがたっぷり塗られた焼き菓子。三段目には果物が盛り付けてあった。ワインはまだ早いので薬草茶を淹れ、焼き菓子を摘まむことにした。

　体が沈む椅子は落ち着かないので、絨毯の上に敷物を引いて茶会を開く。

　白磁の皿に、スコーンを一つ取った。小皿に盛り付けてあったクリームとジャムも一緒に載せる。

「スコーンだ。本で見たことがある」

『ふ～ん。これがスコーンか』

　スコーンにはクロテッドクリームと、リンゴンベリーのジャムをたっぷり載せる。バターの濃い味わいが口の中で広がった。とても贅沢で、幸せな味がした。

「貴族のお嬢様は、毎日こんな物を食べているのかな？」

『たぶんね。エルは、生まれ変われるなら、貴族のお嬢様になりたい？』

「ううん。また、お父さんの娘に生まれて、森の中でヨヨと先生と一緒に暮らしたい。ヨヨは、お嬢様にお仕えする猫妖精になりたいの？」

『ううん。僕も、生まれ変わってもエルと一緒にいたい』

　エルはヨヨと身を寄せ合い、上流階級に愛されているという菓子を堪能した。

　それから、エルは湯を浴びて、ふかふかの寝台に入る。そこからぐっすりと、朝まで眠ってしまった。窓から差し込む太陽の光を受けて、エルは目を覚ました。

『エル、おはよう』

「おはよう。もう、朝なんだ」

　ふわ[image: ～][image: ～]っと、大きな欠伸あくびをしてしまう。まだまだ眠れそうだった。

「なんか、ずっと眠ってばかり」

『魔力が回復していないからだよ。鳥仮面が村人に付けた傷を、魔法で回復したでしょう？　何人くらい魔法をかけたの？』

「あんまり、覚えていない」

　回復魔法は体の負担が大きい。ヨヨからあまり使わないように言われる。

「わかっている。先生にも、口を酸っぱくして言われていたし」

『そうだよ。人助けも大事だけれど、自分自身も大事にしてね』

「わかった」

　ぐっと背伸びをして、起き上がる。窓の外を覗くと、海に大きな氷が浮かんでいた。

「わ、すごい。ヨヨ、見て。海氷があるよ」

『あ、本当だ』

　フーゴが話していたのだ。海は冬季になると、海水が氷結した物が漂っていると。

「こんなにたくさんある海水が凍るなんて、不思議」

『本当に』

　この氷が原因でとんでもない事件になることなど、この時のエルとヨヨは想像もしていなかった。

　初めての船旅であったが、浮かれている場合ではない。いつ、エルに悪意を持った大人が近寄るかわからないからだ。なるべく、部屋から出ないようにしておく。

「二階には九十種類もの料理が食べられる大食堂に、焼きたてパンを販売する売店、休憩所では楽団の生演奏が夜の二時間だけあり──」

『エル、ダメだからね』

　世界各国の料理に強く心惹かれ、焼きたてパンにも魅力を感じる。今まで音楽に触れたことがないエルは、音楽とはどんなものなのか気になった。けれど、保護者のいないエルが一人で歩いていれば、周囲が不審に思うだろう。十二歳の少女の一人旅はありえないのだ。

『まあ、パンを買いに行くくらいなら、いいかもしれないけれど』

「ヨヨ、いいの？」

『パンを買うだけだからね。船の中を大冒険とか、禁止だから』

　エルは頷き、すぐさま身支度を調えた。髪は三つ編みにして、フーゴが買ってきてくれた胸に白いリボンが結ばれた生き成なり色のワンピースに着替える。

　ヨヨと共に、二階にある焼きたてパンを売る売店へ出かけた。朝食の時間帯なので、船の中はそこそこ人が歩き回っていた。社交期だからか、身なりのいい家族連れが多い。祖父らしき老齢の男性と手を繋ぐ少女を見ていると、胸がツキンと痛む。モーリッツは精霊化し、魔力の結晶体である月へ昇っていった。しばらくしたら、精霊となって地上に降り立つという。永遠の別れというわけではない。いつか、逢あえるのだ。

　ぐう～っと腹が鳴る。昨日は食事も摂らないで眠ってしまったので、空腹状態なのだ。二階に下りて、まっすぐ売店を目指した。

「あ、パンが焼けるいい匂い」

　二階に下りた途端、小麦とバターの焼ける匂いがした。売店は食堂の横にあり、パン以外に焼き菓子や酒、つまみに雑貨なども売っていた。食堂の厨房と繋がっているらしい扉から、焼きたてパンが運ばれている。三段の棚に、パンが種類ごとに置かれていた。細長く、ハードな食感のパンに、十字の切れ目が入ったパン、黒麦パンに白い丸パンなど、種類は豊富だ。他の客の動きを見て、買い方を調べる。どうやら、自分で好きなパンを取って、精算台へ持っていくようだ。エルは焼きたてだという丸パンを四つ買った。おまけにホットミルクが付くと言うので、魔法鞄からカップを取り出して、注いでもらった。ホットミルクはそのまま鞄の中に入れた。モーリッツ特製の魔法鞄は、液体を入れても零れることがないのだ。

　帰ろうと振り返った瞬間、エルと同じ年頃の少女と目が合った。

　エルが夜の月を思わせる美少女ならば、その少女は真昼の太陽を思わせる美少女だった。金髪碧へき眼がんで、レースとフリルがたっぷりあしらわれた絹のドレスを纏っている。こんなに美しい娘を見たのは初めてだったエルは、じっと見つめてしまった。ヨヨの『エル、そんなに見つめたら、失礼だよ』という忠告も耳に入っていない。金髪碧眼の美少女は、鈴を転がすような美しい声でエルに話しかけてきた。

「ねえ、あなた、使用人？　主人の朝食を買いに来たの？」

「違う。これはわたしの」

「そうなのね」

「あなたも、買いに来たの？」

「ええ、まあ」

　自分の分なのか、自分以外の分なのか、わからない。しかし、彼女がパンの買い方を知らずに、戸惑っていることは見て取れた。

「何か、わからないことがある？」

「ええ。このパンの買い方が、わからなくて」

「あっちにトングとトレーがあるから、それで欲しいパンを選んで、精算台に持っていって支払うの」

「へえ、そうなの。面白いわね」

　面白いかどうかエルの感覚ではわからないが、普段買い物をしないであろう貴族令嬢には面白く見えたようだ。

「教えてくださって、ありがとう」

　深々と頭を下げたので、エルも同じように返す。なんとなく心配に思ったので、購入できるまで見守ることにした。金髪碧眼の美少女はトングとトレーを手に取り、おぼつかない動作で十字が入ったパンを取る。精算台へ持っていったが、売店の精算係相手に首を横に振っている。気になったので、近寄ってみた。

「はあ、お金を持っていないだと？」

「あと払いはできないの？　四階に泊まっている者なのだけれど」

「できないねえ」

　エルは魔法鞄の中から銅貨を取り出し、精算係へ差し出した。

「お、まいど。お嬢ちゃん、お買い物をする時は、侍女を連れていないとダメだよ」

「え？」

　呆然とする少女の手を引き、エルは三階に上っていった。

「大丈夫？　……ねえ？」
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「あ！　ご、ごめんなさい。まさか、お金がいるなんて思ってもいなかったから、驚いてしまって」

　話を聞いているうちに、エルは貴族令嬢が主人公の物語を思い出した。買い物は基本侍女を連れ、支払いは直接家に請求される。普段彼女は金を持ち歩く必要がないのだろう。

「なんで、一人でパンを買いに行ったの？」

「お兄様が、わたくしは一人で何もできないと、馬鹿にしたから」

「そっか。だったら、早くパンを持って帰って見せないと」

「ええ。でも、あなたにお金を借りてしまったわ」

「いいよ。別に、銅貨一枚だし」

「良くないわ。あとで、部屋に行ってもいい？」

「いいけれど」

　部屋の番号を教えたら、金髪碧眼の美少女は笑顔で頷いた。

「では、またあとで――あ、名前！　わたくし、シャーロットよ」

「わたしはエル」

「それでは、エル、ごきげんよう」

　嵐のような勢いの少女だった。世界にはいろいろな人がいるのだなと、エルは改めて思う。

　部屋に戻って買ってきたパンを食べようかと魔法鞄から取り出したが、すっかり冷えていた。

「あーあ」

『世話を焼いているから、そうなるんだよ』

「うん。でも、また温めたらいいし」

　鉄の皿と底が浅い鍋を取り出す。皿に魔石を置き、その上に鍋を置いた。鍋にパンを並べ、しばらく温める。

「──と、こんなものかな」

　温まったパンを手に取り、木苺のジャムを塗って食べた。皮はパリパリで、中の生地はもっちり。おいしいパンだった。冷えてしまったミルクも、鍋に入れて温め直す。沸騰する前に、蜂蜜を追加で垂らした。ミルクから漂う湯気を目一杯吸い込み、幸せな気分に浸っていた。森の奥地で暮らしていると、乳製品は貴重品扱いだった。ミルクなんて飲めるのは、年に二回あるかわからない。ホットミルクが飲めるのは、フーゴが王都から戻ってくる時だけだったのだ。

「おいしい……」

　エルは久しぶりのホットミルクを、まったりしつつ味わった。




　夕方、シャーロットがエルの部屋に侍女を連れてやってきた。礼として、チョコレートを贈ってくれた。

「これが、チョコレート！」

　本で読み、一度でいいから食べてみたいとエルは思っていたのだ。王都へ出稼ぎに行くフーゴに、何度頼んだことか。必ず忘れて帰ってくるので、今まで一度も食べたことがなかったのだ。

「シャーロット、ありがとう」

「チョコレートくらいで喜ぶなんて」

「本の中では、チョコレートはお姫様の食べ物だと書かれていたから」

「そうなの？」

　シャーロットは侍女を振り返り、話を聞く。

「お嬢様、チョコレートは高価な菓子です。庶民には、なかなか手に入らないかと」

「知らなかったわ」

　さっそく、チョコレートを囲んで茶会を開くことにした。エルは魔石ポットで湯を沸かし、茶を淹れる。

「あら、あなた、便利な物を持っているのね」

「魔石ポットのこと？」

「ええ」

　シャーロットだけでなく、彼女の侍女も初めて見たようだ。

「どこに行ったら買えるの？」

「これは、わたしの先生が作った物だから、どこにも売っていないのかも」

「そうなのね。製品化したら、売れそうね」

　シャーロットの父親は地方に工場をいくつも持っているらしい。今回の旅も、新しい工場を建設するために地方の領地を視察に来ていたようだ。

「お兄様も行くからわたくしも付いてきたけれど、つまらない旅だったわ。近くの村は廃すたれていて流行り病が蔓まん延えんしているから、早く帰ろうってお父様が」

　どうやら出港時に聞いた領主一家とは、シャーロットの家族のことだったらしい。

「お兄様ったら、おかしいの。パンを買って戻ったら、自分もパンくらい買えるって部屋を飛び出していって──」

　シャーロットは思い出し笑いを堪えつつ、兄の失敗を語る。

「お金も持たずにパンを買いに行って大撃沈。手ぶらで帰ってきたの。しょんぼりした様子で、お前ってすごいんだなって、初めてわたくしを認めたのよ」

「良かったね」

「あなたのおかげよ。ありがとう」

　シャーロットはエルの手を握り、にっこりと微笑みかける。同世代の少女と、このように触れ合ったことがないので、どういう反応をしていいのかわからなかった。

　ただ、イヤではない。握られた手は温かった。

「エル、チョコレート、食べてみて。おいしいから」

　四角く型抜きされた一口大のチョコレートを手に取る。初めてのチョコレートは、艶があって、甘い匂いが漂っていた。いったい、どんな味なのか。ドキドキしながら口の中に含む。チョコレートは舌の上でトロリととろけ、驚くほどなめらか。ハッとするような甘さがあるのに、クドくない。

「すごい。本当に、すごいお菓子！」

　それ以上、言葉にできない。選ばれた姫君のみが食べることができるチョコレートは、神がかり的なおいしさだった。シャーロットは自らが摘まんでいたチョコレートを、エルの口元へと持っていく。唇に押し付けられたチョコレートを、エルはそのまま食べた。

「エル、おいしい？」

「おいしい」

　初めて食べたチョコレートは、想像のはるか上を行くすばらしい物だった。

「ねえ、エル。甲板に出て、夕ゆう陽ひを見ましょうよ。とってもきれいなのよ」

「わかった。行こう」

　分厚い外套を纏い、外に出る。侍女とヨヨはシャーロットとエルのあとに続いていた。

　風が冷たく、強いせいで、甲板は誰もいなかった。見回りの船員しかいない。船は太陽が沈む方向を目指して進んでいる。先端となる船せん首しゅ楼ろうに移動して、夕陽を眺めることにした。

「さ、寒い！」

「これくらいなら、平気だけれど」

　追い風を受け、船はどんどん進んでいっている。

「風のおかげで、予定よりも早く到着すると、船長が言っていたわ」

　シャーロット一家は、船長と昼食を共にしたらしい。その際に、話を聞いたのだとか。

「きれい……」

「きれいだけれど、寒いわ」

　夕陽は地平線に沈みつつある。もう少ししたら、海面と重なるだろう。

「エル、もう帰りましょうよ」

「あと少しだけ」

「もー！」

　海に沈みゆく夕陽は、今まで見たどの夕陽よりも美しかった。

　しかし、エルはある物に気づく。

「あれ、なんだろう？」

「何かあったの？」

「夕陽に、黒い点が重なって見えるんだけれど」

「黒い点？」

　水平線上に、黒い物が浮いて見える。シャーロットも目を凝らしたが、何も見えないようだった。

「ねえ、シャーロットには見える？」

「いいえ、わたくしには何も見えないけれど」

　侍女も見えないという。

「ごめん。わたし、もうちょっと夕陽を見ているから、シャーロットは先に帰って」

「ええ、わかったわ」

　手を振って、この場で別れる。

「エル、明日、一緒にパンを買いに行きましょう」

「うん、いいよ」

「約束ね！」

「うん、約束」

　エルは初めて、同じ年頃の少女と約束を交わした。じんわりと心が温かくなったが、それに浸っている場合ではなかった。シャーロットがいなくなったあと、エルはヨヨを抱き上げて夕陽に重なった黒い点を見てもらう。

「ヨヨ、なんか黒い点が見えるでしょう？」

『あー……うん、あるね』

「あれ、何？」

　船の進行方向にある、黒い点。ヨヨは目を凝らして見つめる。

「魔物、じゃないよね？」

『生き物じゃないよ。動かないし』

「じゃあ、何？」

　エルがヨヨに問いかけた瞬間、ヒュウと音を立てて強い風が吹いた。寒さに強いエルですら、ぶるりと震えてしまった。

『エル、あれは──』

　珍しく、ヨヨの声が震えていた。

「何？」

『あれは、氷山だ』

　船の進行方向に、氷山がある。地平線へと沈みゆく太陽は、暗闇の中に氷山を隠してしまった。

　このまま進んだら、氷山にぶつかってしまう。船が沈没し、冬の流氷が漂う海に身を投げ出されたら、乗客は生存することは難しいだろう。

『エル、船員がこっちに来るよ。氷山について、何か知っているかもしれない』

　エルたちが立つ船首楼に、望遠鏡を持つ航海士オフィサーがやってきた。三角形の襟にスカーフを着けた船員と違い、上等なジャケットに白いシャツを合わせ、ノリの効いたズボンを穿はいていた。袖口には、金色のラインが一本入っている。きっと、船員の中でも高い地位にいる者だろう。そう確信し、エルは勇気を出して声をかける。

「あ、あの」

　眼鏡をかけた若く神経質そうな青年は、不機嫌そうに「なんだ？」と返事をする。

「忙しいんだ。声をかけないでくれ」

　航海士の青年は望遠鏡を覗き込み、周囲の状況を見ていた。エルはその様子を、高鳴る胸を押さえつつ見守る。もう一人、船員がやってくる。先ほどまで見回りをしていた者だった。

「ハンス三等航海士サードオフィサー、進路はいかがですか？」

「問題なし。そのまま仕事を続けろ」

　問題なし、という言葉を聞いて、エルは愕がく然ぜんとする。航海士は、氷山に気づいていない。

「あの、もっと、見て！」

「は？」

「進行方向に、何か見えるでしょう？」

「何を言っているのだ？」

　はっきり言わないと、わからないのだろう。エルは叫んだ。

「太陽が沈んだ方向に、氷山があるの！」

「バカな!!」

　そう言いながらも、航海士は望遠鏡を覗く。

「何も見えないではないか！」

「もっと、ちゃんと見て！」

　航海士は眼鏡をかけている。視力はそこまで良くないのかもしれない。エルの中で不安が膨らんでいく。

「氷山など、ないではないか！」

「ある！」

「ない！」

「だったら、そっちの人が望遠鏡で見て！」

　見回りの船員を指さし、エルは懇願する。指さされた若い船員は、困った表情を浮かべていた。

「この望遠鏡は、航海士のみ使うことが許されている。そんじょそこらの船員に、使わせるわけにはいかない！」

「でも、あなた、目が悪いんでしょう？　だから、氷山が見えないんだ」

「わ、私の視力は、眼鏡で矯正きょうせいされている！　見えないはずなどない！」

「だったら、他の航海士に見てもらって」

「今は、私の勤務時間だ。責任を持って、航海に問題がないか、こうして確認している。船が進む先に、障害物などない！　航海士である私が言うのだから、絶対だ！」

「──ッ！」

　わからず屋と、叫びそうになった。しかし、こういうタイプは言い出したら聞かないのだろう。そういえば、シャーロットが船長と昼食を食べたと話していた。シャーロットに事情を話して、船長と直接話をしたほうがいい。踵きびすを返そうとしたエルの腕を航海士が掴む。

「い、痛いっ！　な、何をするの？」

「他の者に氷山のことを吹ふい聴ちょうするつもりだろう？　そんなことをしたら、乗客が不安がる。おい、この娘を、貨物室にでも閉じ込めておけ」

「し、しかし──」

「命令だ」

　そんなことをされたら困る。エルは航海士の腕に噛みついた。

「ぐうっ、クソ!!」

　航海士はエルの後頭部を叩く。

「うっ!!」

　視界がぐらりと歪ゆがみ、意識が遠のいていく。

『エル!!　エル!!』

　ヨヨが耳元で叫んでいたが、反応することはできなかった。




　◇◇◇




「うう……！」

『エル!!』

　エルが目を覚ましたのは、真っ暗な場所であった。起き上がろうとすると、後頭部がズキンと鈍く痛んだ。

『エル、大丈夫？　航海士がエルを殴って失神させたんだ』

「そうなんだ」

　そういえば、航海士が船員に貨物室に閉じ込めておくように言っていたことを思い出す。

「こ、ここは──？」

　そう呟くと光の妖精たちが発光し出し、辺りを明るく照らした。どうやら、鞄に隠れていたようだ。エルが寝かされていたのは清潔なシーツが敷かれた寝台で、寝台が二つ重なった物が二台ある船室だった。

『良かったね。貨物室じゃなくて、空いている船室に連れてこられたようだ』

「そう、だったんだ」

　エルの体には、きちんと毛布が被せられていた。航海士はともかくとして、船員は丁重に扱ってくれたようだ。

「そ、そうだ！　船は？」

『ここは窓がないから、わからない。あったとしても、真っ暗だろうね』

「どのくらい意識を失っていた？」

『たぶん、二時間くらいかも』

　二時間も経っていたら、氷山とはだいぶ距離が近くなっているだろう。急いで、船長に知らせなければならない。出入り口は外側から鍵がかかっていた。体当たりしても、開かない。

「誰か！　誰か！」

　叫ぶ声も、船員や乗客に届かなかった。

「どうしよう……。このままだったら、氷山にぶつかってしまう」

　扉の前で、力なく座り込んでしまう。だが、エルは諦めていなかった。

「炎の魔石で扉を爆発させたら、脱出できる？」

『エル、それは危ないからダメだよ。船が火事になったら元も子もない』

「だったら、嵐の魔石で扉を吹き飛ばすのは？」

『廊下に人がいたら、吹き飛んだ扉が衝突して怪我をしてしまうよ』

　魔石は威力が大きすぎて、使えない。ならば、どうすればいいのか。扉の下には僅かな隙間があることに気づいた。

「ヨヨ、ここ、どうにかして通れない？」

『無理だよ！』

　打つ手はないのか。頭を抱えたエルの傍そばにやってきたのは、光の妖精だ。体をチカチカ点滅させながら、エルに話しかけてきた。

『鍵、持ッテクル。船員、覚エテイル。甲板ニ、行ッテクル』

　どうやら、光の妖精は扉の下を潜くぐり抜けて、外に出ることが可能らしい。甲板に出て、船員から鍵を借りてくるという。

「お願いできる？」

『任セテ』

　光の妖精は扉の下をするりと潜り、廊下に出て行った。あとは、一人と一匹で祈りながら帰りを待つばかりである。

　十五分後──光の妖精が戻ってきた。

「痛た、痛たたた、わかった、わかったから」

　船員の声が聞こえる。どうやら、光の妖精は船員を直接部屋まで連れてきたようだ。カチャカチャと、鍵が開く音がした。扉は開かれ、先ほど甲板で会った船員と目が合う。

「あなたは……」

「閉じ込めてしまって、すまなかったね」

「いいえ。それよりも！」

「氷山だろう？」

　エルは頷いた。

「俺も、気になっていたんだ。なんだか、いつもより流氷が多いって」

「誰かに言った？」

「いいや、まだだ──」

　船員が言いかけた瞬間、船が大きく揺れた。ヨヨは船室をコロコロ転がり、エルは転倒しそうになったが、船員が体を支えてくれた。

『ひ、氷山に、ぶつかっちゃった!?』

　ヨヨの言葉に、船員が震えた声で返す。

「いいや、氷山にぶつかっていたら、衝撃はこんなもんじゃない」

　甲板に出て、確認しなければ。エルと船員は、部屋を飛び出し甲板へ上がっていった。

　乗客は大きな揺れに驚き、動揺していた。前を走っていた船員はすぐに乗客に捕まってしまう。

「さっきの揺れはなんなんだ？」

「船は大丈夫なのよね？」

「え、ええ。今、調査中でして」

「沈んだりしないだろうな？」

「避難用の船は用意されているの？」

「ご、ご安心ください。まずは、待機を──」

　同じような内容を問い詰める乗客に囲まれ、船員は動けなくなった。これだけ大勢の人に囲まれたら、エルの力では助け出せないので、申し訳ないが、彼はここに置き去りにする。エルとヨヨは人と人の隙間を縫うように、先へと進む。階段を上がり、甲板に出てきた。

「流氷だ！」

「流氷にぶつかった！」

　船員らは大慌てで、何に衝突したのか確認していた。どうやら、海を流れる大きな流氷にぶつかったようだ。エルは船首楼まで駆ける。すると、先ほどエルと揉もめた男も含め、数人の航海士がいた。見つかったら、また閉じ込められてしまうだろう。エルは樽たるに身を隠し、様子を窺うかがう。航海士は望遠鏡を覗き込んでいるが、何も見えていないようだ。

「ヨヨ、氷山、見える？」

『ごめん。この暗さでは、とても』

「だよね」

『見エル。見エルヨ』

　どうやら光の妖精には、氷山が目視できるらしい。

「どの辺にある？」

『遠ク、大キイ。トテモ、大キイ。船ヨリモ、大キイ』

　氷山は、たしかにあるようだ。だがしかし、子どものエルがどんなに訴えても、進行方向に氷山があるなんて信じないだろう。

「たぶん、この騒ぎの中では、シャーロットにお願いしても船長に会えない」

『だろうね』

「どうすればいい？」

　昼間だったら、今頃氷山が見えていたかもしれない。けれど、神は無慈悲だ。夜になってから、氷山に接近させるなんて。エルは心の中で嘆く。

「太陽さえあれば、氷山が見えていたのに」

『太陽さえ、か』

　太陽が昇る前に、きっと船は氷山に衝突するだろう。

「何か、何か解決策が……光、光を……」

『あ、エル！　そうだ、氷山を、光で照らすんだよ！』

「氷山を……まさか、魔石で？」

『そうだ！　光の妖精に協力してもらって、遠くにある氷山に光を当てて、航海士に目視してもらうんだ』

　上位魔石である『輝きの魔石』があれば、氷山を照らすことができる。氷山まで魔石を運ぶのは、光の妖精に任せることが可能だ。エルは立ち上がり、すぐさま行動に移す。氷山を確認してもらうのは、航海士の仕事だ。しかし、このまま出て行っても、先ほどの航海士の青年に噓吐き呼ばわりされるだけだろう。エルは船内に戻り、先ほど別れた船員の元へ急いだ。

『エル、どうするの？』

「味方は、あの船員しかいないから！」

　船内はますます混乱していた。甲板に人が押し寄せ、階段は使えない。

「どうしよう。これじゃあ……」

『エル、さっきのお兄さんがいるよ』

　人混みの中に、置き去りにしてきた船員の青年を発見した。

「こっち！　お兄さん！」

　エルはとび跳ねながら手を上げ、青年を呼び寄せた。

「ああ、君は！」

「ぶつかったの、流氷だったみたい」

「やはり、そうだったか」

「それで、その、たぶん、この先に、大きな氷山がある。ぶつかったら、みんな死んでしまう」

　船員の顔色が青くなる。

「ど、どうすれば……。俺みたいな下っ端が証拠もないのに氷山があると言っても、誰も信用してくれない」

　子どものエルだけでなく、船員ですら証拠がなければ言っても無駄なようだ。

「おかしいと思っていたんだ。あまりにも、流氷が多いから……。でも、仲間に言っても気にしすぎだって言われて……。君はどうして気づいたんだ？」

「夕陽が落ちる時に、氷山と太陽が重なる瞬間があったの。でもそれは、豆粒みたいに小さくて」

「そうか。だったら、誰も気づかないだろう。夕陽が沈む時間に豆粒か。追い風の中で進んでいるから、そう遠くない位置に氷山があるかもしれない」

「急がなきゃ！」

「でも、どうやって納得させるんだ？」

「氷山に光を当てるの。魔石を使って」

　以前、黒斑病を治した時と同じような作戦を取る。外套の頭巾を深く被り、老婆のふりをして魔石を使うのだ。

「いい？　あなたはわたしを、老齢の魔法使いとして航海士に紹介するの。そのあと、魔石で氷山を照らすから」

「わ、わかった」

　すぐに行動に移す。走って船首楼に向かい、途中から老婆に見えるように腰を曲げながら歩く。船首楼は船員たちによって人払いされており、乗客は近づけないでいた。青年はその者たちに話を付けて、先へと通してもらう。

「あの、すみません。この魔法使いのお婆さんが、この先に氷山が見えると仰おっしゃっているのですが！」

　船員の報告を聞いた三名の航海士が、驚いた顔で振り返る。

「な、なんだと!?」

「氷山など、見えないが！」

「あなたは!?」

　これだけ氷山に接近しても、暗闇の中では目視できないようだ。

「こ、この老婆は有名な先読み師で、進行方向に氷山があると読んでいるそうです」

「有名な先読み師だと？」

「証拠は？」

「デタラメを言うな！」

　航海士は次々と、物申す。流氷にぶつかり、焦っているのだろう。

「証拠を、見せていただけるようです。氷山を照らしますので」

「いったい、どうやって？」

「魔法です！」

　それが、合図となる。エルは輝きの魔石を光の妖精へと託した。

「光の粒が！」

「あれは、いったいなんなのだ？」

「あれが魔法なのか？」

　航海士は光の粒を望遠鏡で追う。光の妖精の動きが止まった。光が見えるか見えないかくらいの、遠く離れた場所だった。そして──輝きの魔石が光を放つ。周囲は昼のように明るくなった。そして、巨大な氷山を照らし、その姿を浮かび上がらせる。

「な、なんてことだ……！」

「あ、あんなところに、氷山が……！」

　航海士らは呆然としている。眼鏡をかけた若い航海士だけが振り返り、エルに詰め寄ってきた。

「おい、お前!!　あれは、お前が魔法で見せた、デタラメの幻なんじゃないのか!?」

　エルの外套に手を伸ばす。胸倉を掴まれると思ったが、船員が間に入って守ってくれた。

「デタラメなんかじゃありません！　きちんと、望遠鏡で確認してください」

「しかし、あんな大きな氷山に、気づかないわけ──」

「おい、そいつの言う通りだ。しっかり見てみろ！」

「確かに、氷山があるぞ！」

　眼鏡をかけた航海士が暴走しかけるのを止めたのは、同じ航海士だった。

「航海士は、己の目で見たものだけを信じ、船を導く仕事だ!!　お前の目は、節穴なのか!?」

「急げ！　船長に報告だ！」

　氷山を避けるために船員が動き始める。今から回避行動を始めても間に合うか、わからない。

　今はただただ、祈るしかなかった。乗客も、氷山に気づき始める。小型船で避難させてくれと懇願する者や、混乱状態となり叫ぶ者、迷子になった我が子を捜す者と、甲板は騒がしい。

　エルとヨヨは騒ぎに巻き込まれないよう、樽の陰に身を隠す。進行方向を変えるために、船員が帆を下ろしている。氷山に近づくにつれ、流氷が増えているようだ、進むごとにごつごつとぶつかり、船に大なり小なりの衝撃を与えている。一回目よりも大きな流氷にぶつかり、船が傾く。海水が甲板まで跳ね上がり、乗客の体を濡らしていた。船員は乗客に部屋で待機するように指示していたが、その声も届かないほどの大騒ぎとなっていた。

「シャーロットは大丈夫かな」

『お父さんとお兄さんがいるから、大丈夫だよ、きっと』

「うん、そうだよね」

　進行方向にあった氷山だったが、だんだんと逸れていく。方向転換が上手くいっているのだろう。

　事態はいい方向へと進んでいる。それなのに、乗客の精神状態は悪化していた。僅かな変化に気づく余裕がないのだろう。悲観した結果、反対側の海に飛び込もうとした老紳士を、船員が引き留める。流氷が浮かぶ海に身を投じるなど、自殺行為だ。船員たちが乗客を見張る目がいっそう厳しいものになる。

「危ないっ！」

　船員の一人が叫んだ瞬間、ドーン！　と大きな音を立て、船は氷山がある方向へ傾く。再び、大きな流氷にぶつかってしまった。さらに悪いことに、風向きも変わった。追い風から、横薙ぎの風に変わってしまう。そのせいで進行方向が元に戻った。船は氷山に向かって進み始める。どんどん、どんどんと、船は加速していた。風の力を受けて、速度を上げていく。

「うわああああああ！」

「きゃああああああ！」

　もう、氷山は目の前に迫っていた。

『ええ[image: ～][image: ～]、なんで!?』

「このままじゃ間に合わない！」

　エルは覚悟を決め、嵐の魔石を取り出した。

『エ、エル、そ、それは』

「船の向きを変えるには、これしかない」

『でも、失敗したら』

「氷山にぶつかって死ぬか、嵐で転覆して死ぬかの違いだけ！」

　エルは魔石の表面にある呪文を指先で擦り、氷山に向かって嵐の魔石を投げた。

　氷山の前に嵐が巻き起こり、船体を大きく揺らす。

「ううっ！」

『ぎゃあ！』

　エルは船の縁に掴まり、激しい揺れに耐える。船体は右に、左にと大きく揺れていた。船が進もうとする方向とは逆に回り込み、今度は風の魔石をいくつも投げた。

　船は嵐と風を受け、方向を変えていく。今度は船尾に回って、風の魔石を投げる。人工的に作った追い風で、船は少しずつ、方向を変えていった。

　大きな氷山を避け、何もないほうへと進んでいく。エルは風の魔石を投げ、追い風を作り続けた。

　そして──船は氷山の横を無事に通過した。

　何時間、奔走していたかわからない。けれど、空が白み始めていた。船尾をぼんやり眺めていると、地平線から太陽の光が差してきた。

　甲板の中心部からは、乗客の歓声が上がった。船長と航海士を絶賛する声も聞こえる。

　エルはヨヨと共に、歓声を耳にしていた。

「良かった。本当に、良かった」

『君が、この船を救ったんだ』

「うん」

　ただ、エルが救ったことは、ヨヨしか知らない。そんなことなど、今のエルにとってはどうでもよかった。エルはヨロヨロとよろけながら部屋に戻り、寝台の上に倒れ込む。

　そのまま、船が港に到着するまで、眠ってしまった。そして三日目、船は王都近くの港に到着した。船から降りてきたエルを、駆けてきたシャーロットが抱きしめる。

「エル！　良かった！　無事だったのね！」

「見ての通り。シャーロットは大丈夫？」

「ええ、わたくしは平気よ。でも、あなたはずっと一人だったでしょう？」

「ううん、ヨヨがいたから」

　エルの足元で、ヨヨが『みゃ〜ご』と猫の鳴きまねをする。

「大変な目に遭ったわね」

「本当に」

「わたくし、もうダメかと思ったわ」

「わたしも」

　けれど、なんとか助かった。魔石を大量に消費してしまったが、命には代えられない。

　たくさん作っておいて良かったと、心から思った。

「エルは、王都に行くのよね？　わたくしたちと、一緒に行かない？　使用人がお母様と一緒に、馬車で迎えに来ているの」

「わたしは、いい、かな」

「どうして？」

　家族水入らずの中に入るのは、悪い気がした。シャーロットは気にしなくてもいいと言ったが、エルには耐えきれないだろう。

「家族がいるシャーロットが、羨うらやましくなるから」

「そ、そう。ごめんなさいね」

「ううん。わたしこそ、ごめんなさい。せっかく、誘ってくれたのに」

　仲良くしてくれてありがとうと、エルはシャーロットに深々と頭を下げた。

「エル……王都でも、会えるわよね？」

「どうかな？」

　王都にフーゴがいないのならば、他の場所を捜しに行くだろう。ずっと居続けるかは、エルにもわからない。

「わたくし、王都にタウンハウスがあるの。社交期の間は、ずっといるから。シャモワ通りの三番地。緑色の屋根に赤煉れん瓦がの家よ。シャーロットの友達と言えば、わたくしの部屋に通してくれるよう頼んでおくから」

「友達？」

「ええ。わたくしとエルは、お友達よ」

　シャーロットは、エルを指して友達だと明言した。その言葉は、胸にじんと響く。

「王都を出る時は、絶対にわたくしの家に立ち寄って。そうでなくても、困ったことがあったら、わたくしを頼っていいから」

「ありがとう」

「絶対よ」

「うん、絶対」

　手と手を握り、シャーロットと約束を交わす。

「今度こそ、一緒にパンを買いに行きましょう」

「行こう。おいしいパン屋を、探しておくから」

「楽しみにしているわ」

　その会話を最後に、エルはシャーロットと別れる。

『エル、良かったの？　一緒の馬車に乗ったら、王都はすぐだったのに』

「うん。でも、港町でも父さんについて調べたいから」

『そっか』

　フーゴ捜しの旅への一歩を踏み出そうとした瞬間、再び声をかけられた。

「お嬢ちゃん！」

　振り返った先にいたのは、エルに手を貸してくれた船員の青年と、眼鏡の航海士だった。

「良かった。怪我もなく、無事で」

「あなたこそ」

　混乱する船内で、人に押されて転倒したり、海水で濡れた床で滑って転倒したりと、乗員乗客合わせて怪我人が五十名以上出たらしい。青年はエルの無事を喜んでくれていた。

　航海士は、ぶすっとした様子で話しかけてくる。

「その、悪かったなと。氷山があると言っていたのに、信じなくて、悪かった」

　もう、終わったことだ。気にしていない。そう返したのに、航海士の機嫌は良くならない。

「借りは返す。覚えておけ」

「はあ」

　一方的に言って、航海士は去っていった。

「素直じゃなくて、申し訳ない」

「あなたは悪くないよ」

「はは。お嬢ちゃんのほうが大人だ」

　青年はエルに向き直り、聞いてほしい決意があると言った。

「何？」

「俺、航海士になろうと思って。お金も時間もなくて諦めていたけど、今回のことで、もう一度目指してみようと思ったんだ」

「改めて、航海士が働く様子を見て、俺も航海士になりたいって思ったんだ」

「そっか」

「頑張るから」

「うん！」

　最後に握手を交わし、青年と別れる。

　今度こそ、フーゴを捜す旅の始まりだ。エルはヨヨと共に、歩み始めた。
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　王都近くの港町は、たくさんの人で賑にぎわっていた。商人が行き交い、社交期で王都に来た貴族が集まり、人という人でごった返している。これだけ大勢の人を見るのは初めてのエルは、珍しく浮かれていた。

「あ、すごい、獣人だ！」

　船から降ろされた荷物を運ぶのは、筋骨隆々の狼獣人である。ふさふさの茶色い毛に、黒い目、上半身は裸で下半身にはズボンを穿いている。厚い皮膚と毛皮に覆われているからか、靴は履いていなかった。到底人が持ち上げることなど不可能であろう大きさの酒樽を軽々と運んでいる。獣人など、物語の世界の住人だと思っていた。エルは感動していたが、やってきた商人らしき男の取った行動で、瞬時にその気持ちが引いていった。男が手にしていた鞭むちで地面を叩き、檄を飛ばす。

「おら！　さっさと運べ」

「ウウ……」

「なんだあ、その反抗的な目は！　こうしてやる！」

　そう叫び、鞭で獣人の背中を叩いた。

「ウッ!!」

　叩かれても、獣人は反抗しない。否、できないのだろう。首輪が巻かれていることに気づく。商人が鞭で叩くたびに、淡く光っていた。本で見たことがあったので、正体にピンときた。

「あれは、従じゅう属ぞくの首輪？」

『みたいだね』

「なんて、酷いことを」

　周囲を見たら、従属の首輪を着けた獣人が他にもいた。獣人だけでなく、従属の首輪を着けた人もいる。従属の首輪を着けると、使用者に逆らえなくなる。通常は、獰猛どうもうな魔物に対し、魔物使いが用いる魔道具である。それがこのように使われているなど、エルには信じ難かった。

「どうして、こんなことが……」

『エル、あれ』

　ヨヨが指し示したほうを見ると、獣人の子どもが入った檻が荷車で運ばれていた。商人らしき男たちが金銭のやり取りを行い、檻を受け取る。

「人身売買だ」

『みたいだね』

　同じような檻が、どんどん船から運ばれてくる。当たり前のように、人の命が金と引き換えに取引されていた。

「なんで？　どうして？　命は、お金で買えないのに……」

『エル、行こう。気にするだけ、無駄なんだ』

「でも……」

『エル、行くよ』

「うん」

　エルは商人たちを見ないようにして、トボトボと進んでいった。

　最初に訪れたのは、雑貨屋だ。いつも、フーゴが港町の雑貨屋で土産を買ったと言っていたのだ。雑貨屋と一言で言っても、商店通りには数軒あった。エルはフーゴから十歳の誕生日にもらった、うさぎのぬいぐるみを取り出す。これを見せて話を聞くことにした。

　一軒目は、貴族向けの品物を揃えた雑貨屋である。白で統一された棚に化粧品から茶器まで、なんでも置かれていた。

「あの、すみません」

　店主は老婆だった。エルを見て顔を顰しかめる。気にせずに、話を続けた。

「このうさぎのぬいぐるみ、ここのお店で売っている品物？」

「さあね。同じようなぬいぐるみは、山のようにあるからさ」

　子ども相手には、まともに取り合わないようだ。じっと老婆を見る。直感だが、老婆はただの業突ごうつく張ばりの商人には見えない。エルは勝負に出ることにした。銀貨を一枚差し出す。

「これあげるから、いくつか情報を教えて」

「お嬢ちゃん、何が聞きたいんだい？」

　老婆の手のひらの返しようは鮮やかだった。銀貨を手渡すと、ニコニコと笑顔を浮かべる。

「このうさぎのぬいぐるみについて知りたいのだけれど」

「そのぬいぐるみは、ここの店じゃ取り扱ってない品だよ。足の裏を見てみ。製造番号が振られているだろう？　これはねえ、王都にある『長いしっぽ亭』のフルオーダーの高級ぬいぐるみだ。お嬢ちゃん、それをどこで手に入れたんだい？」

　自身の情報を老婆に与えるつもりはないので、黙り込む。

「おやおや、可愛くない子だねえ」

「きちんとお金をあげたから、聞いたことだけ喋って」

「はあ。本当に……いいや、なんでもない。わかったよ」

「他に、知っていることは？」

「そのぬいぐるみを売る店は、一いち見げんさんお断り。常連の紹介がなければ買えないんだ。人気があって、五年待ちが普通だよ」

「よく、中古で販売されているの？」

「いいや、ありえないねえ。非常に希少なぬいぐるみで、本当に限られた上流階級の娘しか持てないから、売りに出されることはありえない。もしも、質屋などで売り出されているとしたら、それは盗品か偽物だ」

「これが本物か偽物か、わかる？」

「どれ、貸してみな」

　老婆は鑑定ルーペを取り出し、うさぎのぬいぐるみを見る。

「あんた、本当にこれはどこで入手したんだい？」

　エルの「さあ？」というそっけない返答に、老婆は溜息を吐く。

「それで、どうだったの？」

「これは、本物さ。しかも、十年に一度作られる、とっておきの逸品だよ。自分の身が可愛かったら、このぬいぐるみは他人に見せないほうがいい」

　銀貨一枚払った甲か斐いがあった。これ以上ない情報を得ることができた。勘は正しかったのだ。

「口止め料、いる？」

「銀貨ももらったからねえ。口止め料も含まれていたことにするよ」

「ありがとう」

　老婆はひらひらと、手を振ってエルを追い出そうとする。エルは店から出て、扉の外から会釈した。父親からもらったぬいぐるみは、港町の雑貨屋で買った品ではなかった。説明が面倒になって、適当に言ったのか。フーゴはいつも、金がないと言っていた。それなのに、どうして高価なぬいぐるみを買うことができたのか。わからないことだらけであったが、フーゴに近づくヒントを得ることができた。エルは王都を目指すことにする。




　港町の市場で、焼きたてパンを買う。白く丸いパンで、手に持っただけで驚くほどふわふわだということがわかった。味見として一つ食べたが、見た目と触れた感覚以上にふわふわだった。エルはしばし至福の時間を味わう。

『エル、お腹空いているなら、どこかで食事を摂れば？』

「いい。どうせ、一人で食堂に入ったら目立つし。先に王都に行って、宿でゆっくり食べたい」

『それもそうだね』

　パンを食べ終えたエルは、馬車乗り場に向かった。さまざまな形状の馬車が停とまっていた。ここは王都へ繋がる玄関口である。運送業で商売することも成り立っているようだ。王都行きの馬車は十何本か出ているという話を聞いて、エルは慎重に吟ぎん味みする。港町から王都まで馬車で五時間ほど。そこまで長くはないが、無理はしたくないエルは腕を組んで考える。一番安いのは、銅貨十枚。剝き出しの客席に日除けの幌ほろがない乗合馬車だ。

『あれは、ないねえ……』

「うん、ない」

　北風がヒューヒュー吹いている中で、五時間も乗っていたら風邪を引いてしまう。当然、馬車の衝撃を緩和させる板バネなど搭載されていない。この前乗せてもらった馬車も板バネのない物だったが、尻が痛くなってしまったのだ。あれは、耐えられるものではない。以前は無償で乗せてもらった手前、文句など言えなかったが。それに、魔物に襲われたら大変だ。王都周辺は騎士隊が魔物討伐をしているので、比較的魔物の数は少ないと聞く。それでも、絶対ではない。もしも見つかったら、格好の餌え食じきとなるだろう。次に見たのは、王都へ荷物を運ぶ幌馬車の隙間に乗せてもらう形となる物。銅貨二十枚で王都まで連れて行ってくれるという。商人の馬車なので、当然の如く護衛がいる。それに幌があるので、冷たい風に曝されることはない。だがしかし、運ぶのは家か禽きん類。鶏、鵞が鳥ちょう、鴨かもだ。中は、酷い臭いである。黒斑病の村を見てきたエルは、動物と密着するのは遠慮したかった。料金は理想的だったが、即決はできない。最後に見たのは、車体が箱型の四人乗りの馬車。しかも、護衛付きだという。代金は銀貨三枚。割高だ。
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『迷うねえ』

　ぜったいにないのは、銅貨十枚の馬車だ。

「幌馬車も微妙……」

『でも、命はお金で買えないからね』

　エルは奮発して、箱型の馬車を選ぶことにした。金は、王都に行ってから稼げばいい。そんなことを考えながら御者に話しかけ、馬車に乗りたいと言うとぎょっとされた。

「あんた、一人で乗るのかい？」

「猫もいる」

「いや、そうじゃなくて、親御さんは？」

「いない。お金はあるから」

　代金である銀貨を見せたら、それ以上は何も聞かずに乗せてくれた。心配していたが、ヨヨの分までは取られなかった。客車の中は本革の上等な椅子があり、シックなオリーブカラーの壁紙が貼られている。車内は掃除が行き届いていて、清潔だった。乗り合いの馬車の車内には先客がいた。

「こんにちは」

「どうも」

　六十代くらいの、白髪頭で立派なひげを蓄えた紳士だ。アイロンがきれいにかかったフロックコートを纏っている。黒こく檀たんのステッキも、椅子に立てかけられていた。おそらく、貴族だろう。そんなことを考えながら、会釈する。

「お嬢さん、一人かい？」

「猫もいる」

「ああ、悪かったね。お嬢さんは、猫と二人旅なのかね？　ご両親は？」

　その問いかけに、エルは俯うつむく。やはり、エルくらいの年頃の少女の一人旅は、おかしいものなのだろう。

「ああ、すまないね。今の質問は忘れてくれ」

　紳士は好奇心から聞いたわけではなく、心配して問いかけてきたようだ。しかし、エルは返事をせずに、窓の外を見る。乗客は二人と一匹だけのようだ。馬車が走り始める。

　エルは被っていた外套の頭巾を脱いだ。すると、紳士がハッと反応を示す。

「お嬢さんは――！」

「何？」

「いや……違うか。いや、すまない。人違いだった」

　誰かとエルを、見間違えたのか。ふいと顔を背けたので、追求はしなかった。

　一時間ほど黙っていたが、紳士の腹がぐうっと鳴り、エルはくすりと笑ってしまった。

「おじいさん、お腹空いているの？」

「ああ。食事をしている暇がなくてね」

　馬車には折り畳み式のテーブルが付いていた。エルは取り出そうとしたが、なかなか上手くできない。

「私がしよう」

　そう言ったが、紳士はエル以上に手間取る。二人で協力し、なんとかテーブルを広げることに成功した。

「すまないね。こんなこともできずに」

「それはお互いさま」

　紳士は目を丸め、エルを見ていた。しかし、しばらくするとプッと噴き出す。

「何かおかしい？」

「いいや、お嬢さんは、私と対等な立場で話してくれるのだなと思って。普通は、先に生まれた者がさまざまなことにおいてできて当たり前と考えるだろう？　こんなこともできないのかと、思わなかったのかい？」

「思わない。経験は、人によって違うから」

「それもそうだ。いつもは供の者がなんでもしてくれるから、なんてことないものでも、できない時が多いんだ。恥ずかしい話だけれど」

「できないことをできないと言うのは、恥ずかしくない。どうして、恥ずかしいの？」

「それを説明するのは、難しいな。人は長く生きるにつれて、自分では制御できない自尊心を抱えることになるからね」

「大人になると、大変なんだね」

「そう。大人は大変なのだよ」

　会話が一段落したところで、エルはテーブルの上に食事を用意する。

「おじいさん、一緒に、食事をしよう」

「いいのかい？」

「うん、いいよ」

　エルも港を出てから白いパン以外何も食べていない。空腹感を覚えていたのだ。一人だけ食べるわけにもいかないので、紳士にも食事を分けてあげることにした。取り出したのは、魔石ポットと鉄の器に鍋。魔石ポットで湯を沸かし、鉄の皿に火の魔石を入れ、鍋を重ねる。脂を敷いて、温めている間、ベーコンの塊を取り出した。

「お嬢さんの鞄は、なんでも入っているんだね。まるで、魔法の鞄だ」

　モーリッツ特製の異空間と繋がった鞄は、非常に希少だろう。興味を持たれたくないので、紳士の発言は無視する。温まった鍋にベーコンを入れ、塩コショウを振る。白磁の皿に先ほど購入したパンを置き、ジャムの瓶を並べた。味は木苺、コケモモ、野の林りん檎ごの三種類。ベーコンは食べやすいよう、ナイフで一口大に切り分ける。鍋にベーコンを押し付けると、ジュッと音が鳴った。

　ここで、魔石ポットの湯が沸いたようだ。半生の燻くん製せいをカップに入れて、塩、コショウ、香辛料と薬草を入れて、最後に湯を注ぐ。燻製の簡易スープを作った。残りの湯に薬草を直接入れて、しばし蒸らしておく。ナプキンを置いて、木のフォークを添えた。薬草茶をカップに注ぎ、蜂蜜を一匙さじ垂らした。焼き上がったベーコンを皿の上に置いたら、食事の用意は完了である。

「驚いたな。こんな上等な料理が馬車の中で食べられるなんて」

「どうぞ、召し上がれ」

「ああ、ありがとう。いただくとする」

　木苺のジャムを白磁の皿の上に出して、パンに付けながら食べる。甘酸っぱい味わいが、ふかふかのパンとよく合うのだ。燻製のスープは煮込んでないので味に深みはないが、温かい物を飲むとホッとする。薬草茶は苦みの中に、蜂蜜の優しい甘さを感じた。

　紳士と共に、食事を味わう。自分で用意した物だったが、空腹だったこともあり非常においしく感じられた。

「お嬢さん、本当においしかった。ありがとう。これは、心ばかりの礼だ」

　そう言って紳士が懐から取り出し差し出したのは、一枚の金貨だった。

　しかし、エルは首を横に振った。

「いらない」

「どうして？」

「おじいさんに、貸しを一つ作りたいから」

　きっぱり答えたら、紳士は笑い始める。何がおかしいのか。エルは首を傾げるばかりだ。

「そうか。賢いな、お嬢さんは。私のような大人に金貨一枚分の貸しを作るとは。なかなか、できることではない」

　紳士の身なりはきちんとしていて、悪い大人には見えない。貸しを作っておいても、損はない相手だろう。エルはそう確信していて、金貨はいらないと断ったのだ。その点をしっかり見抜かれてしまい、恥ずかしくなってしまう。

「しかし、驚いたな。いらないというのは、別の理由かと思っていた」

「わたしが、この食事に金貨一枚の価値はない、と言うと？」

「ああ、そうだね」

「わたしは仕事でやったわけじゃないから、値段は付けられない」

「なるほどな」

　ひとしきり笑ったあとで、紳士は居住まいを正す。そして、家名を名乗った。

「私はフォースター家の者だ。王都で困ったことがあったら、訪ねるといい。家は、その辺りの者に聞いたらわかるだろう」

　ずいぶんとザックリした説明である。きっと、王都の中では名だたる人物なのだろう。でないと、こういう説明はできない。

「お嬢さんの名を聞いても？」

　エルがぎゅっと口を閉ざすと、フォースターと名乗った紳士は再び笑いだす。

「ふむ。若年ながら、実に賢い。正解だよ、お嬢さん。よく知りもしない大人に、名前の一部であっても教えてはならない。悪い大人は、なんでも利用する材料にしようとするからね」

「先生が、前に、同じことを言っていた」

「そうなのだよ。その先生は正しい。世の中は、恐ろしいんだ」

　モーリッツの言うことを聞いていたから、エルは王都まで無事にやってくることができた。教わっている時は神経質で、厳しすぎると思っていたが、その教えがエルを守ってくれた。心から、感謝しないといけない。

「お嬢さんの用心深さは、先生に教わったものなのだね。しかし、なんというか、お嬢さんの物言いや雰囲気は、私の親友に似ている。頑固で、口が達者で、驚くほど用心深い。けれど、賢くて、誰よりも慈悲がある男だった」

　フォースターは遠い目をしながら話す。それは、亡き友を懐かしむような、そんな口ぶりだった。

「実を言えば、私はその親友を捜して旅していてね。もう、長い間行方ゆくえ不明で……。いそうな場所は全て捜したが、残念なことに見つけることができなかったのだ」

「どうして、行方不明になったの？」

「私たちは、見捨てられてしまったのだよ。もう、愚か者を見たくない、ってね。長い年月が経って、彼の言うことが間違っていなかったと気づいた。当時の私には、何も見えていなかったのだよ」

　何年も経っていたら、捜し出すことなど困難だろう。親友の話をし始めた途端、フォースターのピンと伸びていた背筋が丸くなる。よほど、ショックなのだろう。

「お嬢さんは、王都に移り住むつもりかい？」

　エルが首を横に振ると、フォースターはホッとした表情を見せていた。

「用事が終わったら、すぐに出て行ったほうがいいだろう。今、王都は治安が悪い。もうすぐ、内乱が起こる。必ず、ね」

「何故？」

「王族と、王族に不満を持って団結した貴族と市民とで、王都内の勢力が二つに分かれている。その争いは、次第に大きくなっていくだろう。王妃が生きている間は──」

　フォースターは一度言葉を切り、黙り込む。目頭を押さえ、涙を堪えているように見えた。

「大丈夫？」

「あ、ああ。すまないね。王妃の存在があって、なんとか均衡を守っていたのだが……」

　国王派と、反国王派の緩衝かんしょう材となっていたのが、王妃だったようだ。その王妃は、一年前に亡くなってしまったらしい。

「黒斑病だった。地方で慈善活動していた王妃様は、感染してしまったのだよ。本当に、本当に無念だった。幸いと言うべきか、村ごと焼いて、感染拡大を防いだが……」

「で、でも、黒斑病は大昔にも流行って、その時に治療法が見つかったと」

「ああ、そうなんだ。治療法はあったのに、国内では失われていたんだ」

「どうして？」

「国王に反する存在が作ったものだったからだよ」

　そこで、エルはフォースターの言う親友が、モーリッツなのではないかと推測を立てた。モーリッツは喧けん嘩かをして、王都から辺境の森へ移り住んだと話していた。その喧嘩の相手は国王だったのだ。モーリッツとの確執から、国王は愚かにも治療法を破棄してしまったのだろう。

「だから、黒斑病が流行ったら、村人ごと焼くようにと、国王陛下が命令しているんだ。それを恐れて、黒斑病の患者が出ても隠してしまう」

「なんて、恐ろしいことを」

「それを知った反国王派が、黒斑病の感染を調査する一団を派遣したのだが、機能しているのかわからない。ここに来るまで、鳥のような防疫マスクを着けた者たちを見かけなかったかい？」

　鳥仮面の一団は、国王が焼き殺すように命じている黒斑病の患者を調査する一団だった。彼らは助けるどころか、デタラメな治療で村人から金銭を奪う集団となっている。それらの事実を、上層部の人々は知らないのだ。

「あなたは、国王派なんだ」

「まあ、そうだね」

　エルは迷う。鳥仮面の一団について報告していいのかと。これが、新たな争いの種になる可能性は大いにあった。ただ、フォースターに報告しても、彼は国王派だ。根本的な解決にはならない。けれど、鳥仮面たちの悪行はどうしても無視できなかった。

「これから話すことは、あなたの良心に訴えるものなの」

「なんだい？」

「私は、旅の途中でその一団を見た。黒斑病の患者に、デタラメな治療で診察料を請求していた。それから、患者が死ぬ前に村を出て行った」

「なんと！　そんなことが起きているとは！　どこで見たんだ？」

　エルは羽ペンとインク、それから羊皮紙の切れ端を取り出し、地図を描く。鳥仮面の一団を見た村に、丸をした。

「ここに、調査団が？　では、患者たちは……」

「黒斑病の患者はみんな治った」

「治ったとは、どういうことなんだ？」

「魔法使いの老婆がやってきて、黒斑病を治した」

「なんだと!?」

　魔法使いの老婆とは、エルのことである。村長や老夫婦には、絶対に口外しないよう伝えていた。だから、もしも調査に立ち入っても、正体がバレることはない。

　エルは、自分が抗生物質の作り方を知っていると、今ここで言わないほうがいい気がしていた。何故かはわからないが、直感がそうするべきだと訴えていたのだ。

「一度、調査する者を派遣しよう」

　少々喋りすぎてしまったか。エルの心にモヤモヤが生まれる。だが、鳥仮面たちを野放しにすることはできなかった。

「お嬢さん、話してくれて、ありがとう。老婆の存在は気になるが、とりあえず鳥仮面の一団について、調査することを約束しよう」

　願わくば、鳥仮面の一団の悪行が裁かれますように。そう、エルは祈った。

「国が変わったのは、先代の国王が崩ほう御ぎょした時だった」

　フォースターは苦虫を噛み潰したような表情で話す。

「即位した国王陛下は、それはそれは厳しく躾しつけられていた。将来名君と呼ばれるように、周囲が期待を込めていたからだろう。しかし、その鬱うっ憤ぷんが、即位後に周囲に向けられた」

　最初にしたことは、先代の国王がもっとも信頼していた口うるさい主席魔法師を降格させ、若く美しい女性魔法使いを据えた。

「彼女は今も主席に就いているのだが、十数年経っても美しさが衰えぬ、気味が悪い女なのだ」

「何故、美しさが衰えないの？」

「さあな。若い娘の血肉を啜すすっているという噂うわさもある。宮廷の主席魔法使いという権力を手にしたその女は、国の予算を好き勝手に使い、宝庫の一つを空にしていたのだ。それが明らかとなったのはごく最近で……。情けない話だ」

　エルは同意せず、ただただ黙って話を聞いていた。フォースターはきっと、エルが十二歳の少女だからこうして国の内情を喋っているのだろう。どうすればいいのかと、意見を欲ほっしているわけでもない。長年抱えていた辛い心況を、我慢できずに吐露しているのだ。

「私のもっとも重い罪は──国王に娘を嫁とつがせてしまったことだ」

「黒斑病で亡くなった王妃様は、フォースターさんの娘だったの？」

「ああ」

　当時、彼女には婚約者である幼おさな馴な染じみがいた。騎士であり、貴族であった幼馴染とフォースターの娘は仲睦まじく過ごしていたが、フォースターは二人の幸せを引き裂いてしまった。だから、先ほど王妃が亡くなった話をする際、泣きそうになっていたのだろう。

「私は、目先の利益に目が眩くらんでいたのだ。国王に娘を求められ、結んでいた婚約を破棄し、娘を献上してしまった。そして私はもう一つ、罪を犯してしまった。これはもはや赦ゆるされることではないが、この先、現国王の増長により国は間違いなく傾くだろう。いずれ来るその時のため、私はいなくなった親友を捜し出し、新しい国作りに協力してほしいと考えているのだ」

「新しい王様は、どうするの？」

「国王には、娘がいる。姫君は、生まれる前に告げられた精霊王の予言で、『救国の聖女』だと言われているのだ。だから、姫君は将来――」

「国初めての、女王になる？」

「女性の即位は今のところ許されていないが、将来、そうなってほしいと、願っているよ」

　堪えきれなくなったのか、フォースターは一筋の涙を流す。嗚お咽えつを漏らしながら言葉を繋ぐ。

「すまない。つい、気持ちが昂たかぶって……。お嬢さんが、娘に、少し似ていたから、懺ざん悔げをするような真ま似ねを、してしまったようだ」

　娘に似ていたので、先ほどエルの顔を見た時に驚いたのだろう。こういう時、どういう反応をしていいのかわからない。エルはじっと、フォースターを見つめるばかりだった。

　もうすぐ、王都に着くようだ。木々を抜けた先に、城じょう砦さいと大きく突き出た王城が見えた。

　首都『ポースリンブルー』。フーゴが半年に一度、森と行き来していた街である。

「お嬢さんは、王都に頼れる大人はいるのかい？」

「ううん、いないけれど」

「だったら、良かったら私と一緒に来ないかい？　もちろん、お友達の猫君も一緒だ」

「どうして？」

「それは──」

　フォースターはエルが心配だと言う。少女が一人で歩くには、王都は少々治安が悪い場所だとも。

「衣食住を保障しよう。必要であれば、侍女も付ける」

「何故、出会ったばかりのわたしに、そこまでしてくれるの？」

「わからない。けれど、お嬢さんを保護したいという欲求が、不思議と湧いているのだよ」

　最大の理由は、エルがフォースターの娘に似ているからだろう。亡くなった娘と、エルを重ねているのだ。

「場所によっては暴動や犯罪も横行しているのだよ。一人では、危険だ」

「ヨヨがいる」

「ああ、そうだね。猫君も一緒だ。でも、それだけでは、危険なのだよ」

　保護者が欲しいと、エルは思っていた。守ってくれる人がいたら、フーゴ捜しもしやすくなるだろう。それに、子ども一人で行っても、大人は取り合ってくれない。そういう時、フォースターの存在は都合がいい。しかし、モーリッツの言葉をエルは思い出す。

　──初対面の相手を信用するな。何回も会って、見極めてから、信用しろ。

　これまで、モーリッツの教えに従った結果、危険を回避できた。今回も、それに従うことにした。

「わたしは、大丈夫。フォースターさんには、頼らない」

「何故だい？」

「あなたのことは、信用していないから」

　一瞬、ポカンとした表情を見せていたが、フォースターは「ふっ！」と噴き出した。そして、腹を抱えて笑い出す。

「そ、そうだな。私は、怪しい大人だな。君は本当に、賢い子だ」

「あと、お喋りが過ぎる人は、信用できないって、言っていた」

「ははは！　その通りだ！　『沈黙は金、雄弁は銀』という異世界の言葉もあるくらいだからな！」

「異世界英雄勇者語録、五巻の二百五ページにある言葉？」

「ページ数は知らないが、五巻らへんに収録されていたな。何故、覚えていたのかね？」

「一回読んだものは、忘れないから」

「ほう……。そうか」

　フォースターはもう一度、エルに問いかける。

「お嬢さん、本当に、私に付いてくる気はないか？」

「ない」

「残念だ。地図を正確に描けたり、一度読んだものを忘れなかったり、かなり稀まれな才能の持ち主だと思うのだが」

「他の人は、できないことなの？」

「そうだよ。どちらも、天才の所業だ」

　モーリッツが普通にできていたので、珍しいことではないとエルは思っていた。

　余計な個人情報を喋ってしまったようだ。

「安心してくれ。私は、君のことを他人に話したりしないよ」

「もしも喋ったら、あなたが泣いたことを、触れ回るから」

「それは困るな！　実に情けない話だ。この件は、墓場まで持っていくことを約束しよう。これが、契約の証あかしだ」

　そう言って、家紋が入った銀の指輪を差し出した。角がある馬の幻獣が描かれている。

「これは、受け取れない」

「受け取らなければ、君の秘密を喋ってしまうかもしれない」

「ずるい」

「そうだよ。大人はずるいんだ」

　渋々と、エルは家紋入りの指輪を受け取った。

「私は、ジルベール・ド・フォースターだ」

　フォースターは本名を名乗ったが、エルは沈黙を貫き通す。

「君は、それでいい」

　フォースターの言葉に、エルは深く頷いた。




　馬車は検けん閲えつを受けることなく、街中へと入っていった。城砦の入り口で、人々がずらりと列を成していたので驚いた。

「入り口では、何を調べていたの？　わたしは、いいの？」

「あれは異国からの移民だよ。先代が禁じていた受け入れを、最近許可するようになって、あのように王都に流れているんだ」

　城砦の列に気を取られていたのも一瞬である。エルは王都の様子に、目を奪われた。道を走っているのは、馬もなく走る車。形状は馬車そっくりで、御者が操作して、動いているようだ。幌がかかった御者の席と助手の座る席は剥き出しの物もあれば、扉が付いた箱に納まった物もあった。

「すごい。あんなの、初めて見た」

「あれは、魔ま石せき車しゃだよ。王都にだけ、魔石車専用の道路がある。まだ、王都外で乗ることは禁じられているがね。その筋の者の話では、これから十年ほどで一気に普及するだろうと」

「馬車が、なくなるってこと？」

「そうだろうね。私は、あまり好きではないがな」

「どうして？」

「魔石車を支援しているのが、反国王派だからだよ。それに、年寄りはなかなか、新しい物を受け入れ難いのさ」

　最近発明された物で、若い貴族を中心に流行っているらしい。

「それに、魔石車が普及したせいで、魔石不足にもなっているんだ」

「燃料である魔石を、貴族が買い占めているの？」

「そうだよ。魔石車に乗っている奴は、礼儀がなっていない」

　加えて、魔石を使った際に排出されるガスが、王都の空を濁らせているらしい。気管支に違和感を持つ者も増えているようで、社会的な問題にもなっているようだ。

「昔に比べて、魔石技士が減っている。逆に、魔ま技ぎ巧こう士しは増えているのだよ」

「魔技巧士って？」

「魔石を使った魔道具を発明する技士のことさ」

　魔石を燃料とした発明品を作るのは、モーリッツが得意だった。エルが考えた品を、あっという間に作ってくれた。魔石ポットはエルとモーリッツの合作である。

「魔技巧士の作る発明品は、貴族が高値で買うのだよ。王都は魔技巧士の工房区ができて、中には貴族より裕福な暮らしをしている者もいる。ほら、ちょうどここの通りが魔技巧士の工房通りだよ」

　二階建てや三階建ての煉瓦の家が続いている。看板がかかっている家もあり、工房兼店舗として使っている魔技巧士もいるようだ。通りを歩いているのは、ドレスやフロックコートを纏った貴族らしき男女と、魔法使いの外套を纏った魔技巧士らしき男女。馬車の窓から工房内を覗き込むと、見たことがない不思議な道具が並んでいるのが見えた。

「お嬢さん、ここには近づかないほうがいいよ。魔技巧士は、皆、守銭奴だから」

　この辺りは王都の一等地らしい。魔技巧士という職業はかなり実入りがいいようだ。

「と、そろそろお別れだ」

　中央街の回転道路ロータリーに馬車が停車する。エルはヨヨと共に、王都の地を踏んだ。回転道路の真ん中には、先端が見えないほど大きい時計塔がそびえている。背後へ振り向くと、白亜の王城があった。童話に出てくるような、美しい城である。魔石車が走っているからか、空気は良くない。なんだか喉が乾燥している気がして咳き込む。すると、フォースターが缶に入ったのど飴あめをくれた。

「王都にいたら、これが手放せなくなる。私はいくつも持っているから、これは君にあげよう」

「ありがとう」

　フォースターに借りは作りたくなかったが、王都の空気は森育ちのエルには辛いものだった。ありがたく受け取っておく。

「お嬢さん、まず、どこに行くんだね？　ここでお別れなんだ。案内くらい、させてくれないか」

　左右上下、分かれた道はたくさんある。人は忙せわしなく行き交い、話しかけても立ち止まってくれそうにない。だったら、フォースターの言葉に甘えて、道案内をしてもらったほうがいいのではないか、と思った。ヨヨをチラリと見ると、肯定するように頷いていた。ヨヨは人の悪意を感じ取ることができる。フォースターが厚意から言ってくれていることは、間違いないようだ。

「長いしっぽ亭はどこ？」

「おお。それならば、私の家の帰り道にある店だ。案内しよう」

　フォースターが手を差し出す。エルは一瞬ためらったが、周囲を歩く人々が高波のように思えて恐ろしかった。ありがたく、フォースターの手を握ることにした。石畳の街を、エルは歩いていく。

「長いしっぽ亭は、会員制の店でね。私も、娘にぬいぐるみを贈ろうと頼みに行ったのだが、十年後だと言われてねえ。十歳ともなったら、ぬいぐるみを贈っても、喜ばなかったんだよ」

「可哀想」
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「そうだろう？　ぬいぐるみはずっと、箱の中に保管されていたらしい」

「ぬいぐるみも、可哀想」

「しかしだね。子どもを産んだ娘は、私の贈ったぬいぐるみを元に、作り直した物を孫娘に渡したらしい。作り直すのに十年かかったようだが、喜んでいたと話していたよ」

「だったら良かった」

　話をしているうちに、貴族御ご用よう達たしの商品を扱う商店街に出てきた。店から突き出たガラス張りのショーケースに、エルは圧倒される。宝飾類にドレス、磁器など、品物を眺めるだけでも愉快な気持ちになった。そんな中で、赤煉瓦に白い屋根の可愛らしい店に辿り着く。ここが、ぬいぐるみ専門店『長いしっぽ亭』のようだ。

「ああ、良かったね。営業中だ。ここは不定休で、一ヶ月毎日通っても開いていない時もあってね。お嬢さんはツイている」

　普通の商店では『営業中』の札がかかっているのに、長いしっぽ亭は『お招きします』という札がドアノブにかかっている。変則的な営業体制だったり、顔馴染にしか商品を売らなかったりと、変わった店のようだ。

「さあ、今度こそお別れだね」

「ありがとう」

「こちらこそ、ありがとう。気持ちが沈んでいる中、君に出会えて、話ができて嬉しかったよ。でも、ああ、本当にお嬢さんが心配だ。このまま家に連れ帰ってずっと見守りたい」

「それ、誘拐だから」

「はは、その通りだね」

　フォースターはエルの頭を撫でて言った。

「名も知らぬお嬢さん。汝の人生に、光あれ」

　ドキンと胸が高鳴る。その言葉は、モーリッツがいまわの際に言った言葉であった。

「そ、それ、何？」

「何って、大精霊セレスデーテの祝福の言葉だよ」

「大精霊、セレスデーテ？」

「ああ。この王国の、守護大精霊だ」

「そう、なんだ」

　──汝の人生に光あれ。

　それは、大精霊セレスデーテに祈りを捧げることによって、相手に祝福を授けるものらしい。

「祝福と言っても、大精霊セレスデーテが直接くれるものではなく、使用者の魔力を消費して祝福へ変換する魔法だから、軽い気持ちで使ってはいけないよ。その昔、とある神父が祝福を人々に無償で与え、魔力が尽きて亡くなってしまった事件もあるんだ」

「そう、なんだ」

　モーリッツの言葉は、エルを祝福するものだったのだ。胸が、じんわりと温かくなる。モーリッツの魔力が欠片となって、エルの中にあるのだ。

　しかし、ふと思い出す。モーリッツはエルに、聞き覚えのない名前で呼びかけた。ヨヨに覚えがあるか聞こうと思ったのに、何故か発音できなかったもの。あれは、なんだったのだろうか。思い出そうとしても、浮かんでこない。一度見聞きしたものは、絶対に忘れないはずのに。

　鈴の音がリンと鳴ったような、美しい響きのある名前だった。

「お嬢さん、どうかしたのかい？」

「あ──いや、なんでもない」

　フォースターが手を差し出したので、エルは握り返す。

「ジルベール・ド・フォースター、汝の人生に光あれ」

　フォースターは目を見開き、ハッとなる。

「お嬢さん、君は──！」

「さようなら、フォースター」

　そう言って、エルは長いしっぽ亭のドアを引く。フォースターとはそのまま別れることとなった。




　長いしっぽ亭の店内は壁一面が棚で、そこにぬいぐるみがちょこんと座っていた。どれも愛らしいぬいぐるみだが、瞳が本物の生き物のようで思わず胸がドキッとする。

「らっしゃい!!」

　店の奥から出てきたのは──額に傷がある、厳いかつい顔をした中年親父だった。目はぎょろりと大きく、髪を全て剃そった頭に、何故かねじった布を巻いていた。傭兵のように盛り上がった腕の筋肉は、エルの太ももよりも太い。愛らしいぬいぐるみと店主は、別世界の住人のようである。店の奥に武器屋でもあるのだろうか。エルは混乱していた。

「あ、あの、わたし……」

「第百号、うさぎ型の主人だな？　二年前の春に、うさぎのぬいぐるみを受け取っただろう？」

「はい。でも、なんでわかったの？」

「気配でわかる」

　それはいったい、どういうことなのだろうか。エルは魔法鞄から、うさぎのぬいぐるみを取り出した。その瞬間、厳つい店主が目をくわっと見開いた。

「なんと!!　名付けをしておらぬのか!?」

「名付け？」

「そうだ。普通、愛らしいぬいぐるみには、名前を付けるだろうが！」

　エルはただ、うさぎのぬいぐるみ、と呼んでいた。普通の子どもは、ぬいぐるみにも名前を付けるらしい。

「でも、名前ってどうしても必要なの？」

「これは、普通のぬいぐるみではない。人工精霊だ」

「人工、精霊？」

「ぬいぐるみの体内に魔石を埋め込み、贈り主の魔力を籠こめる。そして、名付けをした瞬間、契約が完了する。生を得たぬいぐるみは、契約者の話し相手となったり、遊び相手となったりするのだ」

「父さん、そんなこと、一言も……」

「話を聞いてなかったのだろうな」

　ここで、エルはハッとなる。目的は、父の情報を聞き出すことだったのだ。

「あ、あの、このぬいぐるみを受け取りに来た男の人を、覚えてる？」

「ふむ、覚えておるぞ。背が高く、金の髪に、タレ目でヘラヘラしていた落ち着きのない男だな？」

　間違いなく、フーゴである。行方不明となり、現在捜している最中であるとエルは訴えた。

「それで、最近ここに来たり、見かけたりしていない？」

「いや、あの男は、商品を受け取ってから来てもいないし、見かけてもいない」

　その言葉を聞いて、エルは落胆する。ここは五年から十年に一度商品を受け取れる店である。そんなに頻繁に行き来できる店ではない。ただ、フーゴは特徴的な男で、他の店でも目撃されている可能性がある。他の店を当たろう。そう思っていたら、店主に引き止められた。

「おい、せっかくだから、ここで契約していけ」

「契約したら、このぬいぐるみに命が宿るの？」

「そうだ。人が生命に名付ける行為を、命名と言うだろう？　名付けは大切な儀式なのだ」

　ぬいぐるみの目を覗き込んでも、作り物にしか見えない。本当に、名前を付けただけで命が宿ると言うのか。ふと、視線を感じて棚のほうを見る。クマのぬいぐるみの黒い目が、エルを見ているような気がしたのだ。

「そこにある、クマのぬいぐるみは？」

「あれは、俺と契約している人工精霊だ。おい、グリー！」

『は～い』

　突然、クマのぬいぐるみが挙手し、棚から飛び降りた。

「うわっ!!」

　ヨヨも驚いたのか、全身の毛を逆立ててふくらませていた。グリーと呼ばれたぬいぐるみは肩を竦すくめ、棚に戻っていく。運動神経はいいようで、棚の一番上まで跳び乗っていた。

「まあ、この通り、ぬいぐるみは生きている。だから、このぬいぐるみは大量生産できない。生き物を生み出すのには、大変な労力がいるからな。今、こいつは眠っている状態にすぎない。目覚めさせてやれ」

「その前に、質問があるのだけれど」

「なんだ？」

「契約したら、私の魔力を分け与えるの？」

「いいや、それは必要ない。これらのぬいぐるみには、贈り主の魔力が籠っている。それを命に換えて、動くのだ」

「ということは、魔力が尽きたら、動かなくなってしまうの？」

「まあ、そうだな。これはそもそも、そういうものだから」

「そういうものって？」

「子どもの遊び相手や話し相手をするぬいぐるみは、大人になったら必要なくなるだろう？　役目を終えたぬいぐるみは、眠りに就くようになっている」

「ああ、そういうこと」

「もちろん、それをしないで、自分の魔力を注いで傍に置く者もいるがね。まあ、稀だな」

　子どものために、愛情と魔力が注がれた世界で一つのぬいぐるみ。

　フーゴが、エルのために作ってくれたのだ。

　エルはじっと、ぬいぐるみを見つめる。白くてふわふわで、赤い瞳とピンと伸びた耳が愛らしい。

「う[image: ～][image: ～]ん」

　どんな名前を付けようか。迷っていたら、店主がエルの背後に隠れていたヨヨの存在に気づいた。

「む、そこな猫は、妖精か？」

「あ、うん。そう」

「ほう、小山猫か。初めて見る」

　店主はしゃがみ込んでヨヨを見つめる。圧迫感を覚えたからか、ヨヨは後あと退ずさっていた。

「なるほどな。人工精霊がいなくとも、親友ともがいたというわけか」

「でも、夜いつも一緒にいてくれたのは、このぬいぐるみだったから」

　フーゴがいない、一人寂しい夜をずっと一緒に過ごしてきた友達だ。どんな名前がいいだろうか。エルは考える。窓の外を見たら、ふわふわの淡雪が降り始めた。それを見て、ピンとくる。エルはぬいぐるみを高く上げ、名前を叫んだ。

「決めた。この子の名前は、ネージュ」

　ネージュ。古代語で、雪という意味だ。名前を呼んだ瞬間、ぶるりとウサギのぬいぐるみが震えた。赤い瞳に光が宿り、むくりと自らの力を用いて起き上がる。

　エルはウサギのぬいぐるみと目が合ってしまった。

「あなたは──」

『遅いですわ!!』

　ネージュがジタバタと暴れ始めたので、エルが手を離すと、一回転して床に降りた。

『いつ、名付けを行うのか待っていたのに、もらってから二年後ってどういうことですの!?』

　幼い少女の声で叱られた。エルは不思議な気分を味わっていた。

「ごめんなさい。まさか、あなたに命が宿っているとは、思わなかったから」

『まあ、あのぼんくら男が説明しなかったのが、悪いのでしょうけれど』

　父親をぼんくら呼ばわりされたが、何も返す言葉がなかった。事実、フーゴはぼんくらだった。エルを森の奥地へ連れてきたのに、生活能力は皆無。料理も掃除も裁縫も、火熾しすらできない。一応、やろうと努力する姿勢は見せるものの、驚くほど不器用だった。唯一、狩猟が得意だったが、解体はできないという体たらく。モーリッツと共に呆れたことは一度や二度ではない。

　何故、森の奥地にエルを連れてきたのか、質問したことがある。エルは真剣に質問していたのに、フーゴはふざけた様子で「自然を愛しているからさ～」なんてことしか言わなかった。そう。エルの父親フーゴは、ぼんくらでいい加減で、いつもヘラヘラしている男だったのだ。きっと、ぬいぐるみを受け取った時も、よく話を聞きもしないで店を飛び出したに違いない。フーゴについて思いを馳はせていたエルであったが、ネージュの叫び声で我に返った。

『きゃあ！　わたくし、裸ではありませんか！』

　ぬいぐるみなので、裸でいるのは普通だろう。そう思っていたが、周囲のぬいぐるみを見てみたら、服を着ていた。レースたっぷりのドレスを纏っていたり、紳士顔負けの燕尾服を着ていたり。子ども服のような、可愛らしい寸法の服である。今まで意識していなかったので、まったく気づかなかった。エルは上着を脱いで、ネージュにかけてあげた。

「あの、おじさん、ここで、精霊の服を買えるの？」

「ああ、もちろんだ。こっちに来い」

　奥の部屋に招かれる。エルはネージュを抱き上げ、店主のあとに続いた。

　厳つい顔の主人に、奥の部屋へと導かれる。そこにあったのは、人工精霊用の服が並ぶクローゼットのような部屋だった。扉以外は壁の全面が棚で、さまざまな種類の服が豊富に揃えられていた。入ってすぐ傍にあったトルソーには、胸の大きなリボンが愛らしい金糸雀かなりあ色のドレスが着せられていた。他に、袖口に豪ごう奢しゃなレースがあしらわれたブラウスや、ベルベット生地のなめらかな手触りのワンピース、物語の王子が着ているような華やかな服もある。

「これ、すごい……。全部、人工精霊の服なんだ」

　ネージュはどんな服がいいのか。チラリと横目で見たら、ありえない一式を真剣な眼まな差ざしで見つめていた。

「あの、ネージュ。それがいいの？」

『ええ、わたくしには、これがぴったりかと』

　ネージュが見ていたのは、騎士の甲冑かっちゅうと剣だった。小さなぬいぐるみが着られるように作ってある。寸法が小さいのでどこか可愛く見えるが、鎧よろいの硬さや剣の鋭さは本物だ。

「ほう。これは驚いた。騎士クラスだったか」

「クラスって？」

「人工精霊が独自に持つ、適性だ」

　四六時中喋っているような子どもには話術師の適性。遊び好きで活発な子どもには遊戯師の適性。大人しく本好きの子どもには読書師の適性。人工精霊には、その子どもにもっとも必要な適性を持って生まれる。エルに必要なのは、騎士の存在のようだ。

「一応、鎧を作っていたものの、今まで騎士の特性を持つ人工精霊はいなかった。あんたは、もしかして誰も守ってくれる存在もんがいないのか？」

　エルはぎゅっと口を閉ざす。しかし、その行為だけでエルの現状を見透かされてしまった。

「沈黙は肯定するようなものだな。そういえば、さっきも父親の行方を聞いていたが、蒸発でもしたんだろうなあ」

　エルが返事をしないからか、店主は独り言のように呟いていた。推測は外れていないので、なんだか悔しくなる。

「まあ、人工精霊はそんじょそこらの騎士より強いだろう。今日から、存分に守ってもらえ」

　その点に関しては、ありがたいものである。しかし、一点問題があった。

「その甲冑一式は、いくらなの？」

　エルの所持金で足りるのだろうか。よくよく見たら、鎧や剣に魔法の呪文が刻まれていた。これは付与魔法といって、物に魔法を宿す高位魔法だ。きっと、値が張るに違いない。

　ドキドキしながら、店主の返答を待つ。

「いや、これの代金は必要ない」

「え、なんで？」

「服や、装備品は初回無料だ。厳密に言ったら、服代も含まれているのさ」

　フーゴはネージュの服を選ぶ前に、店を飛び出していったらしい。そうとう、急いでいたようだ。

「そうだったんだ」

「こんないいもんを寄よ越こしてもらって、お前は幸せ者だ」

　うさぎのぬいぐるみをもらった時、フーゴは帰ってくるのが特別遅かった。過去を遡さかのぼっても誕生日に贈り物を用意していたことはなかったので、遅くなった詫わびの意味合いが強いものだと思っていた。しかしながら、これはただのぬいぐるみではなかった。フーゴの魔力が籠った、制作に十年もかかる人工精霊である。詫びでも、気まぐれでもない。フーゴの気持ちが籠った贈り物なのだ。

　エルはしゃがみ込んで、ネージュと目線を同じにしながら話しかける。

「ネージュ、この甲冑と剣でいい？」

『もちろんですわ！』

「だったら、これをください」

「まいど！」

　可愛らしい服に囲まれた店とは不似合いの、気合いが入った返事だった。店主はネージュに鎧と剣を装着してくれた。

「これはおまけだ」

　ネージュに差し出したのは、首元にフワフワの毛皮が付いた、真っ赤なマントである。鎧を着こんだ上に身に着けたら、どこから見ても立派な騎士にしか見えなかった。身支度が調ととのったネージュは、マントを翻ひるがえしながら振り返った。剣を抜き、ぶんぶんと軽く振り回してポーズを決める。

『ふふん。いかがかしら？』

「カッコイイ！」

　ネージュはヨヨもチラリと見て、感想を要求する。
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『いや、結構イカしていると思うよ』

『当たり前ですわ!!』

　こうして、エルに頼もしい騎士の仲間ができた。

「良かったな、嬢ちゃんよ」

「うん、嬉しい。でも、ネージュを連れていたら、街中で目立たない？」

「何を言ってんだ。ここは王都だ。獣人にドワーフ、竜人、エルフとなんでもいる。今さら、うさぎが二足歩行で歩いていても、誰も気にしないさ。それに、胸むな糞くそ悪い話だが、うちの商品の偽物が多く出回っている」

「人工精霊を、他の誰かが開発したの？」

「いいや、あんな物が人工精霊なわけあるか！」

　なんでも、それは魔石を動力源とした自動ぬいぐるみらしい。魔技巧士が作り、長いしっぽ亭のぬいぐるみを買えない貴族の間で大流行しているようだ。

「だから、動くぬいぐるみがその辺をよく歩いているものさ」

　魔石で動くぬいぐるみに命は宿っていない。ただただ、体内に刻まれた呪文を元に、ある規則に従って動いているだけにすぎない。

「贈り物としてもらって、思うように動かないからとうちの店に苦情を言いに来る輩やからもいる。たまったもんじゃない。うちは、まっとうな商売しかしていないのに」

「大変だね」

「ああ、大変なんだよ。って、話がズレちまったな」

「ううん。いろいろ話を聞かせてくれて、ありがとう」

「いいってことよ。あ──そうだ。ちょうど良かった」

　店主は棚の中から、巻いてリボンで結んだ羊皮紙を取り出した。

「お前の親父、保証書を、持ち帰り忘れていたんだった。持っていけ。もしも、人工精霊が傷ついたり、盗まれたりした場合は、俺が対処するってもんだ。これは非常に希少な商品でな。盗まれることも珍しくない」

　人工精霊の器となるぬいぐるみには刻印が刻まれてあって、それを元に捜索ができるようになっているらしい。

「俺の最高傑作たちを盗む輩は絶対に許さねえ。もしも、何かあった時は、保証書を持ってここに来るんだ。いいな」

「うん、わかった」

　羊皮紙を広げてみると、フーゴの署名があった。申し込んだ時と、受け取った時と二箇所ある。

　相変わらず、汚い文字である。フーゴが書いた字を、モーリッツが「ミミズが這いつくばった跡のようだ」と言っていたのを思い出してクスリと笑ってしまった。

「……あれ？」

　家名に違う名前が書かれている。フーゴとエルの家名は、『ハルツハイル』だ。しかし、署名には、『フーゴ・ド・ノイリンドール』と記されている。いったい、どういうことなのか。

「どうした？」

「な、なんでもない」

　これ以上、初対面の相手である店主に素性を明かすわけにはいかない。エルは保証書を巻いて、素早く魔法鞄の中にしまった。店主に深々と頭を下げて、店を出る。

　バタンと、長いしっぽ亭の扉が開いた瞬間、エルは我に返る。人通りの多い王都の街に、今、初めて一人で立っているのだ。長いしっぽ亭の店主が言っていた通り、道を行くのはエルと同じ人種だけではなく、多彩だ。頭部が鷲わしで首から下が人の体を持つ、フロックコートを纏う紳士が通り過ぎる。次に、背中に大きな翼を持つ、ズボンを穿いた女性が空を飛んでいた。向かいの通りでは猫のぬいぐるみが、幼い貴族令嬢のあとをテクテクと歩いていた。ただ、頭の大きな体では均衡を崩すのか、何度も転んでいる。その度に使用人が背中に魔石を詰め込んでいた。転ぶのも五回目となると、貴族令嬢は癇かん癪しゃくを起こす。もういらないと言って、ぬいぐるみを道端に置かれていたゴミ箱の中に放り込んだのだ。

「あっ──！」

『エル、行こう』

『見ていて気持ちがいいものでは、ありませんわ』

「うん、そうだね」

　エルはゴミ箱に捨てられた魔技巧品の猫を見ないように、その場を去った。




　もうすぐ、陽が沈みそうだ。そろそろ宿で休んだほうがいい。エルはそう思ったが、ここは見知らぬ街。どこに宿があるかさえ、エルは知らない。

『ご主人様、どうかなさいましたか？』

「宿を取らないといけないのだけれど、どこにあるのかわからなくて」

『でしたら、わたくしが宿にご案内いたしますわ』

「すごい。そんなことも知っているんだ」

『王都の地図は頭に入っております。なんといっても、王都生まれですから』

　エルが拍手すると、ネージュは満更でもない表情を見せる。

『貴族御用達の宿ともなれば、一番安い部屋でも金貨五枚は必要ですけれど』

「一泊で、そんなに使えないよ」

『でしたら、ご予算はおいくら？』

「高くても、銅貨十枚くらい」

『それでは、下町の安くてボロボロの宿しか泊まれませんわ。下町は治安が悪いので、行くのは勧めません。最低でも、銅貨三十枚の宿にしませんと』

「わかった。その宿に案内して」

　ネージュは『お任せあれ』と言い胸に手を当て、恭うやうやしく会釈する。その姿は、本物の騎士のようだ。

『では、行きますわよ』

「お願い」

　ネージュの先導で、中心街にある宿を目指す。その間、エルは所持金について頭の中で計算を繰り返していた。黒斑病を治した時に治療代と薬代をもらったが、王都に来るまでに結構出費があった。旅する中で安全を手にするために、金を惜しみなく使っていたのだ。おかげで、怪我もなく辿り着くことができた。明日は、魔石を売って所持金を増やしたい。きちんと売れるのか、エルは不安だった。だが、そんな不安も吹き飛ばすものを発見する。広場に魔石灯が点々と連なって光る場所を見つけたのだ。たくさんの露店があり、人々が行き交っている。

「ネージュ、あれは？」

『夜よ市いちですわ』

「少し、見てみたい」

　エルはヨヨをチラリと見る。顔を顰めてはいたが、『ちょっとだけだからね！』と言って、渋々許してくれた。王都では、毎晩のように夜市が開催されているらしい。地方の特産品や大量生産された安い雑貨、アンティークの品々、新鮮な野菜に焼きたてパン、料理など、さまざまな物が売られている。まだ暗くなっていないからか、開いていない店がチラホラある。人通りも疎まばらだった。エルは匂いに釣られて、料理を売る店のほうへ向かった。

「いらっしゃい、いらっしゃい」

「焼きたてだよ！」

「安いよ、安いよー！」

　活気のある店が並んでいる。最初に覗き込んだ店は、パンに揚げた白身魚と『タルタルソース』と呼ばれるソースを挟んだ物に、揚げたイモと炙ったソーセージが山盛りになった料理を提供していた。おいしそうだが、エル一人では食べられそうにないので素通りする。二軒目は、エルの背丈よりも大きな肉の塊を丸焼きにしていた。焼けた肉はナイフで削いで、ポケットのような形のパンに詰めている。それを買ったばかりの男性が、大きな口で頰張っていた。肉汁が口の端から零れていたが、滴り落ちる前に指先で拭う。あまりにも大きいので、エルの口ではかぶりつけそうにない。これも、諦める。三軒目は、プルプルになるまで煮込んだ牛すじを、たっぷり汁をかけた麺に載せたものだった。出だ汁しのいい匂いが、辺りに漂っている。看板には、『牛すじ麺』と書かれていた。

「これだったら、食べられそう」

　一杯銅貨一枚と値段も手頃な上に、五人ほどの列もできていた。きっと、おいしいから並んででも食べたいのだろう。エルの夕食が決まった。五分ほど並び、牛すじ麺を手にした。器とフォークは食べ終わったら返す仕組みらしい。露店の裏に、机と椅子があった。そこで食べていいようだ。エルは他の大人たちに交じって、牛すじ麺を食べる。乾麺はフーゴがたまに買ってきていた。エルはスープに入れて食べていたが、そこまでおいしいとは思わなかった。しかし、この牛すじ麺はおいしそうに見えたのだ。フォークに麺を絡め、汁が滴らないように食べる。

「んんっ!?」

　あまりにも、今まで食べた麺とは違ったのでエルは驚いた。汁が麺に絡み付き、魚介の出汁の利いた味わいが口の中に豊かに広がる。そんな出汁の味わいを感じながら噛みしめる麺はプリプリで、ほどよい歯ごたえがあった。これが、本物の麺料理なのだろう。エルは麺という食材をよく知らずに、適当に調理していたのだ。おいしさの秘密を知ろうと、露店の店主が牛すじ麺を作る様子を横目で見た。麺は乾麺でなく、軟らかい生の麺を使っていたようだ。それを、茹ゆでたあと、しっかり湯切りしていた。麺は別茹でにしなければならない物だったようだ。

『エル、早く食べないと、麺が伸びるよ』

　ヨヨに促され、エルは麺を啜る。牛すじは驚くほど軟らかくて、プルプルだった。あまりのおいしさに、汁まで全部飲み干してしまう。空腹だったからだろう。けれど、それを抜きにしてもおいしかった。思いがけない食事との出会いに、エルは感謝する。そして、絶対おいしい麺料理を作ろうと、心の中で決意を固めていた。

　満腹になったエルは、ネージュの案内で中央街にある宿にやってきた。比較的新しそうな建物は、アプリコット色の塗装が全面に塗られ、華やかで明るい印象を与える。七階建てで、世界初の魔石を動力として動く昇降機があるらしい。それが自慢なのか、昇降機の表面はガラス張りで作られていて、外から見えるようになっていた。エルが宿に一歩近づいたら、若いドアマンが顔を顰める。宿泊客には見えなかったのだろう。こういう時、萎縮してはいけない。堂々としていなければ、不審に映る。逆に、エルは眉を顰ひそめ、扉を開こうとしないドアマンを見た。すると、慌てた様子で扉を開いてくれた。

「ありがとう」

　エルはそう言って、中へと入る。ロビーは広く、手入れがなされた絨毯が敷かれてある。待合室には、観光客らしい荷物を持った人たちが休憩していた。奥のほうには、喫茶店もあるようだ。

　まずは、受付で空室があるかどうか尋ねる。

「あの、空いている部屋は、ある？」

　若い受付係の女性は、眉を下げ困った顔でエルを見下ろしていた。きっと、年若い娘が一人で泊まりに来ることなどないのだろう。

「お金はあるから、質問に答えて」

「えっと、あの、お嬢ちゃん、お父さんとお母さんは？」

「いない。見たらわかるでしょう？」

「え、ええ。そう、ですね。では、身分証を拝見させていただきます」

「身分証？」

「ええ。王都内での宿泊は、身分証が必要となります」

　そんな物、持っていない。身分証が必要なんて話は、聞いたことがなかった。

「いつから、身分証制度ができたの？」

「一年くらい前ですね。現国王に代わってから始まった制度です」

「そう。身分証は、どこで取得できるの？」

「ギルドで発行しています。しかし、今の時間はもう、閉まっているかと」

　つまり、この宿にエルは泊まれないということになる。

「王都に、身分証なしで泊まれる宿はある？」

「え～っと、それは、厳しいですね。どの宿でも、たいていは身分証が必要となっていまして」

「わかった。ありがとう」

　礼として受付の女性にチップを手渡し、エルは宿を出る。受付で話を聞いている間に、太陽は沈んでしまった。

『ねえ、エル。フォースターのおじいさんの家に行ったら？　それか、シャーロットの家とか』

「いい、大丈夫」

『ええ[image: ～][image: ～]!?』

『あなた、王都に知り合いがいるのならば、頼ったほうがよろしくてよ』

　ネージュの言葉を無視して、エルは歩き始める。

『エルは頑固なんだ。それから、他人に甘えるのがへたくそなんだよ』

『まあ！　意地を張っていたら、大変な目に遭いますわよ！』

　エルはネージュの話を聞かず、暗くなった王都の街をスタスタと歩いていってしまう。

　ヨヨとネージュは大いに慌てた。

『追いかけなきゃ！』

『仕方ありませんわね！』

　夜の街を少女と妖精、精霊が歩いていたが、気にする者は一人もいない。王都は、そういう場所だった。

『エル～、どこに行くの？』

「食堂。お店を手伝う代わりに、一晩泊めてくれないか頼みに行く」

　以前読んだ本の中に、あったのだ。店で働く代わりに、泊めてもらう物語を。

『やめなよ。エルに、そういう接客系の仕事は向いていない』

「注文を取りに行ったり、配膳に行ったりすることは難しくても、皿洗いならできるし」

『でも、身分証もない人を雇ったり、泊めたりするかねえ……』

　ヨヨの言う通り、食堂のおかみと話したが、まず身分証を、という話になった。

「身分証制度が始まってから、犯罪も減ったんだよ。だから、身分証を確認しないと心配でねえ。最近は客の身分証まで確認するようになったんだ。ごめんねえ」

　二軒目も、三軒目も似たような反応をされる。王都に住む人々は、かなり身分証に依存した暮らしをしているようだった。

「犯罪を軽減してくれる身分証を判断の指数にするのは間違っていない。合理的だと思う……」

『そうだねえ』

『わたくしは、気に入りませんわ。たった一枚の紙で、人が安全か危険か測るなんて』

　今まで生活していた森の中とは、暮らし方がまるで違う。しかし、それを受け入れるしかない。異国の勇者も言葉を残していた。『郷に入れば郷に従え』、と。

『それで、今日はどっちの家にするの？　シャーロット？　それともフォースター？』

「どっちでもない」

『あなた、もしかして、野宿するつもりですの？』

「野宿は、したくないけれど」

　エルはこのような状態に陥っても、自分でどうにかしたいと考えていた。ヨヨは叫ぶ。『この、わからずや～でいじっぱり娘～』と。エルは気にせずに、歩き続ける。

　少しして、夜市を開催する広場とは違う、開けた場所に出てきた。そこでも、魔石灯が連なって点され、露店が並んでいる。夜市よりも、たくさんの人が集まっていた。

『あれは、魔石夜市ですわ』

「魔石夜市。魔石を売る市場ってこと？」

『ええ、そうですわ。ここも、王都名物の一つかと』

　毎晩開催される魔石夜市では、魔石技士が魔石を魔石売りに卸し、魔石売りが魔石を客に販売する店が連なっている。

「わたしの魔石も、ここだったら買い取ってもらえるかもしれない！」

　エルはそう呟き、魔石夜市に向かって走り出す。

『ちょっ、エル、待ってよ！』

『ご主人様、危険ですので、わたくしから離れないでくださいまし！』

　駆けるエルを、ヨヨとネージュは慌てて追いかける。魔石夜市は、木箱に山盛りされた魔石から、宝石のように大切に取り扱われる魔石まで、さまざまな魔石が売られている。客は観光客と、地元住人、それから魔技巧士に買い付けに来た商人と、多岐にわたっているようだ。

　エルは目を輝かせながら、魔石を見て回る。ただ、どの魔石も、白濁した色だった。エルの魔石のように、水晶の如く澄んだ色の魔石はない。高位魔石として売られていた物も同様に。首を傾げながら、店を眺めて歩く。

「もう、品切れだ」

「ええ、困ったなあ」

「こっちも困っているんだよ。買い占められてしまって。今日は他の店を当たってくれ」

「はあ、そうするよ」

　そんな会話が聞こえ、エルは足を止める。ここの店ならば、エルの魔石を買い取ってもらえるのではないかと思ったのだ。

「あの」

「なんだい？　もう、魔石は売り切れだよ」

「そうじゃなくて、魔石を、買い取ってもらえないかと思って」

「魔石？　お嬢ちゃんは、魔石売りなのかい？」

　頷くと、見せてくれと言われたので、エルは鞄の中から火の魔石を取り出して店主に見せた。

「こ、これは──！」

　ドキドキと、胸が高鳴る。モーリッツ以外に、魔石を品定めしてもらうのは初めてだった。

「偽魔鉱石を使ったクズ魔石か？」

「違うけれど」

「いいや、間違いない」

　偽魔鉱石だなんて、聞いたことがなかった。いったいどういう物なのか、質問しようとした瞬間、とんでもない罵声を浴びせられた。

「クズ魔石を掴ませやがって！　この、詐欺師が！」

　そう言って、店主はエルに火の魔石を投げてくる。胸にぶつかり、エルは地面に膝を突いた。

「うう……！」

　胸が痛い。当たった魔石のせいでもあったが、別の理由でも胸が痛んだ。頑張って作った魔石をクズ魔石と呼ばれるなんて……。地面に落ちた魔石を拾い上げる。幸い、傷は付いていなかった。エルにぶつかったあと落ちたので、緩衝材代わりになったのかもしれない。

　地面に蹲うずくまっていると、店に誰かがやってきた。

「旦那、どうしたんだ？」

「この娘が、クズ魔石を売ろうとしたんだ！」

「なんだと!?」

　大きな声に驚き、顔を上げる。エルに侮ぶ蔑べつの視線を向けていたのは、革の装備を身に着けた傭兵らしい若い男だった。

「お前みたいなのがいるから、王都の治安が悪くなるんだよ！」

　男はエルの胸倉目指して手を伸ばしたが、その手はネージュに叩き落された。

『あなたみたいな下賤げせんな男には、ご主人様には指一本触れさせませんわ！』

　ネージュの威勢が良すぎる言葉が、男を怒らせる引き金となったようだ。腰に差していた大振りのナイフを引き抜いた瞬間に、エルはネージュを抱えて走り出した。

「待て!!」

　捕まったら、大変なことになるだろう。エルは人々をすり抜けながら魔石夜市を走る。

『ちょっと、ご主人様！　あの悪党、わたくしが一刀両断してやりますわ』

「ダメ！」

『エル、お喋りしている場合じゃないよ！』

　人混みの中なので、小回りが利くエルが少しだけ有利だ。しかし、のんびり喋りながら走る余裕はまったくない。なんとか魔石夜市を通り過ぎたが、今度は夜の公園に出てくる。木々や草花が植えられていて、エルが育った森の中に少しだけ雰囲気が似ていた。中心には噴水広場があるようだが、そこは恋人たちが愛を囁く場となっている。近寄らないほうがいいだろう。距離は稼いだが、傭兵らしき男がまだエルを追いかけているのが遠目に見えた。かなり諦めが悪いようだ。もうそろそろ、体力も限界である。どこかに姿を隠そうと思っていたら、何かに躓つまずき転んでしまった。

「うっ！」

『きゃあ！』

『うわ、エルとネージュ、大丈夫？　派手に転んだけれど』

　エルが素早く立ち上がろうとしたところ、手が差し出された。

「悪い」

　低く、掠れたような若い女性の声。エルの目の前にサラリと美しい金色の髪が流れてくる。エルにぶつかった衝撃で、深く被っていた頭巾が外れたようだ。

「私が脚を伸ばしていたから、躓いてしまったんだな」

　エルは呆然と、手を差し出してくれた女性を見上げる。褐色の肌に、切れ長の目、高い鼻に、ぽってりと盛り上がった色っぽい唇。驚くほどの美女だったが、人間ユマンとは異なる点を発見し、ぎょっとする。

　耳がつんと尖とがっていたのだ。エルは物語で読んで正体を知っていた。彼女は世にも珍しい、『ダークエルフ』だった。

　ダークエルフといえば、魔王の手先、悪の一味、邪悪なる存在とも言われている。物語の中では、悪い存在として描かれることがほとんどだ。むしろ、善き存在として書かれている書物や物語は皆無。そのため、ダークエルフに出会ったら、回れ右をして逃げろとまで言われていた。

「あ、あなたは──」

　口を開こうとしたエルは、ダークエルフの背後からやってくる影を見て息を呑んだ。

　目の前の、謝罪の気持ちから手を差し出したダークエルフよりも、邪悪な存在がやってくる。エルを罵ののしった、傭兵らしき男だ。

「やっと、追いついた！　お前、赦さないからな！」

　そんな威勢のいい言葉に反応したのは、エルでなくダークエルフの美女だった。

「は？　お前、何言ってるんだ？」

「な、何って、この娘が、クズ魔石を売っていたから、成敗してやろうと思ったんだよ！」

「クズ魔石って、どんな？」

「どんなって……」

　彼自身、エルの魔石を確認したわけではない。だから、言葉に詰まっているようだ。

「あのな、クズ魔石売りっていうのは、組織的に行われていて、魔法騎士隊でも捕まえることができないんだ。そんなクズ魔石売りが、表立った場所に出てくるわけがないだろうが」

「そ、それは……」

　ダークエルフの美女は、エルに問いかける。

「あんた、クズ魔石を売っているのか？」

　エルは首を左右に振る。

「魔石を見せてくれないか？」

　ダークエルフの美女に言われた通り、エルは魔法鞄の中から火の魔石を取り出した。

「あの、これ、です」

「これは──！」

　魔石を受け取ったダークエルフの美女は、すぐさま魔石の表面に刻まれた呪文を擦り、魔石の力を発動させる。地面に置いた魔石は淡く光り、発光した。そして、ボッ！　と音を立て、火が巻き上がる。

「本物だな。クズ魔石なんてとんでもない。見ての通り、上質の魔石だ。あんたは、罪もない少女を刃物で脅して追いかけ回していたんだ。魔法騎士隊に通報したら、拘束され──」

「うるさい！　俺は魔石売りに頼まれたんだ。罪を問うならば、そっちに言ってくれ！」

　クソが、と吐き捨て、男は走っていなくなる。ポツンと残されたエルに、再度手が差し伸べられた。

「あんた、大丈夫？」

「うん、平気」

　今度は、美女の手を取って立ち上がった。

「怪我はないか？」

「うん」

「そうか、良かった」

　美女は手を貸してくれただけではなく、エルの服に付いた埃や土を手で払ってくれた。薄暗いのではっきりとわからないが、魔技巧士が着ているような丈の長い黒い外套を纏っている。年頃は、二十代半ばから後半くらいか。

「あの、ありがとう」

「いや、気にするな。魔石を、売ろうとしていたのか？」

　エルはコクンと頷く。モーリッツは一人前だと言っていたが、いざ森を出てみると、人々からの評価は散々である。魔石技士として、自信がなくなりつつあった。

「最近、偽造魔石やクズ魔石が多く出回っていて、魔石売りはピリピリしているんだ。まあ、運が悪かったとしか言いようがない」

「どうして、わたしを助けてくれたの？」

「ああ、それは、妖精が付いているからだ。妖精は人間の悪い感情を何よりも嫌う。そんな妖精が傍にいたから、あんたはきっと善良な人間だと思っていた。私も、一応妖精族の端くれで、人の悪感情には敏感だからな」

　ダークエルフの美女は、尖った耳を指でさしながら淡く笑った。どうやら、ヨヨがいたため、助けてくれたようだった。

　彼女は頭巾を深く被り直す。

「そういえば、あんたは私を怖がらないんだな。私を一目見て、ダークエルフだと悲鳴を上げる輩もいるんだ」

「別に、怖くない。あなたは、とても親切だったから」

「はは。ありがとう」

　照れ臭かったのか、顔を逸らしながら笑っていた。エルはついていた。運よく転んだおかげで、ダークエルフの美女に助けてもらえたのだ。

「あの、これを」

　エルは魔法鞄から炎の魔石を取り出し、ダークエルフの美女へと差し出した。

「これ、助けてくれたお礼」

「え、いいのか？」

「うん」

「へー。さっきも思ったが、あんたの魔石は質がいい……は？」

　炎の魔石を手にしたダークエルフの美女は、目を剝いていた。

「どうかしたの？」

「──なんだ、この強力な魔石は!?」

　ダークエルフの美女は、エルの炎の魔石を見て硬直していた。よくよく見たら、手が震えている。

「あの、その魔石がどうかした？」

「これ、あん──いいや、ここで話すことじゃないな。近くの店、いいや、私の工房で話さないか？」

「何を、話すの？」

　ダークエルフの美女は僅かにしゃがみ、エルと視線を同じにする。そして、目をキラキラと輝かせながら言った。

「あんたの、すんごい魔石について話をしたい」

「すごい？」

「ああ。こんなキレイな魔石、見たことがない。詳しい話を聞かせてくれ」

　エルの顔がぱっと明るく輝く。初めて、モーリッツ以外から、魔石を褒められたからだ。

　嬉しくなったエルはすぐに頷きそうになったが、知らない大人に付いていってはいけないとモーリッツに言われていた。念のためヨヨに確認を取る。

『まあ、別に悪い人じゃないみたいだから、大丈夫なんじゃない？』

「そうだよね」

　妖精のヨヨがそう言うので、エルは美女に向けて頷いた。

「よし。じゃあ、一応、先に名乗っておく。私はフェルメータの森に住むイングリットだ」

「わたしは──」

　名前を言いかけて、口を閉ざす。危うく、名乗りそうになった。

「わたしは……」

　噓の名前でもいいので、名乗ればいいのに何も出てこなかった。

「あんた、魔法が使えるのか？」

「うん」

「だったら、簡単に全名を名乗れるわけがないか」

　全名には特別な力が宿る。モーリッツレベルの高位魔法使いならば、全名を把握しただけで相手を支配することもできるのだ。

　彼女はその辺の事情を察して、名乗れないことは気にするなと言ってくれた。一応、挨あい拶さつとして手と手を握り合った。ダークエルフの美女改めイングリットは、エルの手を握ったまま歩き始める。

「あなたは、何をしている人なの？」

「魔技巧士だ」

「だったら、中央通りに工房があるの？」

「中央通りに工房を持つ魔技巧士は、金にがめつい奴らばかりだ」

「そうなんだ」

　今いる場所からまっすぐ行くと中央通りである。イングリットは脇道に逸れ、路地へと入っていく。王都の裏通りに魔石街灯はなく、周囲は薄暗いというレベルではない。ほぼ真っ暗な中を、イングリットはズンズンと迷いなく進んでいた。

『けほ、けほ、この道、空気が悪いですわ！』

『この通りの空気、もやっとしているねえ』

　ネージュとヨヨの言葉に、イングリットは振り返らずに言葉を返す。

「王都全体が、こんなもんだよ。私の育った森に比べたら、驚くほど空気が汚い」

　エルは魔法鞄から手しゅ巾きんを取り出し、口に当てた状態で歩く。だんだんと、路地は細くなり、分岐は増えていった。

　十分ほど歩いた先は、王都の下町と呼ばれる場所だ。古びた木造の家が並んでいる。特徴といえば、四階建ての家が狭い路地を囲むように建っていること。非常に圧迫感がある。向かい合った家と家の間に紐ひもを通し、そこに洗濯物を干していた。その様子は、エルにとって少しだけ面白いものだった。

　地面は窓から差し込む灯りに照らされ、街灯がない路地よりはだいぶ歩きやすくなっている。

「ここ、すごいね」

「労働者階級が住む通りだ。一ヶ月の家賃はなんと、銅貨五枚」

「労働者階級って？」

「知らないのか？」

「うん。今日、ここに来たばかりだから」

　王都には、階級と呼ばれるものがあるらしい。

「まず、王都に住む者の大半を占める労働者階級、次に、全体の二割程度しか存在しない中流階級、そして、ごく少数の存在である上流階級。それらの頂点に立つのが王族だ」

　身分証の登録時に年収や財産を書き込み、どこの階級であるか振り分けがなされるようだ。ちなみに、子どもの場合は親の階級と同じになる。

「現在の法律では、同じ階級の者同士でしか結婚は認められていない。他に、労働者階級が入店できない商店もある。他にもいろいろあるが、簡単にまとめたらクソみたいな決まりだ」

　そんな話をしているうちに、イングリットの工房に辿り着く。二階建てで、今にも傾きそうなボロ家だった。

「ここが私の工房だ」

　そう言って、イングリットは扉の取っ手に手をかけたが、なかなか開かない。

「鍵、かかっているんじゃないの？」

「いいや、侵入者除けの結界は張ってあるが、鍵はかけていない」

　何度か引いたり押したりを繰り返していたが、最終的には扉を蹴って開けていた。扉は少し傾いてしまっているらしい。老朽化による弊へい害がいだろうと、イングリットは言った。

「散らかっているが、遠慮なく上がってくれ」

「おじゃまします」

　ギイと、重たい音を鳴らしながら扉が開かれる。イングリットが呪文を発すると、部屋がパッと明るくなった。天井と窓、床と、設置されていた魔石灯が一斉に点灯したのだ。通常、魔石灯を使う際は、火の魔石を一つずつ発動させて角灯に入れなければならない。

「呪文を発しただけで点灯するなんて、便利」

「これは、私の発明品なんだ。ものぐさ研究院の学者を中心に売れている。でもまあ、売れるって言ってもそれくらいだな」

「どうして？」

「貴族の家では、使用人を大勢雇うことをステータスとしている。そんな中で、雇いすぎた使用人には仕事がない。そんな使用人は、魔石灯を点けたり消したりする仕事と、角灯の管理を任せるんだと。よく理解できないがな」

　一般的な家庭では、魔石灯を点けたり消したりするのは小さな子どもの仕事らしい。魔石に触れさせて、将来困ったことにならないよう、使い方を覚えさせるのだとか。

「そんなわけで、私の開発した自動魔石灯は王都の貴族たちには需要がないんだ」

「便利なのに」

「まったくだよ」

　イングリットのあとに続き、部屋の中へと足を踏み入れる。入ってすぐ部屋になっていて、奥に階段と扉が見えた。テーブルの上には何かの設計図が書かれた羊皮紙が広げられ、よくわからない部品が散乱している。床には破られた設計図に、広げられたまま置かれた本、工具など、足の踏み場がないくらい物が散乱していた。

「じゃあ、その辺に座っていてくれ。何か、飲み物でも」

「どこに座るの？」

　長椅子がないのは当たり前として、座ることができる隙間は空いていない。エルは真面目な顔で問いかけた。

「あ、いや、そうだな。すまない」

　イングリットは椅子の上にあった本を撤去し、座れるようにした。

「あとは、茶でも発掘してくるから」

　発掘という言葉が、エルの中で引っかかる。いつも淹れていないから、どこに茶があるのかわからないのだろう。果たして、それは飲んでも大丈夫な物なのか、エルは恐ろしく思った。

「あの、お茶はわたしが淹れるから」

「いいのか？」

「うん。なんか、怪しいお茶を淹れそうだから」

　失礼な発言であったが、イングリットは何も返さない。心当たりがあったのか、明後日あさっての方向を見ていた。

　ネージュとヨヨは部屋の隅に身を縮めて座っていた。自分たちで空いている場所を確保していたようだ。

　エルは今まで見たことがない雑然とした部屋の中で、不思議に思う。物語の中で、家主が「散らかっていますが、どうぞ」と言って客人を家に招くのは、謙けん遜そんの意味合いが強いと書かれてあった。実際に、散らかっている場合はほとんどないのだとも。

　しかし、「散らかっているが、遠慮なく上がってくれ」と言ったイングリットの部屋は、実際に散らかっていた。一般的な謙遜は、ダークエルフの森で育ったイングリットには当てはまらないのかもしれない。

　そんなことを考えつつ、エルは魔法鞄の中から茶を選ぶ。何がいいのか。夜だから、興奮作用のある茶素が少ないものがいいだろう。森で採った林りん檎ご草そうで作った茶に決めた。林檎草茶は心を落ち着かせる効果がある。いまだ、傭兵らしき男に追い駆けられた名残か、胸がドキドキしていた。今のエルに必要な茶でもあるだろう。林檎草茶が入った瓶、魔石ポット、カップ、ソーサー、茶菓子と鞄の容量以上の品々を取り出すと、イングリットが身を乗り出して魔法鞄を覗き込んできた。

「なんだ、それ!?」

「鞄」

「それはわかるけれど、何か特別な魔法がかけてあるだろう？」

「もらい物だから、よくわからない」

　何か聞かれた時は、こういう風に答えるに限る。モーリッツ独自の魔法鞄なので、詳細を聞かれても説明できないし、同じ品は二度と手に入らないからだ。魔法鞄に興味津しん々しんなイングリットは無視して、魔石ポットで湯を沸かすことにした。二段重ねになったポットの一段目に火の魔石を入れ、二段目に水の魔石から作った水を注ぐと、すぐに湯が沸いた。

　するとそれを見たイングリットはまたも食い付いてきた。

「ちょっと待て。なんだ、それは!?」

「魔石ポットだけれど」

「これは、すごい。魔石の力を制御して、一瞬で湯が沸く温度を作り出しているのか！　一見して単純なように見えて、すさまじい技術が籠った魔技巧品だ！」

　どうやら、魔石ポットは王都でも実用化されていないようだ。エルは内心『しまった』と思った。

　その後も何やらイングリットが続けざまに質問をしてきたが、無視したりはぐらかしたりして、林檎草茶を淹れる。ティーカップに注ぐと、ふんわりと甘い香りが漂った。

　茶菓子は秋に拾った木の実で作ったケーキ。皿を使うと洗わないといけないので、ティーカップの縁に置く。そうすると、ケーキも温まっておいしくなる。

　旅にも便利なエルの手抜き技術であった。

「どうぞ」

「ああ、ありがとう」

　まず、ケーキを食べて、林檎草茶を飲む。いつもの味に、心がホッとした。

「旨うまいな」

　イングリットの口にも合ったようだ。それからしばし、静かに茶を飲んでケーキを食べるだけの時間となった。

　イングリットはエルに何も質問しない。ただ、ケーキと茶を褒めるばかりだった。そんな時間に、エルは安らぎを覚えていた。

　二杯目の林檎草茶を飲み干したイングリットが、本題へと移る。

「すまない。あんたの魔石について聞いてもいいか？」

「話せる範囲なら」

　イングリットは先ほどエルから受け取った炎の魔石を取り出した。魔石灯を当て、じっと見つめる。すると、彼女の紫色の目に光が宿る。宝石のように美しく輝いていた。

　瞳の中の宝石が輝く理由わけは、歓喜だろう。

「やはり、間違いない。これは、高品質の魔石だ。おそらく、この魔石を作れるレベルの職人は、王都にはいないだろう。それほど、とんでもない魔石だ。込められた魔法も素晴らしいが、加工技術もかなりのものだろう。見てくれ、この魔石の濁りのない美しさ。こんなに澄んだ魔石は、見たことがない。本当に、きれいだ！」

　魔石を褒められたエルは、恥ずかしいような嬉しいような、複雑な感情が入り交じる。縮こまるエルとは裏腹に、イングリットは熱弁を続けていた。

「私の魔技巧品は、魔石の力が足りなくて、どれも動かないんだ。しかし、この魔石なら、使えるかもしれない！　魔技巧品が動けば、私の研究を無謀だと嘲あざ笑わらった奴らを、見返すことができる！」

　イングリットは身を乗り出し、向かい側に座っているエルの手を握って懇願した。

「教えてくれ！　いったいどこの魔石技士から買い付けたんだ？　私は、この魔石を作った魔石技士と、取引がしたい！」

「そ、それは──」

「頼む！　絶対に、口外しないから！」

「――わたし。わたしが、作ったの」

「はい？」

「この魔石を作ったのは、わたし」

　エルの返事を聞いたイングリットは、大きな目をさらに大きく見開いた。

「イングリット。あなたは、わたしの魔石を買ってくれるの？」

「え、あの、本当に、あんたがこの魔石を作ったのか？」

「今、目の前で魔石を作ってみようか？」

　イングリットは口をポカンと開けたまま、コクリと頷く。エルは羊皮紙を広げ、魔法陣を魔法筆でサラサラと描く。そこに、火の妖精が好む砂鉄を振りかけ、呪文を唱えた。

「──巻き上がれ、火よフォティア」

　魔法陣の上に巻き上がった火の中に、魔鉱石を入れる。火に炙られる魔鉱石は、みるみるうちに赤く染まっていく。何度か裏返しながら炙ること五分ほど。水晶のように透明になり、最後に赤く色づくと火の魔石が完成した。

「これで、信じる？」

　イングリットは、驚いた顔のままコクコクと何度も頷いた。

「驚いたな。あんたみたいな女の子が、魔石技士をしているなんて」

「魔鉱石の発掘もしていたけど」

「は？　魔鉱石の発掘もか？　だったら、岩の塊から、魔鉱石を採ることができるのか？」

「できるけど……」

　矢継ぎ早に質問するイングリットが立ち上がり、奥の部屋へ消えた。

　魔鉱石の発掘は、特別な技術が必要だ。岩の中の魔鉱石の存在を感じ取り、自らの魔力を流し込んで場所を把握する。そして、ハンマーとタガネを使って少しずつ岩を削る。魔鉱石は繊細で、傷つけると魔石として加工できないのだ。そのため、魔鉱石の採掘は誰にでもできるわけではなく、その技術も職人の間で守られている。

　一分後、イングリットが岩を載せた荷車と一緒に戻ってきた。

　興奮か疲れか、荒く息を吐きながらイングリットがエルに言う。

「この、岩の中の、魔鉱石を、採ってみて、くれないか？　採れた物は、あんたに、やる」

「うん。いいけど」

　エルが自分の半身ほどの岩に、手を添えると、中にある魔鉱石の存在を感じ取れた。

「あ、これ、すごい魔鉱石が眠っている」

「そうだろう？　そう思って持ち帰ったのはいいが、魔鉱石を採掘する技術がなくて、そのまま五年ほど放置していたんだ」

　魔鉱石を採掘してくれと職人に頼み込んだが、誰も受けてくれなかったという。

「結構な金を積んだんだがな。無理だった」

「どうして、無理だったの？」

「私がダークエルフだからさ。物語に出てくる悪いダークエルフの印象が先行して、まともに話を聞いてくれない奴もいる。それだけならまだいい。店の入店を断られた時は腸はらわたが煮えくり返りそうだった」

　ダークエルフの印象は人が創作で作ったものである。実際のダークエルフは、悪い存在ではないのだろう。エルも物語の印象を信じていたが、イングリットは悪い性質を持っていない。むしろ、善良なほうだろう。

「人だって、いい人ばかりではないのに」

「そうなんだよ。私は、悪いダークエルフじゃないっての！」

　お気の毒に……。そんなことを思いながら、エルは魔鉱石採掘に取り掛かった。岩にタガネを当て、ハンマーでトントンと叩く。エルにはだいたい魔鉱石がどの辺にあるのかわかるが、イングリットにはさっぱりらしい。

「最近、魔鉱石も高こう騰とうしていて、それに伴って魔石の値段もバカみたいに値上がりしているんだ。下町の人間は、ほとんど魔石を買えていない」

「魔石車が流行っているから？」

「そうだよ。まったく、バカな品物だ。あんなの、なくなればいいのに!!」

　魔石を大量に消費する魔石車は、貴族の道楽の象徴だという。使用した際に排出されるガスも、問題になっていた。

「改良とか、できないの？」

「魔石車を、か？」

「そう。魔石の使用は最小限にして、排気ガスも出ないようにするの。大きな工場を造って大量生産して、一台当たりの制作費を抑えて、みんなが乗れるようにするの」

「魔石車を、誰もが乗れる物として普及させる？」

　具体的に、どのような魔法式を使い、どのような構造で作るという着想はない。エルはただ、思ったことを話しただけだ。イングリットにバカにされると思っていた。しかし、彼女はエルの考えを否定しなかった。

「いいな、それ」

「え？」

「え？　って、あんたが言い始めたんだろうが」

「そうだけれど。同意してもらえるとは思わなかったから」

　コンコンコンと、ハンマーでタガネを打つ音だけが部屋に響く。沈黙を破ったのは、イングリットだった。

「私は家族が多くて、驚くほど貧乏で、毎日働いてばかりだった」

　掃除、洗濯、炊事に狩り、それから名もなき家事に追われる毎日だったという。そんな中で、イングリットは生活費が少しでも安くなるように、独自の魔技巧品を作っていた。

「まあ、手て慰なぐさみというか、楽しみでもあったのかもな」

　同じ集落で生まれても、人は平等ではない。イングリットには、年頃の娘たちがしているような、川で丁寧に髪を梳くしけずる時間すらなかったのだ。

「だからさ、髪を梳る時間を作りたくて、家事を短縮できる魔技巧品を作ったんだ」

　結果、イングリットは同じ年頃の娘たちと川に行く時間ができた。これで、同じようにきれいになれる。そう思っていたが、他の娘は真珠のような爪に、絹のような髪を持っていた。一方のイングリットは、ほとんど手入れしていない爪や髪は荒れていて、恥ずかしくなったのだという。

「彼女たちは、何年も何年もかけて、きれいな髪や爪を維持していたんだ。それと同じくらいきれいになるなんて、無理だということはわかっていたよ」

　やはり、人は平等ではないのだ。イングリットは深く絶望したように話していた。

「ある日、若い人間の男がフェルメータの森に迷い込んできたんだ。遺跡を捜していた最中だったらしい。ひどく憔悴しょうすいしていて、うちで保護してやったんだが、最初はダークエルフを怖がっていてな」

　魔王の手先であるダークエルフが悪逆非道を繰り返した物語が大流行したあとだったようで、ありえないくらい怯おびえていたようだ。

「髭だらけで、水浴びも何日もしていないくらい汚れていて、今にも死にそうだった。しかしまあ、しばらく過ごすうちに元気になって、それから、打ち解けて……」

　その男の名は、ジェラルド・ノイマー。貴族の依頼を受け、遺跡を捜していたらしい。

　療養中のジェラルドの世話はイングリットの仕事だった。当時十六歳だったイングリットは、誠心誠意世話をした。

「ジェラルドは私が作った魔技巧品を素晴らしいと絶賛してくれたんだ。私は、それが嬉しかった」

　家族からは『また、しょうもない物を作って』と言われていたが、ジェラルドは認めてくれた。イングリットにとって、これ以上嬉しいことはなかったのだという。

「怪我が完治したジェラルドに私は誘われたんだ。王都に来て、仕事の助手をしてくれないかと」

　イングリットはすぐに頷き、生まれ育った森を出ることを決意した。

「家族は猛反対だった。騙されて、傷つけられて終わりだと言っていたが、少女時代の私には何一つ響いていなかった」

　ジェラルドと共に王都に行ったイングリットは、新しい暮らしを始める。都会での生活は戸惑うことも多かった。ダークエルフというだけで、畏い怖ふの目を向けられることもあった。

　そういう時は、ジェラルドがイングリットを庇かばってくれたのだ。

「私は、ジェラルドが始めた魔技巧士の工房で助手をすることとなった。とは言っても、作業をするのは全て私。ジェラルドは金を出すだけだったが、当時の私はなんの違和感を覚えることもなく、せっせと働いていた」

　一年後、イングリットが考案した魔技巧品が製品化する。それは、瞬く間に人気商品となった。

「私は自分の魔技巧品が売れまくっていることに浮かれて、大事なことを失念していた」

「もしかして、商品の権利はあなたになかったの？」

　イングリットは傷ついたような表情で頷いた。そして、話を続ける。

「料理が冷めない保温魔石鍋、食材を冷やして保管する保冷魔石庫、井戸に行かずとも水を調達できる魔石水道と、私が考えた魔技巧品は次々商品化され、飛ぶように売れたらしい。ジェラルドは大喜びで、私を褒め称たたえた。その時は、それで満たされていたんだ。でも──」

　ある時、違和感を覚えた。だんだんと暮らしが派手になるジェラルドは、工房に立ち寄らなくなったのだ。毎晩遊んで歩き、高額の買い物も繰り返していたらしい。一方で、イングリットの生活は変わらないまま。工房の二階で質素な暮らしをしていた。そんな中で、新しく入った助手が、イングリットに聞いてきたのだ。金を使っていないようだが、いったいどれだけの大金を貯め込んでいるのかと。

「私は、月に銅貨を三十枚もらっているだけだった。銅貨三十枚でも、少女時代の私の感覚からしたら、大金だった。しかし、新しく入った助手は、それだけしかもらっていないと聞いて、目を極限まで見開いて驚いていたんだ」

　その時初めて、イングリットは低い賃金で馬車馬のように働いていたことを知らされた。

「私の働きは、月に金貨五十枚もらっても、足りないくらいだったらしい。それ以上の大金が、工房に入っていたんだ」

　騙され、不当な扱いを受けていたことに気づいたイングリットは、すぐにジェラルドを糾きゅう弾だんした。

「けれど、奴は言ったんだ。最初に権利を主張しなかった私が悪い、と」

　イングリットは五年間、ジェラルドの工房で働いていた。その間に、ジェラルドは生涯遊んで暮らせるほどの財産を築いていたようだ。金が欲しいわけではなかった。一言、謝ってほしいだけだった。それなのに、イングリットは『金の亡者だ』と罵られ、周囲から白い目で見られる。誰も、イングリットの味方になってくれなかった。

「もう、何もかもバカバカしいと思って、工房を飛び出したんだ。誰も止めなかったよ」

　その時既に、工房はたくさんの魔技巧士を雇っていた。その中には、他にも売れ筋商品を生み出す者もいたため、イングリットは必要ないと判断されたのだろう。

　それから、イングリットは王都を飛び出す。二十一歳の時から、四年間は冒険者として各地を転々と旅していた。

「一人でギルドの依頼をこなしていたんだ。まずは、地味な薬草探しから始まって」

　いなくなった猫捜しに、落とし物捜し、魔法薬作りに魔物討伐、迷宮の宝探しに貴族の護衛──と、さまざまな仕事をこなしていた。

「狩猟で培つちかった弓矢や魔技巧士の技術が、冒険に役立つとは思わなかったよ」

　イングリットの武器は、魔法の弓矢である。火や風を付加した矢を放ち、魔物を狩るのだという。

「魔法の弓矢って、初めて聞いた」

「そうだろう？　私が考えたんだ」

　旅する中で、イングリットは心躍るものを目にした。

「それは、異世界の勇者が迷宮に残したらくがきだ」

　旅の途中、自分の世界にある品々を、剣で地面に描いていたのだ。それが、現代にも残され、迷宮内での名所となっている。

「それが何か、説明文も書かれているんだが、異世界語なのでなんのことだか判明していないらしい。私は、それを独自に解析して、魔技巧品として作りたいと思ったんだ」

　イングリットは王都に戻って、どこかに工房を借りて研究を始めることにした。そこで目にしたものは――。

「久々に王都に戻ったら、いけ好かないジェラルドの工房の経営が傾いていたんだ」

「あなたがいなくなったから？」

「さあな。でもまあ、とにかくざまあみろと思った」

　イングリットは心置きなく研究に勤いそしんでいたが、一年後に思いがけない事態となった。

「ジェラルドの工房から、私が過去に提出していた設計図を基に開発して、製品化された商品が、貴族の間で大ヒットしたんだ」

「それは、どんな魔技巧品だったの？」

「魔石車だ」

　イングリットが魔石車を考えたのは、十年前。当時の技術では、制作費がかかりすぎる上に魔石も多く消費する。売れないだろうと判断されたのだ。それを引っ張り出してきて商品化したところ、大ヒットしたらしい。

「もう、わけがわからなかった。私の考えた魔技巧品が、知らないうちに売れまくっていたからさ」

「それで、何か文句を言いに行ったの？」

　イングリットは首を左右に振る。

「ジェラルドと話すのも、バカバカしい。だが、まったく悔しくなかった、と言ったら噓になる。私の感情は、裏切られた時に死んでいたのかもしれない」

　魔石車の流行を見ない振りをしながら、イングリットは自分の研究に打ち込んでいた。そして、苦労の末に完成したものの、今度は別の問題が発生する。

「勇者が遺した異世界の魔技巧品は、普通の魔石では起動させることができなかったんだ」

　さまざまな魔石で試したものの、どれを使っても反応しない。調べた結果、質のいい魔石でないと、発動できない構造になっていたことが明らかになる。途方に暮れたイングリットであったが、今日エルと出会い、魔石を見たことで確信したのだという。

「あんたの魔石なら、勇者の魔技巧品が起動するかもしれないんだ！」

「動いたら、いいけれど」

　ここで話が一段落した。エルは採掘した魔鉱石をイングリッドへ差し出した。

「これ、採れたよ」

「まじか……！　あ、あんた、本当にすごいな。本当に、採れるなんて」

「すごく質がいい魔鉱石だね」

「そうだろう？」

　イングリットは魔鉱石を見つめたまま、動こうとしない。

「ねえ、魔技巧品、見せて」

「あ、ああ。そうだったな」

　完成した魔技巧品は二階にあるらしい。イングリットに誘われ、エルは二階へと上がっていった。

　二階には物置が二つと寝室、屋根裏部屋があるようだ。

「こっちだ」

　導かれたのは物置の一つ。扉を開いた先にあったのは、四角い物体に布団が被せられ、上に板を載せた物。

「これが、迷宮で発見した勇者の異世界魔技巧品、きょたつ、だ」

「きょたつ？」

「む？　きょたつ……きょたちゅ？　違うな。すまない。発音が難しいんだ」

　イングリットは設計図を取り出し、エルに見せてくれる。

「これなんだが」

　エルが見た設計図には、異世界の文字で『COTATSU』と書かれていた。

「これは、こたつ、と読むのだと思う」

「ん……？　ああ、これは、こたつ、と発音するんだな」

　この文字は、研究は進んでいるがほとんどは謎のままで、読める者も少ない。

「何故、異世界語が読めるんだ？」

「わたしの先生が、暇潰しに研究していたから」

　モーリッツが纏めた論文を読んでいたので、エルはある程度異世界語が読める。

「どうやらこれを遺した勇者は、こたつを作った文化圏の者ではなかったらしい。地面に説明を書いて、知らないかと仲間に問いかけていたようだ。こたつが生まれたのは、『ニッホン』と呼ばれていた国らしい。一方で、勇者が生まれ育った国は、ニッホンから海を渡った先にあったと」

「勇者は、ニッホン製の製品が好きだったんだよね？」

「そうみたいだ。各地の迷宮に、ニッホン製と書かれたらくがきがあるらしい。……って、詳しいな」

「先生が、勇者の本をたくさん持っていたから」

「そういうわけか」

　イングリットはさっそく、エルからもらった魔石を設置するようだ。板を外し、布団を剝いだ下にあったのは、四角い台である。台の四箇所に短い足が付いているが、用途は謎だ。

「これ、なんなの？」

「勇者の説明によれば、体を温める魔技巧品らしい」

　台をひっくり返すと、中心に四角い突起があった。そこに、魔石をはめ込む。

「さて、これで起動するのか……」

　台を元に戻し、布団をかけて板を載せる。板の表面に、呪文が刻まれていた。それを、指先で擦ると、板に魔法陣が浮かんだ。

「おお！　起動したぞ！」

　イングリットは満面の笑みで振り返って言った。

「すごい！　今までどんな魔石を使っても、起動できなかったのに！」

「良かったね」

　こたつは体を温める魔技巧品である。いったい、どのような使い方をするのか。

「この中に、入るのか？」

「さあ？」

「試してみよう」

　イングリットは一瞬の躊躇いののちに、布団を捲めくってこたつの中に潜っていった。

　数十秒後、顔だけ出して叫んだ。

「熱い！　それから息苦しい！」

「その使い方は違うみたいだね」

　ならば、寝転がって布団代わりにするのかと、イングリットは顔だけ出した状態で寝転がる。今度は、イングリットの長い脚が対面から出てしまった。

「むう。この体勢だと足が布団から出るな。ニッホンの住人は、小さな妖精なのか？」

「う～ん。その使い方も違うのかも」

「何故そう思う？」

「台に布団だけでなく板を被せているから、寝る、体を温める以外の用途もあるのかもしれない」

「なるほど。しかし、これはどうやって使う物なのか……」

　こたつを覗き込んだヨヨが、ポツリと呟いた。

『それ、もしかして食卓なんじゃない？』

　ネージュも同意する。

『言われてみたら、小さな食卓に見えますわ』

「なんだと!?　だが、食卓にしては、低くて小さくないか？」

　ピンときたエルは、こたつの前に座って足を伸ばす。

「こうやって、使うのかも？」

　エルの様子を見たイングリットも、座って足を伸ばした。

「これだ、非常にしっくりくるぞ！　これが、こたつの使い方だ！」

「かもしれないね」

　通常、食卓は椅子に座って使う。しかしながら、ニッホンに住む人は、床に座って食卓を使っていたのかもしれない。そうすれば、こたつの使い方にも納得できる。

「こたつ、温かい。なんか、癖になりそう」

「そうだな。なんだか、まったりする。不思議な気分だが、嫌いじゃない」

　ヨヨとネージュもこたつに入った。

『は[image: ～][image: ～]……体に染みる』

『ほどよい温かさですわ』

　体がほっこりと温かくなる魔技巧品、こたつ。この世界にはない、新しい概念の魔技巧品だと言えるだろう。

「イングリットは、これを売り出すの？」

「あ～、どうしようか」

　こたつを起動できる魔石はエルにしか作れない。それに、貴族相手の商売はできないと言う。

「どうして？」

「私が貴族と連絡を取ろうとすると、ジェラルドが妨害しやがるんだ」

「酷いね」

　だが、まったく当てがないわけでもなく、イングリットと知ち己きである魔法騎士隊の研究院の学者相手であれば取引できるのだという。

「このこたつも、学者にだったら需要があるかもしれないな」

　学者たちは一日中研究に没頭している者ばかりで、案外金を持っているのだという。彼らであれば、高品質な魔石を、定期的に買えるかもしれないと考えたようだ。

　魔石の耐久時間は、一日八時間使うとしたら約三ヶ月間。板の表面に、内包する魔力の残量が表示されていた。

　フーゴが以前、王都は森より冷えると話していたことを思い出す。冬期は一年のうち半分、つまり六ヶ月間だと話していた。

　多くの学者が、二個ずつ魔石を購入してくれたら、そこそこの収入となる。

「この炎の魔石は、いくらで販売しているんだ？」

「最高品質の高位魔石は、金貨五枚」

「三ヶ月で金貨五枚か……結構高いな。ただ、この品質の魔石が金貨五枚は、安すぎるが」

　イングリットから、魔石の販売価格は考え直したほうがいいと助言された。その点はモーリッツにも言われていたのだ。安売りが過ぎると、大変な目に遭うと。

「問題がずれたな」

　懸念は、ただ温かいだけのテーブルを使うための魔石代に、想定している購買層は金貨五枚以上も出せるのか、だ。

「火の魔石も使ってみる？」

「ああ、頼む」

　テーブルの裏に火の魔石をはめ込み、残量を確認する。

「ふむ。火の魔石だと、一ヶ月保つんだな」

「火の魔石は一つ金貨一枚……。価格は要検討だけれど、炎の魔石よりは安い」

「そうだな。売るとしたら、火の魔石を勧めたほうがいいかもしれん。が、その前に──」

　イングリットはこたつから出て、エルに三つ指を突いて頭を下げた。

「私に、魔石を売ってくれ！」

　ドキンと胸が高鳴る。クズ魔石と罵られてきた魔石を、イングリットは望んでくれているのだ。

「できたら、定期的に購入したい」

　ありがたい話である。フーゴを捜すために、資金は必要だ。ここでイングリットと契約したら、金の心配をしなくてもよくなるだろう。

「何か、条件があるなら、いくら付けてもいい」

　条件と言われ、エルはもっとも困っていることを挙げてみた。

「王都に滞在する間、ここで、下宿することは可能？」

「下宿、か？」

「うん。掃除、洗濯、炊事、なんでもするから」

　王都にフーゴがいてもいなくても、当面住む場所が必要だ。もう、生まれ育った森には帰れないのだから。幸い、イングリットは善人で、ここの家は手入れをする者が必要な状態だ。イングリットにとっても、悪い話ではないだろう。

「私だけじゃなくて、妖精のヨヨと精霊のネージュもいるんだけれど、ダメ？」

「いや、ダメじゃない」

　イングリットは即答した。エルはホッと胸を撫で下ろす。

　次は共同生活を送るにあたっての決まり事を作らなければならない。

「何か、絶対に守ってほしいこととかある？」

「いや、あんまりそういうのはないけれど……あんたの名前くらいは聞いておきたい。ずっと、お嬢ちゃんなんて呼ぶわけにもいかないだろう？」

　名乗っていなかったことを、すっかり失念していた。

　素直に明かすべきか迷っていると、イングリットは察したのか、こう付け加えた。

「どうしてもってわけじゃないし、偽名でも構わない」

　イングリットのことは信用してもいいだろう。モーリッツから、初対面の相手に全名を名乗ってはいけないと教えられたが、エルはイングリットには教えてもいいと思った。

「……大丈夫。私はエル。エル・ハルツハイル」

「呼び方は、エル、でいいか？」

「うん、いいよ。あなたは、イングリットさん？」

「いいや、呼び捨てでいい。さん付けされると、くすぐったくなるから」

「わかった。イングリット、これからよろしく」

「エル、よろしくな！」

　これにて、めでたく下宿生活が始まる──わけではなかった。

「イングリット、契約書作って」

「いいよ、めんどくさい」

「ダメ。こういうのは、きちんとしなくちゃ」

　エルは魔法鞄の中から、羊皮紙と羽ペン、インク壺を取り出す。そして、嫌がるイングリットの前に置き、書くように迫った。

「契約書って、何を書くんだ？」

「家の中の設備使用についてと、解約、退去についての決まりと、違約金についてと……」

「そんな細かく決めなくてもいいって」

「ダメ！　こういう契約書を交わしておかないと、損するのはイングリットだから！」

「私のために、そこまでしてくれるなんて、エルはいい人なんだな」

「いい人じゃない。あとで、いろいろ揉めたくないだけ」

「そうか……。そうだよなあ」

　イングリットはこたつの中でぐったりしながら、契約書を渋々といった様子で書いていく。

　一時間ほどかけて、ようやく完成した。

「エル、これでいいか？」

「まあ、うん、いいかな」

　エルは契約書の内容を読み直し、署名した。これで、二人の間で契約が結ばれたことになる。

「エルは、いったい何をしに王都に来たんだ？」

「お父さんを、捜しに」

「たった一人で？」

「そう。保護者……おじいさんが、死んでしまったから」

「そうか。大変だったな。まだ、十二、三くらいだろう？　私が王都に来た年よりも、ずっと若い。まあ、私もできる限り協力してやるから。悪いことをしようと近づく奴は、ぶっとばす。ここに滞在している限り、エルのことは守ってやるから」

　イングリットはそう言って、エルの頭をぐりぐりと撫でた。その撫で方は、どこかフーゴがエルを撫でる時の無骨な手に似ていた。

　そう気づいた瞬間、エルの眦からポロポロと涙が零れる。

「え、うわっ!!　エル、どうしたんだ!?」

　聞かれても、答えることができない。ただただ、涙が溢れて困っているとしか言いようがなかった。どうしたらいいのか、あたふたしているイングリットに、ヨヨが近づいて話しかける。

『エルはきっと、ホッとしたから泣いちゃったんだ。今まで、頼れる大人がいなかったから』

「……そうか。いや、そうだよな。私だって、ジェラルドが一緒でも、王都に来る時は怖かったから、エルはもっともっと怖かっただろう」

　肩を震わせて泣きじゃくるエルに、イングリットは優しく声をかけた。

「夕食は、食べたか？」

「た、食べた」

「だったら、今日はゆっくり眠るといい。特別に、今日は私の寝台を貸してあげよう」

　イングリットは優しくエルの手を引き、立ち上がらせて寝室へ連れて行ってくれた。

　ところが、イングリットの寝室は一階の部屋以上に雑然としていた。それは、エルの涙が引っ込んでしまうレベルだった。

　寝室としては寝台があるばかりのシンプルなものであるのに、何故か研究道具が持ち込まれていた。部屋の隅には木箱や本が積み上げられ、丸められた羊皮紙がいくつも転がっている。足の踏み場はない。加えて、寝台の上までいろいろと睡眠に不必要な物が置かれていた。

「ここ……汚い。掃除しないと、眠れない」

　エルはそう呟き、イングリットが返事をする前に掃除を始めた。魔法鞄に入れていた木箱を取り出し、どんどん物を詰めていく。

「あ、私も手伝う──」

「イングリットは動かないで、そこにいて！」

「はい」

　床の上の物がなくなると、エルは箒を取り出して掃き始める。次に、床をぬれ雑巾で拭き、布団は窓にかけて埃を払った。本当は力いっぱい叩きたかったが、夜なので自じ粛しゅくした。

　一時間ほどで、寝室はきれいになった。

「おお、すごいな」

「すごくない。毎日掃除していたら、こんなことにならないのに」

「いや、まあ、すまない」

　布団、シーツ、枕も洗った記憶がないというので、エルが魔石を使って素早く洗った。

「手際いいな」

「このくらい、毎日やっていればできる。お父さんも何もできなかったけど、やってないからできないの」

「な、なるほど……」

　寝具もきれいになったので、寝台を整えた。

「この寝台、二人で眠れるよね」

「そうか？　狭くないか？」

「大丈夫」

「だったら、二人で眠るか」

　そのまま寝台に足をかけようとしたイングリットの腕を、エルはむんずと掴んだ。

「まだ、何かあるのか？」

「お風呂は？」

「昨日の夕方入ったが」

「毎日入らないと、ダメ！　特に、外に出かけた時は、汚れているから」

「まあ……そうだな」

　家に風呂はないので、台所で入ることにした。エルが家から持ってきた大型の桶に湯を作って張る。

「あの、これ、小さくないか？」

「いいから、服を脱いで入って」

「お、おう」

　イングリットが服を脱いでいる間、エルはぬるま湯で薬草石鹸の泡を立てた。

「ねえ、イングリット、お風呂はいつもどこで入っているの？」

「中央広場にある、公衆浴場だ。少々値は張るが、個室もあるし、きれいだから」

「ふうん」

「下町にある公衆混浴場には行くなよ。あそこは、女は無料で風呂に入れるが、混浴場しかないんだ」

「なんで、行っちゃダメなの？」

「それは――エル、あんた、いくつだ？」

「十二歳」

「だったら、知っておく必要があるな。下町の公衆混浴場は、女が春を売る場所なんだよ」

　エルはイングリットの言葉を数秒遅れて理解し、目を見開いた。

「その顔は、意味がわかったってことだな。きちんと教育してくれた親御さんに、感謝することだ。たまに、出稼ぎに王都に来た娘が知らずにうっかり立ち寄って、そのまま公衆混浴場でずるずる働く、なんてことがあるからさ」

　安いからと、下町の公衆混浴場を選んだら大変なことになる。隠さずに説明してくれたイングリットに、エルは感謝した。そして、性教育を一通り教えてくれたモーリッツにも、心の中で感謝した。知識や情報は、自身を守る盾となるのだとエルは実感した。

　服を脱ぎ、一糸纏わぬ姿になったイングリットは堂々と立っていた。公衆浴場に通っていると言っていたので、他人に裸を見られても平気なのだろう。

　イングリットの体は、きれいだった。健康的な小麦色の肌はなめらかで、ふっくらとまろやかな曲線を描く胸は大きく、くびれのある腹部にはうっすら筋肉が浮かんでいる。尻は小さく、脚はすらりと長い。理想的な、大人の女性の体だ。エルは、いつか自分もこのように育つのかもと考える。

　母親を知らないエルは、将来自分がどんな風に成長するのか、想像できずにいたのだ。周囲に男親しかいなかったので、仕方がない話ではあるが。

　自分の母親は、どんな人なのか。今まで、フーゴに聞いたことがなかった。なんだか悪いような気がして、気にしていないふりをしていた。今度会えた時に、母親について質問してみよう。頑張って王都まで来たのだ。それくらい許されるだろう。

「その桶に、入るんだったな」

「あ、うん。どうぞ」

　イングリットは、明らかに小さな桶にちゃぷんと音を立てながら浸かった。膝を折り曲げ、身を縮めるようにして座る。

「熱くない？」

「ん、いい湯加減だ」

「良かった。石鹸、かけるよ？」

　エルはイングリットの頭上から薬草石鹸を溶いた湯をかけた。

「うわっ、石鹸をかけるって、こういう意味か！」

　目を瞑つむっていなかったようで、石鹸の泡が目に入ったと騒いでいる。

「すぐに終わるから、大人しくしていて」

「おい、犬を洗うのとは、わけが違うからな！」

　あまりにもわーわー言うので、エルは新しくタライにお湯を作って手渡す。イングリットは素早く目を洗っていた。

「あー、マシになった」

「じゃあ、洗うよ？」

「頼む」

　エルは石鹸を被った髪を洗ってやった。ヨヨを洗う時より、優しい手つきを心がける。

「石鹸、いい香りがする。春の、新緑の香りだ」

「手作りの薬草石鹸なの」

「そうだったんだな。なんだか、森で生活してた時を思い出す」

「気に入った？」

「ああ」

　イングリットの髪を洗い、頭皮を揉んだあと、新しく作った湯をかけて石鹸を流す。

　桶の湯は溢れる前に、魔石を使って蒸発させた。二回目の石鹸をかける。今度は、体を洗うのだ。

「擦るよ」

　森に自生していた天糸瓜へちまを乾燥させた垢あか擦すりを使う。背中をごしごしと擦ったら、イングリットは「痛い！」と叫んだ。

「な、なんだこれ!?　拷問なのか!?」

「垢を落としているから、我慢して」

「涙が出るくらい痛いんだって！」

「小さな子どもじゃないんだから」

「この痛さは、大人でも泣くぞ！」

　またもや、わーわー騒ぎ出すイングリットを見て、エルは笑ってしまった。

「おい、笑い事じゃないからな！」

「ごめん。なるべく優しくするから」

「ああ、わかった……って、痛い!!」

　全身を洗い終えると、イングリットは床に倒れてぐったりとした。

「なんか、疲れた」

「きれいになったよ。一皮剝けた感じ」

「本当、脱皮したみたいだ」

　今度はエルが湯を浴びる。イングリットは起き上がり、嬉々とした表情で提案した。

「今度は私が洗ってやるよ！　私ばかり洗ってもらうのも悪いからな。遠慮はしなくてもいい」

「あ、うん。わかった」

　イングリットはエルがしたように魔石で桶に湯を張り、ぬるま湯に薬草石鹸を溶いている。

「エル、ぼーっとしていないで、服を脱げよ。もしかして、恥ずかしいのか？」

「他人の前で、服を脱いだことがないから」

「そっか。じゃあ、自分で洗うか？」

「ううん、お願い、したい」

「わかった。じゃあ、服を脱いでいる間だけ、向こうを向いているから」

「うん。ありがとう」

　イングリットが後ろを向いている間、エルは服を脱いで桶に張った湯に浸かった。

「脱いだか？」

「うん」

「石鹸をかけるぞ」

「お願い」

　イングリットは顔に石鹸を溶いた湯が落ちないよう、手でせき止めながらかけてくれた。そして、優しい手つきでエルの髪を洗ってくれる。

　その瞬間、どうしてか涙が溢れてしまった。

「おい、どうかしたのか？　石鹸が、目に入ったか？」

「う、うん」

「だったら、お湯で顔を洗え。水がいいか？」

「水が、いい」

「そうか。用意しよう」

　イングリットが用意した水で、エルは顔を洗った。火ほ照てっていた肌が、冷やされる。涙も引っ込んだので、ホッとした。イングリットに優しくされて、涙腺が緩んでしまったのだろう。

　こうして、エルとイングリットの初めての夜は更けていった。

　お互い体がきれいになったところで、魔石を使って髪を乾かし、寝室へ向かった。

　エルは初めて、誰かと一緒の布団に入った。フーゴが一緒に眠ってくれた記憶はない。物心付いた時から、エルは一人で眠っていた。まさか、初めて出会った人と一緒に眠るなんて、今この瞬間も信じ難い。けれど、イングリットのことは信じてもいいと、エルの本能が告げていた。

　イングリットは体温が高く、布団の中はすぐに温かくなった。肌と肌が触れ合うことは不思議な感覚で、少しだけ気恥ずかしくなる。

「んー、二人だとぎゅうぎゅうだな。エル、狭くないか？」

「平気」

「そっか。猫君とうさぐるみは入れそうにないな。足元は空いているが」

『僕は床の上で結構ですのでー』

『わたくしもよ』

「了解。じゃあ、みんな、おやすみ」

　イングリットはそう呟いたあと、すぐに眠ってしまった。エルは驚き、思わず顔を覗き込んだ。

　規則的な、スースーという寝息を立てている。深い眠りの中にいるようだった。

「噓、イングリット、もう眠った」

『一日中外で元気よく遊んでいた、男の子並みの入眠速度だね』

「羨ましいかも」

　今日は、いろいろあって疲れている。魔石灯の灯りを消すと、眠気が襲ってきた。

　瞼を閉じると、羊の数を数える前に意識はなくなった。




　翌朝、エルは日の出と同時に目覚めた。イングリットは寝相が悪いようで、寝台から落ちていた。

　寒かったのかヨヨを抱き、鎧を脱いで眠っていたネージュを枕にしていた。なんとも気の毒な状態である。

「イングリット、起きて。寝台で寝ないと、風邪を引くよ」

　まったく起きる気配がないので、ヨヨとネージュを引き抜いてやった。イングリットには、毛布をかけてやる。

『エル、助かったよ』

『ありがとうございます』

「二人とも、自力で脱出できたでしょう？」

『そうなんだけれど、エルに寝台を貸してくれるいい人だから、逃げたら悪いかなって』

『同じく、ですわ』

「そう。二人とも、ありがとうね」

『いえいえ』

『これくらい、なんてことはありませんわ』

　二度寝をするほどの時間ではない。着替えをして、顔を洗い、朝食の準備をすることにした。

　陽光差し込む中で見た台所は汚かった。昨日、お風呂に入る時は薄暗い中だったので気にならなかったのだが、改めて明るい中で見ると、掃除が行き届いていないことが見て取れた。

　ヨヨとネージュに、台所へ入らないように声をかけた。埃が彼らの長い毛に付着してしまうからだ。

　台所は実験室代わりに使っていたのだろう。瓶や調剤道具などが雑多に転がっている。調理台の端には、キノコも生えていた。もちろん、毒キノコである。

「ここじゃ、料理できない」

『どうするの？』

「外に出る。この家は裏庭があるから、もしかしたら、スープに入れる薬草もあるかもしれないし」

　エルは魔法鞄を提げ、勝手口から外に出た。イングリットから、裏庭にある植物は自由に採取して使っていいと言われていたのだ。廊下の埃は見ないようにして、進んでいく。勝手口の扉も、玄関同様開きにくくなっていた。最終的に、ネージュが体当たりして開いた。

　目の前に広がるのは――大草原。

「うわ……！」

　イングリットの家の惨状から想像するに、裏庭もきちんと世話が行き届いていないだろうなと予想はしていた。考えは当たり。裏庭は、草花の密度が非常に高い野原状態であった。

　ヨヨとネージュには、裏庭に入らないように言っておく。ノミやヒルが付く可能性があるからだ。

　ただ、生えている物は全て薬草だった。キノコも、食べられる。エルはじっと目をこらし、朝食に使えそうな薬草とキノコを摘んだ。

「ここもダメ。中で料理する」

『それがいいかも』

『この小規模草原が炎上したら、困りますもの』

　料理ができそうなきれいな部屋は寝室しかない。イングリットが寝ている隣で料理することになるが、彼女は物音を立てても起きないような気がした。

　エルは、採取したばかりの薬草とキノコを持って、二階に上がる。イングリットはまだ、床の上で眠っていた。

　エルは部屋の隅に陣取り、調理を始めた。

　品目は、薬草をたっぷり入れたキノコスープとパンだ。鉄皿に魔石を置き、足が付いた鍋を置いて点火する。鍋に水を注ぎ、まずは出汁を取るためのキノコを入れた。薬草と角切りベーコンを入れてコトコト煮込む。

　港町で買ったパンを魔石で温めたら、朝食の完成だ。魔石ポットで紅茶を淹れていると、イングリットが目を覚ました。

「なんか、いい匂いがする」

「イングリット、朝食ができているよ。起きたばかりだけれど、食べられる？」

「食べられる」

　イングリットは床を這いずってエルの元へやってきた。どうやら、低血圧症のようだ。

「大丈夫なの？」

「食事を摂ったら、動けるようになる」

「そう」

　エルはイングリットの分のパンをナイフで切り分け、たっぷりと木苺のジャムを塗ってあげた。イングリットは、嬉しそうに受け取って頰張った。

「んん！　旨い！」

　スープを飲んではおいしいと言い、紅茶を飲んでは世界一だと絶賛する。エルはイングリットの言葉を、くすぐったく感じていた。

「今日は、どうするんだ？」

「図書館で、家名名簿を調べたい」

「調べて、どうするんだ？」

「お父さんの実家を、突き止めるの」

　エルの明らかにわけありな様子にも、イングリットは深く突っ込んで聞いてくることはない。興味がないというよりは、気を使ってくれているのだろう。

　イングリットのそういうところを、エルはありがたく思っていた。

「図書館はここ最近、身分証がないと入れないようになったんだ」

「身分証は、持っていないの」

「持ってないって、どうやって王都に入ったんだ!?」

「お金持ちが使う馬車に乗ったら、身分証の確認は免除されたみたい」

「やばいな、それ。金持ちなら、悪人でも王都に自由に出入りできるってことじゃん。まったく、税金を無駄にするような政策を立てやがって」

　どうやら身分証制度には、穴があちらこちらあるようだ。それも、金持ちだけを優遇するようにできているらしい。

「どうしよう……」

「人捜しならギルドに頼むこともできるんだが、それにも身分証がいるな」

　しゅんと俯くエルに、イングリットが提案をする。

「私が保証人になるから、身分証を作ればいい」

「え……？　身分証、作れるの？」

「作れる。一枚だけではあるがな」

「でも、いいの？　故郷の仲間とか、王都にやってこない？」

「森から出てくるもの好きなダークエルフなんて、私くらいだろう。その辺は気にするな」

「うん……ありがとう！」

　朝食を食べて活力を得たらしいイングリットは、昨日までの凛り々りしい態度に戻った。

「では、詳しい話をするぞ。エルの愉快な仲間たちである、猫君とうさぐるみも聞いておくように」

『了解』

『わかりましたわ』

　エルとヨヨ、ネージュは一列に並んで座り、イングリットの話を聞く姿勢を取った。

「まず、身分証の名前は自己申告だ。よって、魔法使いにも優しいものとなっている」

　魔法使いにとっての名前は、命と同じくらい大事なものである。魔法を使う際の鍵のようなもので、もしも自分より強い魔法使いに名前を把握されると、魔力を支配される可能性があるのだ。

　もっとも危険なのは自分から魔法使いに全名を名乗ることであり、支配される可能性が非常に高くなる。そのため、魔法使いはおいそれと他者に全名を教えたりはしない。

　次に危険なのは人づてに名前を聞かれることだ。支配される確率はぐっと下がるとはいえ、聞いた相手が天地ほど実力の離れた魔法使いであった場合、やはり支配される可能性がある。

　名前、あるいは姓だけ知った場合は、支配は難しい。

　こうした基本原理は全てモーリッツから教えられ、エルの知識として備わっていた。

「だから登録は偽名でも特に問題ない。ただ、貴族名鑑に載っている貴族や、国民名に載っている中流階級の者は照会するようだ。家名によって、入れる施設、入れない施設があるからな」

「待って。労働者階級の人の名前は、記録されていないの？」

「ない」

「そ、そんな……！」

　エルは図書館で、父親の聞き慣れない家名について調べようと思っていたのだ。もしも、労働者階級であった場合、情報は得られない。

　ショックのあまり、頭を抱え込んだエルに、ヨヨとネージュが励ますように、そっと身を寄せてきた。

「私は、どうすれば……」

「いや、エル。あんたの父親は、たぶん、中流階級以上の、いいところのぼんぼんじゃないのか？」

「どうして、そう思うの？」

「昨日、父親は何もできなかったとか話していただろ？　労働者階級の男なら、一通り自分のことはできるし、ある程度の家事もできる。何もできないということは、使用人のいる家で育ったという証だ」

「そっか。そう、かもしれない」

　いつも髪をボサボサにし、ひげも生え放題だった。単に、だらしがないのかと思っていたが、手入れの仕方がわからなかっただけなのかもしれない。エルは今になって、フーゴの行動を振り返る。

「それで、エル。あんたは、どうするんだ？　偽名を使って登録するか？」

「うん。本名は、名乗らないほうがいいと思う」

「だな。労働者階級で生き真ま面じ目めに申請しても、受けられる恩恵は少ないし」

「問題は、偽名をどうするか、だけれど」

「だったら、私の家名を名乗ればいい」

「フェルメータの森？」

「ああ、そうだ。普通に名乗るときは、エル・フェルメータになるな。フェルメータを名乗っていたら、魔技巧士協会の建物に出入りできる特典がある」

「そうなんだ」

「とは言っても、これくらいか」

「イングリットがいいのなら、王都ではフェルメータを名乗りたい」

「だったら決まりだな」

　紹介で身分証を作る時は、重要な決まりがあるらしい。

「それは、紹介した者、された者、片方が犯罪を行ったら、共に罪を問われるということだ。そして、その場合は通常の犯罪よりも、罪が重くなる」

「なるほど。だから、紹介制度が許されているんだね」

「そうだ。身分証は移民の犯罪抑止にも大層役立ってるってわけだ。ごく普通に暮らすだけなら持っておいて損はない。まあでも、身分を証明したせいで、逆に労働者階級への差別が昔より強くなったとかで、反対する奴も多いんだけどな」

「確かに、酷いね」

「反対運動も定期的に行われている。国王がどう対処するかで今後も変わるだろうな」

　労働者階級の者たちが一致団結して街中で暴れたら、制圧することは難しいだろう。子どものエルでも危うさは理解できる。

　それを収めるには、国王自身が彼らの意見とも向き合わなければならない。

「昨日も言ったが、身分証制度があったとしても、王都の治安は良くない。父親が見つかったら、すぐに発ったほうがいいな。新居が決まったら、教えてくれ。魔石を買い付けに行くから」

「イングリット、わたしのところまで、来てくれるの？」

「もちろんだ」

　エルの心がほっこり温かくなる。イングリットとの縁は、王都を離れても続きそうだ。そのことが、なんだか嬉しかった。

　話が一段落付いたところで、イングリットとエルは身分証を作るべくギルドへ出かけた。




　ギルドは下町から歩いて三十分ほどの場所にある、中央街でも一際目立つ煉瓦の建物だ。三階建てで、多くの人々が出入りしていた。

「この建物が、ギルドだったんだ」

「王都の象徴の一つでもある。王城、時計塔の次に目立つな」

　ギルドは仕事を仲介・斡あっ旋せんする施設で、王都の中では一日にもっとも多くの人が出入りする。

　中に入ると、大剣を背負った冒険者らしき人間ユマンや、斧を背負ったドワーフ、猫耳の獣人まで、様々な種族の者が仕事を求めてやってきていた。

　少女のエルが目立つことはない。多種多様な外見の人種が入り交じる場では、そういったことも珍しくはないからだ。さすがに、ダークエルフのイングリットは別の意味で目立つようで、外套の頭巾を深く被っていた。

　イングリットは身分証の申込書をさらさらと記入し、五分と経たずに完成させた。そのまま受付に提出すると、それほど待たずに身分証が支給される。エルには、薄い木札でできた身分証が差し出された。魔法のインクで、名前と身分が書かれている。

　エル・フェルメータ――労働者階級。

　それだけ書かれた、シンプルな札である。

「イングリット、ありがとう」

「これくらい、別に構わないさ」

　イングリットはぐっと背伸びをしていた。集中して書類を書いたので、疲れたようだ。

「なんか書いたり、整理したりってのが苦手なんだよなあ」

「帳簿とかも、苦手そう」

「苦手っつーか、付けてないな」

「え？　帳簿を付けてなかったら、どうやって研究資金とか、売上額とかを管理しているの？」

「してない。手元にあるお金が、私の財産だ」

　エルは人生で初めて、開いた口が塞がらないという状況に出会ってしまった。ヨヨから『エル、大丈夫？』と聞かれて我を取り戻すと、イングリットに詰め寄って叫んだ。

「そんなの、絶対にダメ！　適当に管理していたら、お金が足りなくなったり、どれだけ利益があったりしたか、わからなくなるでしょう？」

「でも、今まで困ったことはないし」

「それは、困っている状況に、気づいていないだけなの！」

　少女に怒られる大人というのは、街中で非常に目立つ。それに気づいたエルは、イングリットの手を引いて歩き始めた。

　人の目を逃れて歩いていると、イングリットも思い直したのか、申し訳なさそうに切り出した。

「困っていることに、気づいていない、か。確かに、エルの言うとおりかもな」

「うん」

「帳簿の管理の仕方を、私に教えてくれるか？」

「いいよ」

「良かった。エル以外に、頼れる人はいないから」

　イングリットの呟きを聞いて、胸がぎゅっと締め付けられる。

　エルは長い期間王都に滞在するつもりはない。エルがいなくなったら、イングリットはまた独りぼっちになってしまうのだ。

　イングリットもそれはわかっているだろうが、残された彼女の気持ちを考えると辛かった。

「エル、どうかしたか？」

「あ、えっと、なんでもない」

「そうか。おっと、エル、図書館は右に曲がるんだ」

「案内、してくれるの？」

「ああ、乗りかかった船だしな」




　イングリットはエルを図書館まで案内してくれた。それだけでなく、内部についてもいろいろ教えてくれる。

「まず、受付で入館許可証を発行する。身分証を見せるだけだから、簡単だ」

「わかった」

　三階建てである図書館のエントランスは吹き抜けになっていて、天井に張った色鮮やかなステンドグラスを通した陽光が床に降り注いでいる。その光景は、夢のように美しかった。

　受付には、二十歳前後の若い女性がいた。エルが入館許可証を発行したいと申し出ると、身分証を出すように言われる。

「あなたは――労働者階級ですね」

　女性の態度が淡々としたものになる。明らかに、階級を見て判断したのだ。あまり気持ちがいいものではない。すぐに入館許可証が差し出されたので、エルは礼を言って受け取った。

「な、身分証って、クソみたいだろう？」

「うん、くそみたい」

　モーリッツが聞いたら激げっ昂こうしそうなくらい汚い言葉だったが、モヤモヤとしていたので文句の一つや二つ言わないと気が済まなかったのだ。使ってはいけない言葉を吐いたら、不思議と心が軽くなった。

「中流階級の市民名簿は、あっちみたいだな」

　見渡す限りの本、本、本である。蔵書整理を行う職員は、利用者など気にせずにテキパキと働いていた。まずは、中流階級の名前が記録された本棚から調べる。

「親父さんの家名はなんだっけか？」

「ノイリンドール。フーゴ・ド・ノイリンドールって言うんだけれど」

　全名を教えると、イングリットは眉を顰めた。

「おい、エル。名前と姓の間に『ド』が入るのは、貴族だぞ」

　イングリットに告げられた事実に、エルは衝撃を受けた。てっきり中流階級と言っても小金持ち程度を予想していたのだ。

「そ、そう、なんだ」

「ああ。三十年くらい前から、名前の間にドを入れるようになったらしい」

　エルの知識の全ては、モーリッツの蔵書や、彼の話から得ている。本は古い物ばかりで、そこに出る貴族の名前に『ド』が入ったものはなかったのだ。

「お父さん、貴族、だったんだ」

「みたいだな」

　何故、貴族なのに森暮らしをすることになったのか。何故、普段は偽名を名乗っていたのか。何故、何もかもエルに内緒にしていたのか。わからないことだらけである。

　目の前がぐらりと歪み、真っ暗になりそうだった。

「エル、危ない！」

　イングリットに肩を支えられ、ハッとなる。

「今日は、帰るか？」

「ううん。お父さんの生家について、調べたい」

「そうか……」

　イングリットはエルと手を繋ぎ、貴族名鑑のある棚まで導いてくれた。フーゴの実家は、すぐに見つかった。ノイリンドール家は国内でも五本指に入る名家で、侯爵こうしゃくの爵位を得ていた。

「とんでもねえ大貴族じゃないか！」

　家系図の中に、フーゴの名前もあった。現当主の、三番目の子どものようだ。しかし、そこで衝撃的な単語を目にする。

「フーゴ・ド・ノイリンドール――三十七歳、没……!?」

　本日二度目の、目眩を覚えた。イングリットが、体を支えてくれる。

「お父さん……！」

　フーゴは一年前に、亡くなっていた。全身血の気が引き、胃がスーッと冷えるような心地悪い感覚に襲われる。

　不意に、ドサリ！　と重たい音が鳴った。

　エルは自分が倒れたのかと思ったが、倒れたのはエルではなく、ネージュだった。

「え、ネージュ、どうして？」

「おい、うさぐるみ、どうした!?」

　エルは倒れたネージュを起こし、ポンポン叩きながら声をかける。

「ネージュ、どうしたの、ネージュ!?」

　その問いに答えたのは、ネージュではなくヨヨだった。

『エル、ネージュの動力は、フーゴの魔力だ。既に死んでいるという事実を知って、拒絶反応を起こしたんじゃないかな？』

　ヨヨに指摘され、エルはネージュの異変の理由に気づいた。命の源である魔力の主の死は、人工精霊にとって衝撃的なものだったのかもしれない。

「ああ、そうか。このうさぐるみは、人工精霊だったんだな。エルの親父さんの魔力で、動いていたのか？」

「そう」

「元々、そんなにたくさんの魔力は、注がれていなかったのかもしれないな」

「だったら、ネージュに、私の魔力を注いだら、動くようになる？」

「いや、どうだろう。その辺は、専門外だ」

　どうしたら、ネージュは目覚めるのか。頭を抱えるエルに、ヨヨがある提案をした。

『エル、長いしっぽ亭に連れて行こう！』




　ヨヨの言葉で、一行は長いしっぽ亭へ向かった。ネージュはイングリットが抱えて運ぶ。幸い、店は開いていた。

「おじさん、大変なの！　ネージュが、ネージュが！」

「どうした？」

　坊主頭にねじり鉢巻きを巻いた、厳つい店主が顔を覗かせる。

「ネージュが、突然倒れてしまったの！」

「なんだと？　昨日、動き出したばかりだというのに、おかしいな」

　店主は顎に手を当て、険しい表情でネージュを覗き込む。

「魔力切れなの？　それとも、気を失っているだけ？」

「見ただけではわからん。奥の部屋へ」

　店主は扉の木札を『閉店』にし、鍵を閉めた。そして、昨日入った部屋とは逆方向にある扉のほうへと誘った。

　そこは、人工精霊であるぬいぐるみが作られる工房だった。赤煉瓦造りの部屋は、魔石灯に照らされた不思議な空間と化している。三つの作業台があり、それぞれに腰掛けて職人たちが作業中だった。金槌で魔石を叩く者、針と糸を使ってぬいぐるみの型を縫う者、ぬいぐるみに綿を詰める者と、分業で作られているようだ。

　扉が開いた音に反応し、職人たちが一斉に振り返る。

「あ、ドワーフがいる」

　イングリットがボソリと呟いた。ドワーフというのは地底に住む手先が器用な半妖精族だ。人嫌いで、なかなか出会う機会はないとされていたが、長いしっぽ亭の工房には三名もいた。ドワーフの身長はエルの膝丈くらいで、目が隠れるほどの長い前髪に、もじゃもじゃのひげを生やしている。

『おい、どうした？』

『目覚めたばかりのやつじゃねえか！』

『初期不良なんて、信用落ちるぞ』

「ちょっと、台を借りるぞ」

　工房の中心には、魔法陣が描かれていた。ここで、人工精霊に魔法をかけるようだ。

　ネージュは鎧を脱がされ、ただのぬいぐるみの姿となる。

　店主はお腹を指先で押し、何かの感触を調べていた。

「魔石の魔力切れ、というわけではないな」

「どうしてわかるの？」

「人工精霊に込められた魔石は、魔力が尽きると割れてしまうからだ」

　店主が指さした部位を、エルも指先で押してみた。かなり強く押し込まないと、魔石を感じない。ぐぐと指を沈ませたら、硬い物に当たった。これが、ネージュの心臓とも言える魔石であるらしい。銀貨と同じくらいの大きさなのだろうと、エルは推測する。

「魔石切れではないとなると、何か衝撃を受けるような言葉を聞いたとか」

　尋ねられ、エルは目眩を覚える。フーゴの死を、知ったばかりであった。

「心当たりがあるようだな。人工精霊は、籠められた魔力の持ち主と、魔力を通して感情や精神が同調する場合がある。魔力を籠めた人間に、何かあったのか？」

「そう、なんだ」

　やはりネージュが倒れたのは、フーゴの死を聞いたことが引き金となったようだ。

「この子、父さんの魔力が籠められていて……。それで、父さんが、一年前に死んだって聞いたから……」

「なるほどな」

「どうしたら、目覚めるの？」

「魔石の状態を見てみないと、わからんな」

「ネージュに、ハサミを入れるってこと？」

『いいや、嬢ちゃん、それは違うぞ』

『そんな物騒なことをせんでも、魔石は取れる』

『背中の糸を、解けばいいのさ』

　ドワーフが口々に答えた。

『そら、解いてやるから』

　縫製を担当していたドワーフが、一歩前に出る。エルは、ネージュの前から退いた。

『では、糸を解くぞ』

「うん、お願い」

　ドワーフは腰に巻いた革の収納ベルトから糸切りバサミを取り出す。優しい手つきでネージュの首元に触れ、目には見えない何かを指先に掴んでチョキンと切った。

「え？　今のは？」

『シロオオクモの糸だ。人の目には、見えないだろう』

　イングリットにも見えていないようで、不思議そうな目でドワーフの手元を見下ろしていた。

「ヨヨは見える？」

『うすーくね。すごいなあ、あんな物で縫っていたなんて』

　ドワーフがするすると糸を解いていくと、ネージュの背中が開いた。ぬいぐるみの中に入っている綿は、雲のようにもくもくだった。綿の間から青空が見えた気がして、エルは目を擦る。

『ぬいぐるみの中身は、晴天の雲だ。空を切り取るから、空の青も入ってしまうのだろう』

「晴天の雲を、入れる？　よく、わからないのだけれど」

『人間に理解できたら、俺たちは商売あがったりだよ』

　モーリッツにいろいろと習ったつもりであったが、まだまだ世界には知らないことが多すぎる。エルは目の前の出来事に感心して見入ってしまった。

　呆然としている間に、手袋を嵌めた店主によって、ネージュの魔石が取り出された。

「こ、これは……！」

　ネージュの魔石は、赤、青、黄色と三色が交ざった、美しい物だった。店主の目は、驚きで見開かれている。

「ねえ、どうしたの？」

「この魔石には、三名分の魔力が、籠められている」

　店主の説明によると、通常、魔石には一人分の魔力しか籠めることがない。しかし、どうしてもという場合のみ、二人分の魔力が注がれる。

「通常、二名以上が魔力を籠めるのは、危険だから断っていたのだ。しかし、この魔石にはお嬢ちゃんの父親と、おそらくその妻。さらに、もう一人の魔力が籠められているようだ」

「もう一人って、誰の魔力が？」

「調べてみよう」

　ここでは魔石に籠めた魔力の照合ができるらしい。過去の顧客リストから、魔法陣が捜し出すようだ。

　店主は魔石を魔法陣の中心に置いて、呪文を唱える。すると、青い部分の魔力のみが、該当ありと思われる反応を示した。

「この魔力の持ち主は、ジルベール・ド・フォースター……!?　フォースター公爵家の当主の魔力のようだ」

「え？」

　ジルベール・ド・フォースター。それは、エルが港町から王都に向かう馬車で同乗した、紳士の名であった。

　不意に、フォースターの言葉が蘇る。




　――長いしっぽ亭は、会員制の店でね。私も、娘にぬいぐるみを贈ろうと頼みに行ったのだが、十年後だと言われてねえ。十歳ともなったら、ぬいぐるみを贈っても、喜ばなかったんだよ。

　――ぬいぐるみはずっと、箱の中に保管されていたらしい。

　――子どもを産んだ娘は、私の贈ったぬいぐるみを元に、作り直した物を孫娘に渡したらしい。作り直すのに十年かかったようだが、喜んでいたと話していたよ。




　フォースターから聞いた話を思い出し、エルは頭を抱えた。

　このぬいぐるみはおそらく、フォースターが娘に贈ったというぬいぐるみだろう。彼が魔力を籠めた魔石が、十年の時を経て、両親によって再度魔力を籠められた。そしてそれが、エルの手に渡ったのだ。

　そこから導き出される答えは、一つしかない。

「……あの人が、わたしの、おじいさんなの？」

「おい、エル。どうしたんだ？」

「あ、ううん、あとで、話す」

　イングリットは「わかった」と返し、エルの隣にしゃがみ込んだ。エルの手が震えていることに気づいたからか、突然ぎゅっと握ってきた。

「うわ、エルの手、冷たい」

「イングリットは、温かいね」

「そうだろう？」

　イングリットの温もりに触れていると、ドクン、ドクンと嫌な感じに鼓動していた胸はだんだんと治まっていった。

　そうこうしているうちに、工房からいなくなっていた店主が戻ってきた。

「フォースター公爵の保証書を見つけたぞ」

　冷静になった瞬間、もう一つエルは思い出してしまう。それは馬車の中で交わした、フォースターの懺悔のような会話だ。




　――もっとも罪深いことは、国王に娘を嫁がせてしまったことだ。

　――黒斑病で亡くなった王妃様は、フォースターさんの娘だったの？

　――ああ。




　フォースターは娘を、亡くなった王妃だと話していた。すなわち、エルの母親は王妃ということになる。エルは脳天を雷に打たれたような衝撃を受けた。

「このぬいぐるみを最初に贈ったのは――フォースター公爵の一人娘であり、この国の王妃であったアルフォネ妃だ」

「ってことは、エルはこの国のお姫様、なのか？」

「知らない。何も、聞いていないから」

　母親が王妃だったことも衝撃的だったが、同時に既に死んでいたという事実も判明し、胸にぽっかりと穴が開いたような虚無感に襲われた。

　もしかしたら、王都へ行けば母に逢えるかもしれないと思っていたのだ。

　父は死んだ。母も、死んでいた。肉親は、誰一人として生きていない。十二歳の少女には、堪えがたい現実だった。涙が溢れ、頰を伝って流れていく。

　すぐに、イングリットが抱きしめてくれた。悲しみと苦しみが、嗚咽となって溢れてきた。エルは、声を上げて泣きじゃくった。

「うっ、うっ、うわああああああ!!」

　しばらく、エルの涙が涸かれることはなかった。




　落ち着いたエルは、何も考えられなくなっていた。他にも何かフォースターから重要な話を聞いていたような気もするが、今は思い出したくもなかった。

「一度帰るか？」

　と言うイングリットの言葉に、首を横に振る。

「ネージュを目覚めさせる方法を知るまで、帰れない」

「そうか、わかった。おい親父、このうさぐるみを目覚めさせる方法はあるのか？」

「そうだな。おそらく、一つの魔石に魔力が三つも籠められていることが良くないのだろう。魔石を分けて、一つに一人分の魔力を分ければ、今日みたいに気を失うこともない」

「なるほどな。三人の魔力が暴走した結果が、失神だったのか」

　ただ、人工精霊に使われる魔石は、普通の魔石ではないらしい。

「水晶魔石と言って、ここから馬車で三日走った先にある、『サンセ鍾乳洞しょうにゅうどう』で採れる魔鉱石から水晶を取り出し、魔石に加工した物だけが心臓部として使えるのだ。残念だが、ここには、余分な在庫がない。一つ一つ魔鉱石を採掘する職人に依頼するのだが、稀少な物で、一年に一回発見できたら儲けものといったところだ。五年以上探しても、見つからない場合もある」

　エルは立ち上がり、決意を口にした。

「わたしが魔鉱石を、探しに行く」

「エル、本気か？」

「本気。ネージュは、大事な家族だから」

　二年間、一緒にいた。今まで何も喋らなかったけれど、傍にいたら不思議と安心する存在だったのだ。そして、命名すれば喋れるようにもなった。

「動けない時にも、ネージュには心があった。だから、今もきっと悲しんでいるはず」

「そう、だな。そうだよな。エルの言う通りだ。このまま、動けなくなりました、はいそうですか、で終わる問題じゃないよな」

　イングリットも応援してくれ、エルはますます決意を固くした。

　だが、そんなエルに、店主は忠告した。サンセ鍾乳洞には、魔物が出現するらしい。

「ギルドで冒険者を雇ったほうがいい」

　出現する魔物から考えて、最低でも剣士、僧侶、魔法使いが必要だと言われる。

　エルは知らない大人と旅することに、不安を覚えた。そんな思いを察してか、イングリットが肩に手を置き、こう提案してくれた。

「だったらエル、私も水晶魔石探しに付いていってやるよ」

「いいの？」

「ああ。心配だからな」

「ありがとう」

　イングリットは元冒険者だ。魔法の矢を操り、戦っていたと聞いていた。エルは、魔石で応戦しようと考えている。攻撃魔法も使えるが、詠唱するより魔石を投げたほうが早いだろう。

「じゃあ、準備をして出かけるか」

「うん。あ、ヨヨはネージュを見守っていて」

『了解』




　旅に出る前に、一旦イングリットの家に戻り、準備を整えることにした。

「長弓ロングボウは長い間使っていないから、弦を張り直す必要があるな」

　イングリットが雑然とした物置から、長弓を発掘した。表面には呪文のようなものが刻まれ、弦の色が七色に光っている。

「それは、普通の弓と違うの？」

「違うな。これは、魔法矢を放つ専用の弓なんだ」

「へえ、魔法の弓って、初めて見るかも。ダークエルフの村では、よく使われているの？」

「いや、これは私の創作魔法だ」

　魔技巧士であるイングリットは、弓に使う素材探しから始め、何もかも自作したらしい。これは一見して普通の長弓であるが、性能はまったく異なるのだという。

「弓は、これを使うんだ」

「あ、鏃やじりが、魔石」

「正解！」

　魔法矢を射ると、鏃に籠めた魔法を展開して、対象へ向かっていく。

「射る時に、呪文を詠唱するの？」

「いいや、これは無詠唱で魔法が完成する。その秘密は、これだ」

　矢の箆のに、呪文が彫られている。弓に彫られたものと似ていた。

「矢と弓を摩擦させることによって、魔法式が完成するんだ」

「すごい！」

　矢は回収し、鏃に魔法を付与すれば再利用することができる。実に画期的な魔法の形だった。

「最初に話を聞いた時は、魔法の力で命中率を上げるのかと思っていたけれど、そういうことなんだ」

　弓矢を使うという関係上、基本、攻撃は一撃必殺を狙い、戦闘が長引く魔物は回避する、という方法を取っていたらしい。

「複数の魔物なら、このフレイムボム・アロウだな。爆発系の火魔法で、中型魔物の群れくらいなら一発で仕留めることができる」

　先端に火魔法が付与された魔石が付いている矢を、イングリットはエルに見せてくれた。

「さっきの矢とは違うの？」

「そうだな。箆の部分は耐魔の木、矢羽はファイヤ・バードのものだ。付与する魔法によって、属性と相性のいい材料を集めて作っているんだ」

「へえ、面白いね」

「だろう？」

　戦闘後は、なるべく矢を回収しているらしいが、もっとも使用頻度が高いという矢も、耐魔の木を使っているからか状態はすこぶる良かった。

「どうして、こんな物を思いついたの？」

「最初は普通の弓師アーチャーだったんだが、単独行動していたら死にそうになったんだよ」

「パーティを組まなかったんだ」

「そうだな。当時の私は仲間と思っていた男に裏切られたばかりで、傷心だったから。簡単に、人のことを信じられなかったんだ」

　イングリットが日々の狩猟で磨いた弓矢の腕は、駆け出しの冒険者としてはそこそこ良かった。しかし、単独行動をしながら、弓矢で魔物と戦うことは無理があったのだ。

「一回大けがを負ったとき、このままじゃ死ぬって思ったんだよな。ただ、戦闘方法を変えると言っても、私にできるのは魔法くらいで」

　魔法使いは詠唱する時間が必要となる。単独で行動するには相応ふさわしい職業ではない。

「魔法と弓矢、両方使えたらいいな～とぼんやり考えていた時に思いついたのが、魔法を付与した矢で攻撃する方法だった」

　イングリットは新たに、『弓術師マジック・アーチャー』を名乗り、単独行動で冒険をするようになった。

　話し終えた後、エルはパチパチと手を叩いた。イングリットは誇らしげな表情を浮かべる。

「エルは魔石を投げて戦うんだろう？」

「でも、当たらないかもしれない」

「武器屋で、投石器パチンコを買えばいい。狙いを定めやすくなるだろう」

「投石器って？」

「二股に分かれた枝みたいなやつに、ゴムが付いていて、石と一緒に引いた後、飛ばすんだ」

　イングリットが絵を描いて、投石器について教えてくれる。

「ああ、なるほど。そんな物があるんだね」

「そんなに重くもないから、エルにも使えるだろう」

　エル自身、魔石を投げるという戦闘方法に不安を抱いていたが、投石器を使えばなんとかなりそうだった。

「あとは、何かできるか？　ナイフ捌きの訓練とかは、していないよな？」

「うん」

「魔法は、何が使える？」

「四大属性は中位魔法くらいまでだったら使える。炎魔法と、氷魔法は少しだけ。回復魔法は、リザレクションまでだったら使える」

「は？　四属性に、炎と氷だって!?　それから、リザレクションだって!?」

「全部、先生から習った」

「あんたの先生、何者なんだ！　いやしかし、習ったとしても実際に使えるわけがない」

　ありえないと、イングリットはブツブツ呟いている。

「もしも本当に、その魔法の全てが使えるとしたら、エル、あんたは大聖女だ」

「大聖女？」

「混こん沌とんの世界を救世する、奇跡の存在だよ」

　イングリットの口ぶりからすると大層なように聞こえるが、いまいち、ピンとこない。

　モーリッツは四属性の上位魔法に加え、炎と氷の大魔法を扱っていた。回復魔法のリザレクションは使えないと言っていたが、豊富な知識を持っていた。勉強したら、皆が皆、同じように大魔法を習得できるとエルは思い込んでいたのだ。

「エルの先生はきっと、伝説の大賢者か何かだろう」

「そう、だったんだね」

　エルにはよくわかっていなかったが、イングリットが言うのならば間違いないのだろう。

「母親が王妃で、大賢者が先生で、魔石作りの達人で――エル、あんたはいったい何者なんだ？」

「わからない」

　イングリットは脱力して、「だろうな」と呟いた。
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　一通り装備の説明が終わり、イングリットは旅装束に着替えた。

　街へ出た時は魔技巧士が着る魔法の外套に、足元は編み上げのサンダルだったが、今は革の胸当てに矢筒、道具入れの鞄が付いたベルト、長靴と冒険者らしい恰好になっていた。

　街にいる間だけ、魔技巧士の外套を纏うようだ。

「エルも、旅装束を揃えなきゃいけないな」

「これじゃダメ？」

　エルが現在着ているのは、フーゴが買ってくれた頭巾つきの外套に、ワンピースだった。

　これと似たような恰好で故郷の森から王都までやってきたが、魔物が出現する場所に行くのに相応しい恰好ではなかったようだ。

「冒険者専用の装備にしたほうがいいな」

「わかった。どんな物がいいのか、見てもらえる？」

　返事をする代わりに、イングリットはエルの頭をぐりぐりと撫でた。




　街に出て、旅支度を調える。中央広場を目指して歩き、市場街に出てくる。昨日同様、多くの人々が行き交っていた。

「あ、エル。あそこの店の乾燥果物、旨いんだ！」

　イングリットはエルの手を握り、走り始める。

「いらっしゃい。って、あんたか」

「おう、親父。なんか、珍しいもんは入っているか？」

「サンタローザの乾燥させたやつを入荷した」

　サンタローザとは、鮮やかな赤い果肉のすももである。店主は、瓶の中に入っていた物を摘まみ、エルとイングリットに味見として差し出してくれた。

「これ、食べていいの？」

「ああ、食え食え。ここの親父は太っ腹だから、なんでも食わせてくれるぞ」

　周囲を見渡すと、どの店でも味見を行っているようだ。そうだとわかれば、エルは遠慮なくサンタローザと呼ばれていたすももを頬張る。

「最初は硬いが、飴みたいに口の中で舐めていると、だんだんと溶けていって甘さを感じるから」

　言われた通り、すももを口の中で転がしていく。すると、だんだん甘みを感じるようになった。

「頃合いを見て、奥歯でぎゅっと噛むと、旨味がじわ～っと溢れ出てくるからやってみろ」

「んっ――あ、本当だ。おいしい！」

　店主は満足げに頷き、さらに言葉を重ねてきた。

「作業中でも、冒険中でも、口の中に入れておくには最適の乾燥果物なんだよ。旨いだけじゃなく、栄養豊富なんだ」

「じゃあ、それをもらおうか」

「まいどあり！」

「本当、親父は商売が上手いよな」

「俺もこの仕事が長いからな！」

　イングリットは他にも、数種類の乾燥果物を購入していた。冒険に不足しがちな栄養を、果物で補う目的があるようだ。他にも、保存食を購入する。乾燥肉に、魚、麺、オイル漬けの貝に、ベーコンの塊、ビスケットにパン。

　荷物の全ては、エルの魔法鞄の中に収められる。

「それ、すんごい容量だな」

「まだまだ入るよ」

「とんでもない鞄だ」

　食料は十分買い込んだ。エルが森から持ってきた物もまだ残っているので、足りなくなるということはないだろう。

「次に、武器と服だな」

　市場を抜け、冒険者御用達の商店街へ向かう。そこには、鎧姿の戦士がいたり、白い外套を着込んだ僧侶がいたり、露出度が高い身軽な服装の踊り子がいたりなど、さまざまな冒険者が行き交っている。

　商店街には、エルと同じ年頃の少女は一人も歩いていなかった。どうやら武器屋もなじみの店があるようで、イングリットは迷いのない足取りで進んでいた。路地裏に入り、薄暗い道を抜けた先にあったのは、土をドーム状に固めて造ってある変わった外観の店だった。

「ここだ」

　中に入ると、ひんやりしていた。中は暗いかと思ったが、魔石灯が天井からつり下がっていたので意外なほど明るかった。

　店内には、騎士が身に着けているような板金鎧プレートアーマーに、丸や四角、多角形の盾、聖職者の外套など、さまざまな防具が揃えられていた。店のさらに奥は、武器が陳列されているようだ。

　こぢんまりとした外観に反し、中は広かった。

「いらっしゃい」

　店の奥から出てきたのは、白髪しらが頭の老婆である。

「今日は、どんな品をご入り用で？」

「この娘の装備を、と思って」

「なるほど。小柄だから、あまり重たくしないほうがいいねえ」

「そうだな。布製鎧クロスアーマーでは心許こころもとないから、革製鎧レザーアーマーくらいの強度が欲しいんだが」

「ふむ、そうだねえ。寸法は、これくらいか」

　老婆がエルに革製鎧を服の上から被せてくれた。思っていた以上の重量に、エルはふらついてしまう。

「ああ、これでも重いみたいだねえ」

「うーん。かといって、布製鎧じゃ紙みたいに脆もろいしなあ」

「お嬢ちゃんは、魔法使いだね？」

「どうして、わかったの？」

「昔は銀色の髪を持つ者は、『賢者』として崇あがめられることが多かったから、お嬢ちゃんもきっとそうじゃないかと思ってね。まあ、老人の話だから、聞き流しておくれ」

　老婆の話を聞いたイングリットは、神妙な表情で呟く。

「エルの髪は、隠しておいたほうがいいかもな」

「わたしも、そう思った」

「私みたいに、街中では頭巾を被っておけ。窮屈かもしれないが、自分を守ることになる」

「わかった」

　革製鎧を脱ぎ、棚に戻した。

「鎧じゃなくて、盾を持とうかな」

　試しに、もっとも小さい円形の盾を手に取ろうとしたが、重たくて持ち上げられなかった。

「くっ……ううん！　む、無理！」

「エル、それは戦士用だから、持ち上げるのは無理だ」

「残念」

「お嬢ちゃん、これはどうだい？」

　老婆が持ってきたのは、金の刺し繍しゅうが入った白い外套だ。

「金きん鷺さぎの外套と呼ばれている、魔法使い用の物なんだけれど」

　着用した者の魔力に応じて、防御力が上昇する呪文が縫われているらしい。ちょうど、エルの背丈にぴったりだった。袖を通し、姿見で確認する。

「頭巾もあるし、いいかも」

「お婆さん、これ、いくらだ？」

「金貨五枚だよ」

「きっ、金貨五枚だと!?」

　あまりにも高すぎる値段に、イングリットは目を剥いて驚いた。

　なんでも、高貴な身分の少女の生誕祭用に作られた外套だったが、急に身内に不幸があって着る機会もなく、売りに出された一着らしい。

「さすがに、金貨五枚は無理だなあ。銀貨五枚くらいだったら、買ってあげるんだが」

　エルも、外套一枚に金貨五枚もかけていられないと思い、諦めて返すことにした。かなり気に入っていたが、仕方ない。

　すると老婆は、外套を脱ごうとするエルを止めた。

「分割でもいいよ。通常は受け付けないんだけれど、その外套はお嬢ちゃんによく似合っているから」

　エルにしては珍しく、服を気に入ったのだ。本当は、脱ぎたくないくらいだった。

　分割でいいと言われ、心が揺らぐ。ただ、値段が値段だ。即決できるものではない。

「何か、珍しい物と交換でもいいけどねえ」

「珍しい物……」

　エルが森から持ってきた品に、珍しい品があるかもしれない。鞄を探ってみる。

「聖鹿ホーリー・ディアの角とか」

　鞄の外見からは想像もできないほどの、大きな鹿の角が出てきた。純白で、すべすべしているのが特徴だ。モーリッツは「聖職者の杖以外に使えない」と切って捨てていたが、エルはいつか何かに使えると思って、こっそり一つだけ取っておいたのだ。

「こ、これは、聖せい杖じょうの材料となる、伝説の鹿の角じゃないかい!?」

「そうなんだ。うちの森には、ちらほら見かけたけれど」

「ど、どこの、森なんだい？」

「もう燃えちゃって、ない」

「そ、そうかい」

　老婆はエルが取り出した聖鹿の角を見る。

「驚いた。こんなに状態がいい聖鹿の角は初めてだよ」

「いくらか、お金になる？」

「これだと、金貨二十枚の価値があるだろうねえ」

　エルは唖然となった。

　モーリッツから、聖鹿の角はよく燃えるからと聞いて、何度かお風呂を沸かすのに使っていたことを思い出す。白い炎ができるので、面白がって何度も薪代わりにしていたのだ。

　まさかこんなに高値が付くとは、想像もしていなかった。きっと、モーリッツはあえてエルに教えなかったのだろう。価値がある物と知っていたら、私欲のために転売することを考えてしまったかもしれないから。

　エルは聖鹿の角を売り、金鷺の外套と、投石器を手に入れた。

　老婆の武器屋から出ようとしていたら、老婆に引き留められる。

「これはおまけだよ」

　老婆がエルに手渡してくれたのは、泥人形ゴーレムの絵が描かれている長方形の札だった。

「おー、エル、良かったな」

「これ、何？」

「召喚札サモン・カードだ」

　召喚師サモナーと呼ばれる、ありとあらゆる生物と契約し、戦闘時に召喚して戦う者がいる。

　召喚札とは彼らが作った札で、破って投げると絵に描かれた幻獣や魔人を召喚できるのだ。

　ただ、召喚した存在ものの力は、元となる本体の十分の一とされる。それでも、契約の危険もなく召喚できるという点は大きいのだそうだ。

「危険って？」

「契約が不完全で、召喚した魔物に食われたり、対価として魔力を根こそぎ奪われたり、いろいろあるみたいだ」

「そうなんだ」

　そんな召喚師たちの小遣い稼ぎが、自身の契約した生物を使った召喚札を作ることなのだという。

「召喚札は召喚師にしか作れないものなんだ。稀少な召喚札は、高値で取引されているそうだ」

「へえ、どうやって作るんだろう」

「ざっくりした製法しか知らないが、契約した魔物や幻獣を、直接特殊な魔法インクに浸けるんだとよ」

「生きている状態で？」

「ああ。生きている状態で、だ」

　エルは竜が巨大な鍋に入れられている様子を想像し、ゾッとしてしまった。

「泥人形の札は、わりと見かけるな。従順だから、作りやすいんだろうな」

「ヨヨを魔法インクに浸けたら、ヨヨの札ができるのかな？」

「できるな。ヨヨの召喚札を作りたいのか？」

「ううん、いらない。たくさんヨヨがいたら、口うるさくて困るから」

　イングリットはぷっと噴き出す。

「おばあさん、これ、本当にもらっていいの？」

「ああ、いいよ。たくさん買ってもらったし、貴重な素材も売ってもらったから」

「ありがとう」

　エルは深々と老婆に頭を下げた。金鷺の外套を着込み、召喚札はすぐに取り出せるようポケットに入れておいた。ここでようやく老婆と別れ、店を出た。イングリットは背伸びをして、エルを振り返る。

「よっし。じゃあ、出かけるとしますか」

「うん、行こう」

　物語の世界に出てくるような冒険は初めてである。エルの心はドキドキと高鳴っていた。

「出発、と、その前に、市場で肉を買わなきゃいけないな」

「お肉？　どうして？」

　食料なら、先ほど確保した。生肉を持っていく理由がわからず、エルは首を傾げる。

「肉でワイバーンを釣る」

「ワイバーンを、釣る？」

「ああ、そうだ。釣ったワイバーンに乗って、サンセ鍾乳洞まで行くんだよ」

　イングリットに導かれ、エルは初めて、自分の足で王都をぐるりと囲む城塞を抜けた。途中、身分証の確認があったが、問題なく通過できた。しばらく道なりに歩き、人がいない開けた場所に出てきた。

「よし、ここでワイバーンを釣るか！」

　相変わらずイングリットは信じ難いことを言っている。

　ワイバーンは翼竜とも呼ばれているが、正しくは幻獣に分類される竜種ではない。正しい研究はなされていないが、魔物寄りの生物で、人を襲ったという記録もある。

　フーゴから聞いた話では、ある村で人の肉の味を覚えたワイバーンが、村人を食べ尽くしたという事件があったという。

「ああ、それ、私も聞いたことがある。二年くらい前から、各地で出没しているんだと。ギルドが討伐依頼を出しても、いまだ倒せていないみたいだな」

　一時期、騎士隊も被害のあった土地に派遣されたが、発見にすら至らなかったらしい。

「強い者の前には出てこないで、弱い者ばかりを狙う、ずる賢いワイバーンみたいだな」

　村を滅ぼした個体の特徴は、普通のワイバーンにはない属性だという。普通のワイバーンは灰色の体色で、刺激しなければ比較的大人しい性質を持っている。しかし、問題のワイバーンは全身が黒く、闇属性を持っており、加えて獰どう猛もうな性格なのだという。

　フーゴは細かな話までしていなかったのでぼんやりしていた人食いワイバーンのイメージだったが、イングリットの話から一気に具体的な像が浮かんできて、エルは不安になった。

「イングリット、本当に、ワイバーンを釣るの？」

「ああ。馬車で行ったら三日もかかるが、ワイバーンで飛んで行ったら半日で到着するからな」

「大丈夫なの？　やめたほうが良くない？」

「私の冒険には、ワイバーンでの移動は不可欠だった。これまでも闇属性のワイバーンに遭遇したことなんてないし、心配しなくてもいい」

　イングリットがそう言うのならば、エルは信じるしかない。そもそも、いったいどうやってワイバーンを釣るのか。釣れたとして、どうやって目的地まで飛ぶよう指示するのか。疑問は尽きない。

　そんな中で、イングリットは鞄からある品を取り出す。

「じゃ～ん！　ワイバーン一本釣りの魔技巧品、『爆釣れ君第三号』だ」

　それは、指先から肘くらいまでの長さの短めの竿さおで、釣り糸を巻く枠も付いていた。ただ、釣り糸は巻かれていない。

　どうやって釣りなどするのか興味津々で見ていると、イングリットがおもむろに釣り竿を地面に向けた。

「まず、魔法陣を描く」

　地面に釣り竿で魔法陣を描く。魔法陣に書かれた魔方式を見て、エルは仕組みを理解する。短時間の契約を、ワイバーンと結ぶものらしい。対価は肉だけでなく、魔力も含まれているようだ。

「この魔法陣の中に、目的地を書くんだ。それで、引っかかったワイバーンは肉を対価として、連れて行ってくれる」

「画期的な道具だね。これは、イングリットが作った魔技巧品なの？」

「ああ、そうだ。でも、糸作りが難しくて、製品化できなかったんだよなあ」

「糸作り？」

「ああ。自分の魔力で糸を作るんだが、魔法使いしか使いこなせなかったみたいで」

「魔力で糸？」

「今から見せてやるから」

　イングリットは釣り竿を握り、目を瞑って集中する。すると、釣り竿の先端が光った。その光を摘まみ、引き伸ばすと糸のように細くなる。どんどん伸ばしていくうちに、地面に垂れた。

「わっ、すごい」

　まるで生地から麺を作るように、釣り竿から糸が伸びていく。

「と、こんなもんか。あとは、勝手に伸びる」

　糸に買ってきた肉を結び、魔法陣の中心に立った。天に向けて釣り竿を振り上げた。すると、肉を付けた糸が天に昇っていく。どうやら、一瞬にして雲の向こう側まで飛んで行ったらしい。しばらくすると、竿の先端がしなった。

「釣れた!!」

　こんなことが起こりうるのか、とエルは驚いた。本当に、ワイバーンが釣れたらしい。イングリットは釣り竿を引き、釣り糸を巻く。

「なんか、でっかいのが引っかかったぞ！」

「う、うん」

　空を見上げていると、雲に黒い点が浮き上がった。

「見えてきたな！」

　イングリットはふんばり、さらに釣り糸を巻いた。雲の中から、次第にワイバーンの姿が浮き彫りになっていく。

　エルはその先どうなるのかわくわくしながら眺めていたが、イングリットの顔からは喜色が引いていった。

「げっ！」

「どうしたの？」

「あれは、闇属性のワイバーンだ！　やばい、あいつは言うこと聞かないぞ！　クソ！　なんで世界的に珍しい希少種が、その辺を飛んでいるんだよ！」

「どうするの？」

「釣り糸を切る！　エル、私の腰ベルトにかかっているナイフで、釣り糸を切ってくれ！」

「わかった」

　エルはイングリットの腰ベルトからナイフを引き抜く。それは普通のナイフではなく、水晶を磨いて作った魔法のナイフだった。すぐさま、釣り糸を断つ。

　ブツン！　と大きな音を立て、釣り糸は切れた。イングリットは衝撃で転倒し、転がっていく。

　既に、ワイバーンは目の前まで迫っていた。解放されて、そのまま逃げると思いきや、ワイバーンは勢いそのままに地上に降り立った。大きさは、全長五米メー突トルほど。首は長く、額には角が二本生えている。体はずんぐりしていて、長い尾がある。背中からは大きな翼が生えていた。弾かれたようにイングリットは立ち上がり、エルを庇って前に出る。

「エルの言う通り、やめたほうが良かったかな」

「ツイてなかっただけだよ」

「ああ。我ながら、運が悪い」

　イングリットが腰から吊つるしていた弓を手に取り、素早く矢筒から矢を引き抜くのと、ワイバーンがブレスを吐き出したのは、同時だった。

　ブレスは広範囲に展開される。しかも、闇属性が付加されたものだ。イングリットの魔法が打ち勝つには、聖魔法でないといけない。ダークエルフである彼女が、聖魔法を使えるとはとても思えなかった。

　エルはすぐさま、外套のポケットから召喚札を取り出す。迷わず破ってワイバーンに投げ付けた。ワイバーンのブレスがエルとイングリットに届くよりも、召喚札の魔物が出てくるほうが早かった。一瞬にしてその場にあった土が盛り上がり、七米メー突トルほどの巨大な泥人形の形となる。

　イングリットの矢は泥人形の背中に突き刺さったが、味方判定されたのか魔法は展開されなかった。泥人形はワイバーンのブレスを防ぎ、大地を揺るがす雄叫びを上げていた。

「泥人形、ワイバーンを動けないようにして！」

　エルがそう命じると、泥人形はワイバーンの上に覆い被さった。

「それから、パン窯みたいな形になって！」

　泥人形はエルの命令を聞き、半円状のドーム型となる。

　ワイバーンは窯の中でもがくが、外には出られないようだった。

「召喚札っていうか、泥人形すごいな。でもなんで、パン窯なんだ？」

「蒸し焼きにするから」

「お、おお」

「イングリット、火魔法の矢を射られる？」

「蒸し焼きは私ありきの作戦だったんだな」

「うん。できる？」

「やってみるさ」

　イングリットは矢筒から火の魔石が付いた矢を取り出す。狙いを定め、射った。矢はきれいな弧を描いて飛んで行き、泥人形に体を押さえ付けられているワイバーンに刺さった。

　泥の中で火が爆ぜ、炎上する。

「おー！　ワイバーンはよく燃えるなー」

「たっぷり、脂肪を蓄えていたのかもね」

　火柱が上がると、泥人形は消えていった。

「ありがとう」

　エルは手を貸してくれた名も知らない泥人形に、礼の言葉を呟いた。

　泥人形が消えると、ピクリとも動かないワイバーンがいまだ燃えながら転がっていた。

「息絶えたみたいだな」

「うん」

「エルのおかげで、倒すことができた」
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「お婆さんからもらった、召喚札のおかげだよ」

「とっさに召喚札を使った、エルの機転の勝利でもある」

　イングリットはそう言って、エルの頭をぐりぐりと撫でた。同時に、ピコーンと音が鳴った。

「ん？」

　イングリットが取り出したのは、四角い木札だった。表面に魔法陣が浮かび、チカチカと光っている。

　興味深く覗き込むエルに、イングリットは木札をよく見せてくれた。

「イングリット、これ、何？」

「ギルドカードだ。これで、ギルドに依頼したり、受けたりできる。討伐した魔物を自動で記録してくれたり、依頼を達成した時には教えてくれたりするんだ」

「へー、便利だね」

「さっきのは、ギルドに登録されていて、誰も解決できていなかった依頼の達成を知らせるものだ」

「もしかして、ワイバーンの討伐？」

「ああ、そうだ」

　ギルドカードに浮かび上がった魔法陣に、報酬が書かれているようだ。それを見たイングリットは、ぎょっとした。

「報酬は金貨、五十枚だって!?」

「すごいね。冒険者って、儲かるんだ」

「いやいや、こんな高報酬の依頼、滅多にないぞ」

「そうなんだ」

　イングリットは魔法陣に書かれた知らせを真面目な顔で読む。途中で、またもぎょっとした。

「おいおい、今回の討伐で、第三位トロワになったって本当かよ!?」

「第三位？」

「冒険者の等級だ。七段階あって、下から第六位シス、第五位サンク、第四位カトル、第ト三ロ位ワ、第二位ドゥ、第一位アン、無限大アンフィニってなってる」

「元々イングリットは、第四位だったんだ」

「そうだ。まさか、ワイバーンの討伐で第三位になるなんて」

「第三位になると、何かあるの？」

「普通の依頼にも金額が上乗せされる。それから、国内の施設はほぼ出入りできるようになるんだ」

「いいことばかり？」

「いや、そうでもない。国が危機に陥った時、戦力として駆り出されるんだ」

「そういう仕組みなんだ」

「ああ。ほとんどの冒険者は、第三位まで上がらない。だから、気にしていないんだが……」

　イングリットは複雑そうな表情を浮かべている。それもそうだろう。イングリットの本職は冒険者ではなく、魔技巧士である。有事に駆り出されては、たまったものではない。

「エルがギルドカードを持っていたら、活躍評価は分割されていたんだがな」

「それ、今からギルドに言って、修正できないの？」

「あー、できる、かもしれない。でも、いいのか？　登録して等級が上がれば、説明した通り、戦争や魔物退治に駆り出される可能性がある」

「大丈夫。たくさん冒険に出るわけじゃないから」

「そっか、そうだよな。じゃあ、行こう」

　ワイバーンが炭と化し、朽ちるのを確認してから街に戻った。




　イングリットはギルドで、先ほど起こったことを説明する。すると、受付の女性では対応できないようで、奥の部屋へ招かれた。客間に通され、茶と菓子が振る舞われる。喉が渇いていたエルは、茶を飲み干した。

　五分ほど待って、やってきたのはギルド長だった。五十歳前後で、筋骨隆々、額から顎にかけて大きな傷が残っていた。元傭兵といった風貌である。

「いやはや、『黒い疾風』、まさか、お前がワイバーンを倒すとはな」

「その名で呼ぶのはやめてくれ。恥ずかしい」

　ギルド長の言葉に、イングリットはむず痒そうに反論した。

　どうやら『黒い疾風』とは、イングリットの二つ名であるらしい。

「それで、活躍評価を分けることができるのか？」

「分けるって、本当にそこのお嬢ちゃんも一緒に倒したのか？」

「ああ。店でもらった召喚札があったんだよ。それがなきゃ、無傷で倒せなかっただろう」

「あのワイバーンを無傷で討伐したのか!?　なんて子だ……」

「召喚札があったから、誰だって勝てていたと思う」

　エルの説明を、ギルド長は首を振って否定する。

「普通、お嬢ちゃんくらいの年齢の子には、召喚札が必要だと判断し、咄嗟に使うことはできないんだよ」

　召喚札は貴重で高価な品だ。もったいないと思って使うべき場面を見誤り、命を落とす者は多いのだという。現に、亡骸となって発見された冒険者の荷物から、未使用の召喚札が出てくることはよくある話らしい。ギルド長の話に、イングリットも頷く。

「確かに、あの時エルが素早く召喚札を使ってくれて助かった。防御の矢では、闇属性のブレスは防ぎきれなかったかもしれない」

　あの時放った魔法の矢は、防御魔法が付加された物だったようだ。いろいろな魔法の矢があるものだと、エルは感心する。

「ふむ。『黒い疾風』は長年単独行動をしていたようだが、いい相棒を見つけたようだな」

「まあな。それで、どうなんだ。活躍評価は分けることができるのか？」

「もちろんだ。ギルドとしても、優秀な人材はいつでも歓迎だからな」

　秘書らしき女性から、申込書が手渡される。名前と職業を記入する、簡単な物だった。エルは身分証と同じ、エル・フェルメータという名を記入する。

「職業は、どうしよう」

「魔石を使って戦うなら、魔石師でいいだろ？」

「うん、魔石師にする」

　ギルドカードはすぐに完成した。名前と第六位という等級が書かれている。依頼をこなすことによって、等級は上がっていく仕組みらしい。ワイバーン討伐の報酬である、金貨二十五枚も表示されていた。これは、硬貨商へ持っていけば金に換えられる。エルがギルドカードを手に入れると、イングリットも第四位へ戻ったようだ。

　再び二人は旅立つこととなった。王都の回転道路には、馬車乗り場があった。先が見えないほどの長蛇の列を見たエルは、ウッとなる。

「イングリット、これに、並ぶの？」

「ああ」

　客のほとんどは男性ばかり。大荷物を手にしていた。

「皆地方から、買い付けに来たり、商売や取引をしに来たりしているみたいだな」

「そ、そうなんだ」

　港町と同じように、馬車は等級によって分けられていた。

「エル、どれに乗りたい？」

「うーん」

　知らない相手と三日も同乗するのは、疲れそうだ。だからと言って、港町から王都に来た時のように上等の馬車は片道で金貨数枚かかるだろう。金は、できればこれ以上使いたくない。

「そういえば、冒険者は馬車で移動しないんだね」

「まあな。だいたい、馬を持っているな。私も購入を考えたんだが、世話ができるとは思えなくて」

「イングリットは、自分のお世話もできないからね」

「そうなんだよ」

　素直に認めたので、笑ってしまった。イングリットの、こういうところが好ましいとエルは思う。

「やっぱり、ワイバーン、かな」

「な、そう思うだろう？」

「うん。召喚して、目的地に着いたら別れてって、効率的なんだね」

　エルはしばし考え、腹をくくる。

「イングリット、ワイバーン、もう一回釣ってみよう」

「いいけれど、エルは怖くないのか？」

「ちょっと怖い。でも、もう闇属性のワイバーンはいないし、知らない人と三日も馬車で過ごすほうが怖いから」

「あー、まあ、そうだよな」

「次は、私が釣ってみたい」

「ワイバーン釣りを、エルがするのか？」

「うん。クッキーで釣ってみる」

「クッキーでワイバーンを!?」

「クッキー好きのワイバーンって、いいワイバーンっぽいでしょう？」

「確かに！」

　イングリットはひとしきり笑ったあと、エルの肩を叩いて「やってみるといい」と言ってくれた。

　さっそく、王都を出て開けた場所まで移動する。エルは先ほどイングリットが描いた魔法陣を、『爆釣れ君第三号』を使って描く。

「イングリット、魔法陣、上手く描けてるかな？」

「ああ、完璧だ。エル、あんたは本当に、一度見たものは忘れないんだな」

「まあ、うん」

　モーリッツができていたので、皆できると思い込んでいた。エルは学習する。モーリッツを人の基準として考えてはいけないと。イングリットに魔力で編む糸のやり方を聞きつつ、実践する。

「おお、上手い！」

　イングリットは褒めてくれたが、エルには彼女のように、細く紡ぐことはできなかった。縄のような太さになってしまう。

「これ、大丈夫かな？」

「太さは関係ないと思う。たぶん」

「じゃあ、釣ってみる」

　クッキーを結んだ糸を、天に向かって伸ばした。

　縄のような糸は、シュルシュルと音を立て、思いのほか軽やかに飛んで行った。

「イングリット、クッキーでワイバーン、釣れると思う？」

「釣れたとしたら、エルみたいに可愛いワイバーンだろうな」

「か、可愛い？　私が？」

　エルは一瞬にして、顔が熱くなっていくのを感じた。可愛いなんて、今まで一度も言われたことがなかったからだ。

「可愛いって、どういうこと!?」

「改めて聞かれると返答に困るが、なんというか、クッキーでワイバーンを釣るって考えるところとか、無邪気で可愛いなと思って」

　見た目の話ではなく、エルの考えや言動、行動を見て可愛いと思ってくれたようだ。

　照れや羞恥を覚えたが、嬉しいことでもあった。今まで知らなかった感情である。

「あ、あの、イングリット」

「ん？」

「イングリットも、可愛い、と思う」

「は!?　私が可愛い!?」

「うん」

「ないない、ないないない！」

「私が個人的に可愛いと思うことは、否定できないから」

「確かにそうだけども！」

　イングリットがそう叫んだ瞬間、竿の先端がしなった。

「あ、エル、ワイバーンが釣れたぞ！　今だ、引け！」

「う、うん！」

　エルは渾身の力で、竿を引いた。すると、魔力で紡いだ糸が戻ってくる。

　あとは力を籠めなくても、糸が自動で巻かれるのだ。

「どんなワイバーンが釣れたんだろう」

「クッキー色のワイバーンかもな」

　言いながらイングリットは、油断なく腰ベルトからナイフを引き抜く。前回の失敗があったので、もしも獰猛そうな個体だったら糸を切るつもりなのだろう。

「お、見えてきた」

　エルにとっては薄ぼんやりしている影は、だんだんと、肉眼でも見えるようになってきた。

「んん？」

「イングリット、どうかした？」

「いや、あれは、ワイバーン……じゃない？」

「え？」

　パチパチと、エルが二回瞬いた時、先ほどまでぼやけた輪郭だったその姿を捉えることができた。

　それはすさまじい速さで、落下してきていた。ナイフで糸を切る暇もなく、それは着地してしまった。

　その姿に、二人して言葉を失う。

「おいおい、マジかよ」

「な、何これ……！」

　エルが見事に釣り上げたのは真っ赤な鱗うろこを持つ――火か竜りゅうだった。

「嘘だろう？　竜なんて、そもそもその辺にいるもんじゃないぞ！」

「信じられない……」

　火竜が、釣れた。竜は大変珍しく、現代ではもう絶滅したのではと囁かれるほどの存在だった。闇属性のワイバーンよりも希少な存在を、エルは見事釣り上げてしまった。

　呆然としたエルは、ぎゅっと握っていた『爆釣れ君第三号』を、地面にポトリと落とした。

　するとイングリットはエルを庇うようにぎゅっと抱き上げ、後方に跳んで距離を取った。相手は地上最強生物と言われる竜だ。ワイバーンのように戦って勝てる相手ではない。

　竜の大きさは、二米メー突トルくらいか。竜にしては小柄だ。だが、エルとイングリットは、竜を前に硬直していた。竜は多くの種類がいる。中でも、火竜はもっとも獰猛だ。

　刺激すれば襲われ、為す術もなく殺されるかもしれない。

『ぎゃう、ぎゃーう！』

　火竜はエルを見て、何かを訴えていた。

「イ、イングリット、火竜は、なんて言っているの？」

「わ、わからない」

『ぎゃうぎゃう！』

　だが、幸いと言っていいのか、火竜からはエルとイングリットへの敵意はまったく感じられなかった。イングリットがエルを抱きしめていた腕を離す。

『ぎゃう……ぎゃう？』

「なんか、可愛く見えてきたかも」

「おいおい、エル、火竜が可愛いって……本当だ。目がくりくりしていて、可愛いな」

　そんな話をしていると、火竜が動き出す。姿勢を低くし、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　何をするのかと、エルとイングリットが固唾を呑んで見守っていると、火竜は、先ほどエルが落とした、『爆釣れ君第三号』を持ち上げた。エルが手を放したことで魔力の糸はなくなり、釣り竿のみとなっている。

『ぎゃう、ぎゃーう』

　火竜は竿を掲げ、じっとエルを見ながら鳴き声を上げた。

「え、何？」

「何か、訴えているな」

『ぎゃう、ぎゃう、ぎゃーううう……』

「もしかして、クッキーを、まだ食べたい、とか？」

『ぎゃーう!!』

　まるで『それだ！』と言わんばかりの、大きな鳴き声だった。どうやら人語を解するらしい火竜にイングリットが驚きつつも、エルのほうを見て言った。

「エル、クッキー、まだ、あるのか？」

「あるよ」

「その、なんだ、火竜に分けてやれ」

「わかった」

　魔法鞄からクッキーを取り出すと、火竜は長い首を伸ばし、目をキラリと輝かせる。

『ぎゃう！　ぎゃう！　ぎゃーう！』

「喜んでいるな」

「やっぱり、クッキーが食べたかったんだ」

　エルがクッキーを取り出すと、尻尾を振りながら寄ってくる。

「ま、待て！」

　イングリットがそう言うと、火竜はピタリと動きを止めた。

「あ、イングリットの言うこと聞いた」

「エル、クッキーは私が置いてきてやる」

「うん、よろしく」

　イングリットは慎重な足取りで火竜に接近し、地面にクッキーを置いた。

「待てよー、待て、待つんだぞー」

　イングリットは火竜に手を向けながら後退り、エルの元に戻った瞬間に、「よし！」と言った。すると、火竜は素早くクッキーに近寄り、手に取った。どうやら、手先が器用なようだ。さらに、瞳をキラキラさせながらクッキーを眺めている。

『ぎゃうーん！』

「エル、どうする？　今のうちに逃げる？」

「そ、それがいいかも」

　エルとイングリットは、ゆっくり、ゆっくりと後退していく。クッキーを手に持ち、目を輝かせる火竜を残して。一定の距離を取ったら、回れ右をする。

「走るぞ」

「うん！」

　エルとイングリットは、全力疾走した。

『ぎゃう!?』

　が、すぐに火竜に気づかれてしまった。

「げ、あいつ、クッキー持ったまま、追いかけてきた！」

「な、なんで？」

「さあ？　っていうか、竜って、二足歩行できるのかよ！」

　竜を研究する者が知ったら、仰天しそうな生態情報を思いがけず得てしまう。火竜の足は速かった。エルとイングリットの前に出て、手を広げる。

『ぎゃーう!!』

「速いよ！」

「はあ、はあ、はあ」

「エル、大丈夫か？」

「う、うん。平気」

　この火竜はいったいなんなのか。相変わらず敵意はない。それどころか、若干友好的な雰囲気さえある。イングリットは火竜に問いかけた。

「な、なんの用事なんだ？」

「まだ、クッキーが欲しいの？」

　火竜はその場でクッキーを食べる。おいしかったからか、その場で一周回り、小躍りしていた。

「で？」

「もう一枚、欲しいとか？」

　火竜は首を左右に振った。しゃがみ込んで、翼を広げる。長い尻尾を地面に打ち付け、早くしろと急かしているように見えた。

「おい、もしかして、背中に乗れと言いたいのか？」

「サンセ鍾乳洞まで、連れて行ってくれるの？」

『ぎゃーう！』

「マジか」

「マジ……みたい」

　エルとイングリットが顔を見合わせる。どうやら本当に竜を釣ることに成功してしまったようだ。

「エル、どうする？」

「どうするって、火竜は乗せてくれる気満々みたいだよ」

「そうだな。せっかくだし、お願いするか」

「うん」

　先にイングリットが火竜に近づく。

「私は、イングリットだ」

『ぎゃーう！』

「わたしは、エル」

『ぎゃう！』

　イングリットはそっと火竜の鱗に触れる。

「あ、温かい。しっとりしていて、背中は柔らかいぞ」

「本当だ」

　火竜というと、硬い鱗に覆われていて、体温は触れることができないくらい熱いというのが定説だ。実際は、そんなことはないようだった。

「エルが前に座るんだ。押さえておいてやるから」

「わかった」

　まず、火竜の胴に縄を巻き、イングリットの腰ベルトに繋げる。これが、命綱となるのだ。

「それだけで、大丈夫なの？」

「まあ、大丈夫だろう」

「もしも、竜の背中から落ちたら、どうなるの？」

「いや、エルは大丈夫だ」

「私だけ大丈夫って、どういうこと？」

「釣った時に、ちょっとした契約を結んでいるんだ。釣った奴とは魔力が繋がっている状態だから、落ちることはない」

「魔力で作った糸が体内にあるから？」

「そうだな。私はないので、こうして命綱を結んだわけだ」

「ふうん」

　先にイングリットが座り、その前にエルが跨またがった。

「よし、出発だ！」

　火竜は翼を広げ、バッサバッサとはためかせる。羽ばたきが強くなった辺りで地面を蹴り、空へと飛び上がった。

　悠々とした羽ばたきと共に、青空へと舞い上がっていく。

「わあ……！」

　イングリットが作った術の中には、風魔法の結界も取り込まれていたようだ。そのため、頬を撫でる程度の風しか感じない。

　王都を空から見下ろすと、円形の城塞に囲まれているのがわかった。全貌を把握すると、そこに秘められた意図と、それがいかに高い技術で作られているかが理解できた。

「イングリット！　王都って、巨大な魔法陣なんだ！」

「みたいだな。私も、最初に見た時は驚いたよ」

　街自体が、巨大な結界となっていた。呪文を描くように建物が建てられ、時計塔や王城、ギルドなどの壁の模様に、魔法式が描かれていた。

「近くで見た時は、ただの模様かと思ってた」

「だな。街の外観を崩すことなく、巨大な結界を完成させたんだ。天才の所業だろう」

「でも――」

　魔法陣を目で追っていったら、途中で途切れていた。北方にある教会が、半壊状態だった。壁の呪文は削がれ、結界の魔法式が機能していない原因となっている。

「あれ、魔法陣の要の一つなのに、どうして壊れてしまったの？　火事とか？」

「いやあれは、王妃が不貞を働く場として使い、怒った国王が取り壊しを命じたらしい。重要文化財でもあったから、周囲が止めて半壊状態を維持しているとか、噂話を聞いたことがあるな」

「王妃の、不貞……？」

　考えないようにしていた両親の謎についてのパズルのピースが、パチパチと埋まっていく。

　フォースターの娘には、婚約者がいた。しかし、当時王太子だった国王との結婚話が急浮上し、娘と婚約者を引き離して結婚させた。フォースターの娘は王妃。引き裂かれた婚約者とは、おそらくフーゴのことだろう。二人はきっと、長年通じ合っていたのだ。結婚してからもずっと。そして、人知れず愛を深めた結果、子どもができたとしたら――それが自分だったのではないかと、エルは考える。だから、フーゴはエルを隠すように、森の奥地へ連れて行ったのだろう。

「――エル、そろそろ休もう」

　イングリットが耳元で囁く。王都を発ってから、一時間半も経過していたらしい。エルはずっと、物思いに耽ふけっていたようだ。森の中に湖を見つけたので、そこでひと休みすることにする。

「火竜、ごめん、あそこの湖に降りてくれる？」

『ぎゃーう！』

　火竜はエルの言うことに従い、湖こ畔はんに着地する。伏せの姿勢を取ってくれたので、すぐに降りることができた。しかし、膝の力が抜けて、倒れそうになる。

「危ないっと」

　イングリットが、エルの体を受け止めてくれた。すぐに、ゆっくりと座らせてくれる。

「大丈夫か？」

「あんまり、大丈夫、じゃないかも」

　頭の中が、混乱状態だった。自分はいったい、何者なのか。そんなことを考えていたが、何者でもなかったのだ。両親に望まれて、周囲に祝福されて生まれた存在ではない。その事実は、エルにとって衝撃的なものだった。全身の力が抜け、立ち上がることすらままならなくなる。

「ゆっくり休もう」

　イングリットは鞄から敷物を取り出して広げた。

「エル、こっちに座れよ」

　動けないエルをイングリットは抱き上げ、敷物の上に寝かせてくれた。何か茶でも淹れようと思っていたが、体が思うように動かない。ぼんやりしていたら、イングリットが円柱状の金属の塊を差し出してきた。

「エル、魚のスープと肉のスープ、どっちがいい？」

「何、これ？」

「魔技巧品の試作品。魔石缶詰って言うんだ」

「魔石、缶詰？」

「ああ。ここの上のくぼみに魔石を入れて、表面にある呪文をなぞるんだ」

　イングリットは二つの魔石缶詰に魔石を設置し、呪文をなぞる。すると、缶詰は真っ赤に染まり、蓋ふたが開くのと同時に魔石はコロリと落ちた。

　缶の中にはスープが入っており、先ほどまで冷たかったであろうそれは、今はおいしそうな湯気を立てていた。

「このように、缶詰の中にある料理を、一瞬で温めることができる、画期的な魔技巧品なのだ！」

　魔技巧品を前に得意げに胸を張ったイングリットに、エルは「すごい」と賞賛し拍手した。市場で買ったパンを添えたら、あっという間に食事の支度が整う。

「これ、本当にすごいね。どうやったら、こんなのを思いつくの？」

「それはな、冒険している時、冷たい食事を食べるのが嫌でさ。かといって、野外で料理をするのはめんどくさいし。そこで思いついたのが、魔石缶詰ってわけ」

「そっか。そうだよね。鍋やお皿を洗うのも、微妙に面倒だし」

「そうなんだよ」

　魚と肉、どちらがいいか差し出され、エルは魚を選んだ。

『ぎゃう、ぎゃーう！』

　背後で、火竜がいきなり鳴き出す。

「ん、なんだ？」

「火竜も、スープとパンが欲しいのかも？」

「あいつ、雑食なのか？」

　イングリットが鞄から魔石缶詰を取り出し、火竜に問いかける。

「どの味がいいんだ？　がっつり系の肉塊入りのスープに、あっさり魚介出汁の魚スープ、健康志向の野菜スープの三種類あるぞ？」

　一つずつ見せてみる。すると、野菜スープの時に反応を示した。

「お前、火竜のくせに、健康志向なんだな」

『ぎゃうー』

「え、最近、お腹の肉が気になっているって？」

『ぎゃうぎゃう！』

「言うほど太ってないぞ？」

『ぎゃーう』

　火竜が何を言っているのかわからないのに、イングリットは勝手に相づちを打っている。思わず、エルは笑ってしまった。スープを魔石で温めてあげると、火竜は舌先を使って器用に飲んでいた。途中でスープにパンを浸しながら、食べ始める。

「あいつ、器用だな」

「わたしたちも、食べよう」

「ああ、そうだな」

　魔石缶詰の中身は、イングリットの行きつけの食堂のスープらしい。エルは匙を使わずに、スープを飲んだ。優しい味がしたので、少しだけ涙ぐんでしまった。スープがあまりにもおいしいので、涙が出た。そういうことにしておく。

　しばらく休んだら、再び火竜に跨って飛び立つ。

　その後も休憩を挟みながら進み、三時間後にサンセ鍾乳洞に到着した。

「ここが、サンセ鍾乳洞……！」

　それは鬱うっ蒼そうとした森の中にあった。森は一面湿気が強く、霧も漂っている。

『ぎゃーう！』

　火竜は片手を上げ、着地地点に伏せの姿勢を取った。

「なんか、ここで待っているねって、言っているみたい」

「契約は片道なんだがな」

　エルは鞄からクッキーを取り出し、火竜の前に置いた。

「危ないと感じたら、逃げてね」

『ぎゃう！』

　火竜は尻尾を振りながら、クッキーを食べ始める。エルはくすりと微笑み、額を撫でてあげた。

『ぎゃう、ぎゃううう！』

「なんか、犬みたいな竜だな」

「竜って案外、人懐っこいんだね」

　竜に対する認識が、今日一日で大きく変わった。

「じゃあ、行きますか」

　改めて、エルはイングリットと共にサンセ鍾乳洞に入った。




　鍾乳洞の中は、外以上に湿り気があった。温度も高く、その場にただ立っているだけで、じっとりと額に汗が浮かんでくる。

　通常、鍾乳洞の内部はひんやりしていることが多い。ここは、他とは異なる気候のようだ。

　エルは魔法で光球を作り、鍾乳洞を明るく照らした。地面はデコボコしていて、大きなくぼみには水が溜まっている。天井からは氷柱のような鋭い突起が垂れ下がり、たまに水滴が落ちてきた。

　少し眩しかったので、エルは光加減を調整した。

「イングリット、明るさはこれくらいでいい？」

「ああ、ありがとう。エル、助かる」

「どういたしまして」

　今までイングリットは、薄暗い洞窟内を探索する際は魔石灯頼りだったらしい。

「頭に装着する魔石灯を作ってみたんだが、それがまた重くてな。長時間の探索は難しかったんだ」

「そっか」

　イングリットは光魔法が苦手で、使えないらしく、光球の存在は大変ありがたいようだ。

　歩みを進めていると不意に、暗闇の中に赤い目がいくつも浮かぶ。

「おっと……魔物のお出ましだな」

　エルが光球を大きくして、目が浮かんだほうを明るく照らすと、魔物の姿がはっきりと見えた。

　それは、全長一米メー突トルほどの水色のトカゲだった。口元には、鋭く尖った牙が覗いている。手足にも、刃物のような爪を持っていた。

　エルは向けられた敵意にゾッとした。鋭い牙が、爪が、エルの命を屠ほふろうと狙っているのだ。身震いするほどの恐怖に、何もできず、ただただ立ち尽くしていると、イングリットが庇うように前に出た。

「あれは、ウォーター・リザードだ」

「ウォーター・リザード？」

「そうだ。牙や爪は脅威だが、そこまで素早くない。属性付きで、弱点もわかりやすい」

「火が、苦手？」

「だな」

　イングリットの冷静な解説で、少しだけ平常心が戻った。魔物の弱点がわかれば対処はできるはずだ。

　数は全部で三頭。一番大きな個体が、先陣を切って襲いかかってくる。イングリットの言う通り、動きは速くない。けれど、恐怖で頭が回らず、エルは思わずその場にしゃがんだ。

　一方で、イングリットは素早く戦闘態勢を取る。火の魔石で作った鏃を素早く番つがえた。片目を瞑って狙いを定め、射る。イングリットが放った矢は狙いを過たず、ウォーター・リザードの額に当たり炎上する。ウォーター・リザードは体内に脂肪をたっぷり蓄えていたようで、よく燃えた。

　たっぷりの油の中で躍る肉のように、バチンバチンとその体が跳ねる。

「なんか、旨そうな匂いがするな」

　呑のん気きなイングリットの呟きで、エルの恐怖は和らいだ。

「イングリット、魔物喰いは禁忌だから」

「そうだったな」

　燃えたぎる火は、他のウォーター・リザードにも飛び火する。たった一撃で、三体のウォーター・リザードを倒してしまった。

　戦闘後、イングリットが指を鳴らすと鎮火した。これが、魔法の矢の利点だろう。普通の火矢だとこうはいかない。魔法防御力が高い矢は、燃えずに残っていた。イングリットは矢を引き抜き、火魔法を付加させて矢筒に戻す。

「イングリット、これ、やりすぎると空気が薄くなって、わたしたちも危ないかも」

「だな。気をつけよう」

「あと、何もできなくて、ごめんなさい」

　そう謝罪すると、イングリットはエルの頭をぐりぐり撫でるばかりだった。それは子ども扱いしているのではなく、気にするなと言ってくれているような気がした。エルはこっそり、涙ぐむ。

　二人は炭と化したウォーター・リザードをまたぎ、先へと進んだ。




　エルは鍾乳洞の岩壁を注意深く眺めながら進む。魔鉱石らしきものはチラホラ見かけるが、水晶魔鉱石は見つからない。それがないと、ネージュを目覚めさせることができない。なんとしてでも、見つけなければ。しかしながら、一時間歩いても、水晶魔鉱石の発見には至らなかった。

「イングリット、ごめん」

　エルを慰めるように、イングリットは肩をポンと叩いた。

「大丈夫か？」

「うん、平気」

「今日は、ここらで引き返したほうがいいかもな」

　エルはまだやれると思った。しかし、冒険者として経験があるイングリットの言うことには従ったほうがいいだろう。

「わかった、戻ろう」

　踵を返した瞬間、ゾッと肌が粟あわ立だつ。何かが、闇の中からこちらを覗いていた。

　イングリットも気づいたようだ。

「ツイてないな……！」

　暗闇に浮かぶのは、血よりも赤い瞳。エルは恐怖から、全身を震わせる。すると、ボッ、と音を立てて、炎が上がった。炎の中に見えるのは巨大な木の棍こん棒ぼうだ。そこに纏った炎が、周囲を不気味に照らしている。

　徐々に姿がぼんやりと浮き上がってくる。人型ではあるものの、全長は二米メー突トル半程度と規格外の大きさだ。額から突き出た二本の鋭い角に、ぎょろりとした目、真っ赤な肌と、不気味としか言いようがない外見。上半身は何も身に着けていないが、下は腰布を巻いていた。距離にして五十米メー突トルほど開いているが、全身から圧力のようなものをビシバシと放っていた。元々蒸し暑い洞窟内であったが、さらに気温が上昇したように感じられた。

「イングリット、あれは――オーガ人喰い鬼？」

「ああ、そうだ。ただのオーガじゃない。属性付きだ」

　ただでさえ、オーガは厄介な敵だ。武器を操り、幾分かの知能もある。属性付きだということで、おそらく炎も操るだろう。

「おかしいと思っていたんだ。鍾乳洞の中は、普通は肌寒いはずなのに」

　火属性を持つオーガが棲み着いていたので、気温が上昇していたようだ。オーガは人の血肉を好む魔物で、エルとイングリットを見て、口元を歪ませ舌なめずりしていた。

　イングリットは即座に水の矢を番つがえ、オーガに向かって放った。狙ったのは、手に持つ炎を纏った棍棒。火を消した上に、手から放させようとしていたのだろう。見事、棍棒に当たり、水魔法が発動した。しかし――オーガの持つ棍棒の火は消えない。オーガは棍棒からイングリットの矢を引き抜き、いともたやすくへし折った。

「クソ！」

　続けて、イングリットは矢を番える。今度は、氷の矢だ。足元に向かって放ったが、回避されてしまった。意外と素早い。オーガが棍棒を振り上げ、駆けてくる。もう一度、氷の矢を放ったが、魔法が発動する前に棍棒で叩き落とされた。イングリットは傍にいたエルを抱き上げ、回れ右をして走り始める。

「オーガなんて、ここ五年以上目撃情報が出ていないのに!!」

　オーガが発見されると、すぐさま騎士隊が派遣される。それくらい、人にとって脅威とされる魔物なのだ。

「イングリット！　今まで、反感ヘイト管理はどうしていたの？」

「今までの魔物は、全て一撃必殺で倒していたんだよ！」

　強力な敵が目撃されたところには行かず、比較的弱い魔物が観測される範囲しか足を踏み入れなかったらしい。

「いや、ここも低位魔物しか出ないはずなんだが」

　固有ユニーク魔物モンスターなど、めったに会えることはない稀少な存在だ。目撃情報だけで、ギルドからもれなく報酬がもらえるだろう。

　だんだんと、距離が縮まっていく。捕まったら、頭からバリボリと食べられてしまうに違いない。

「イングリット、わたしを捨てて、逃げて！」

「そんなこと、できるわけないだろうが！」

「お願い！」

「ダメだ！」

　エルを抱えての状態なので、すぐに追いつかれそうになる。イングリットの頭の中に、エルを見捨てて逃げるという選択はなかったようだ。このままでは、共倒れとなる。何か、しなければ。そう思った瞬間、イングリットが転んだ。地面の突起に足を引っかけてしまったようだ。

　エルの体は投げ出されて転がる。

『オオオオオオオオ！！！！』

　オーガはすぐ目の前まで迫っていた。イングリットはすぐさま起き上がり、腰ベルトのナイフを引き抜いてオーガに投げる。見事、額に突き刺さった。

「──爆ぜろ、火よフォティア！」

　ナイフと魔法は連動していたのだろう。額に刺さったナイフが、爆発する。

『オオオオオオオオ！！！！』

　爆風と共に、オーガの大きな体がぶっ飛んだ。やった！　エルはそう思ったが、倒れたオーガの体は、すぐに起き上がった。オーガの額には小さな傷が入った程度で、致命傷には見えない。

『オオオオオオオオ！！！！』

　オーガは手に持つ棍棒の炎を強め、振り上げながら襲いかかってくる。

「クソ！！」

　イングリットはエルの体に覆い被さった。

「イングリット!!」

「エル、いいか？　奴が私に気を取られている間に、逃げるんだ」

「そんなの、できない！」

「このままでは、どっちも死ぬんだよ。だったら、どちらかが生きていけるほうがいい。エルには、やらなければならないことが、あるんだろう？　それに、エルのことを待っている奴もいる」

「イングリット……」

「私はいいんだ。どうせ、誰も待っていないから。死んでも誰も迷惑じゃないし、悲しまないさ」

　そんなことはない。イングリットが死んだら、自分が悲しむ。そう伝える間もなく、このままでは、イングリットは死んでしまう。エルは即座に腹を括った。

　イングリットの体を力いっぱい押し退のけ、前に出る。

「エル!?」

『オオオオオオオオ！！！！』

　オーガの前に出て、一番大きな氷の魔石を、投石器にかけて目いっぱい引いた。そして、眼前に迫ったオーガに、氷の魔石を弾き飛ばす。

　瞬間――。目の前が、真っ白になった。一面を氷が覆ったからだと理解するまでに数秒かかった。

　オーガも全身氷塊と化している。エルが地面を足先で叩くと、氷が崩れ、オーガは粉々になった。

「エル、危ない！」

　天井から突き出た鍾乳石が、エルの頭上に落ちてきた。イングリットが腕を引き、助けてくれる。

「イングリット、ありがとう」

「エル、それはこっちの台詞せりふだ」

　互いの無事を確認していた時、ピコーン！　という場違いな音が鳴った。

「ん？　なんの音？」

「ああ、ギルドカードの情報が更新された音かもな」

「ああ」

　エルは鞄の中から、ギルドカードを取り出す。すると、木札の上に魔法陣が浮かび上がった。中心に出てきた文字を、エルは読み上げる。

「おめでとうございます。等級が、第六位から、第四位になりました……だって」

「すんごいな。いきなり二つも上がるなんて」

「こういうことって、あるの？」

「魔物が強力だったり、懸賞金がかけられていたりする場合は、ギルドの評価が一気に上がると聞いたことがある」

　続けて、違う色の魔法陣が浮かび上がった。

「お、これ、懸賞付きの魔物だったみたいだ。また、大金が手に入るのかもな。エル、なんて書いてある？」

「えっと――え？」

「どうしたんだ？」

　言葉を失ってしまったエルは、ギルドカードに浮かんだ魔法陣をそのままイングリットに見せた。

「炎の勇者殺しのオーガ、懸賞金、金貨百五十枚って、ええ!?」

　イングリットも覗き込み、同様に驚いた。それは、百五十年前にギルドに依頼があったもので、長い間誰も討伐できずにいたオーガだったらしい。

「炎の勇者を喰らい、炎属性を得た、とんでもないオーガ、か。勇者の実家が大貴族で、懸賞金をしこたまかけていたらしいな。勇者の実家が出したものだけでなく、あのオーガは他にも有名な魔法使いや冒険者を喰らっていたようだ」

「だから、こんなに高額の懸賞金がかかっていたんだね」

「みたいだな」

　バラバラになったオーガを振り返る。すると、何故か棍棒が凍っていないことにエルは気づいた。

「イングリット、あれ。棍棒だけは、凍らなかったみたい」

「あ、本当だ。どうしてだろう？」

　近づくと、棍棒から赤い魔法陣が浮かんだ。光に包まれ、姿を変える。棍棒が、剣へと変わった。エルは本で読んでその武器について知っていた。それは、炎が揺らめくような刀身を持つ、伝説の勇者に授けられし武器『炎えん刀とう・フランベルジュ』だ。

「イングリット、これ、なんだろう？」

「勇者の武器を、オーガが形を変えて使っていた、とか？」

『まあ、そんなところだな』

　突如響いた声に警戒したイングリットは、即座にエルを抱き上げ、後退する。

『おいおい、酷い反応をするな』

　鍾乳洞の中に、青年の声が響き渡る。

「イングリット、今、剣が喋ったように聞こえたんだけれど、気のせい？」

「いや、私にも聞こえた」

『気のせいではないぞ。俺様は、炎の勇者である！』

　エルとイングリットは、顔を見合わせる。勇者の姿はなく、剣しか残っていない。

「えっと、精霊化？」

「ああ、なるほど。私はてっきり、勇者の怨念が、剣に取り憑ついたかと思ってたが」

『誰が怨念だ！』

　精霊化――モーリッツと同じく、死者の魂が精霊として昇華する現象だ。炎の勇者は命を落としたあと、百五十年の時を経て精霊となり、自身が持っていた剣フランベルジュと共に蘇ったようだ。

『よいしょっと』

「あ、剣が立ち上がった」

「すんごいな」

　自力で立ち上がっただけでなく、少しだけ浮いてエルとイングリットの元へやってきた。

『ごっほん。俺様は、炎の勇者であり、炎の精霊である、名は、あー、なんだ。まあ、フランベルジュでいいか。そう、フランベルジュである』

「どうも」

「はじめまして」

　エルとイングリットが交互に会釈すると、フランベルジュも剣の角度を傾ける。その動きは、お辞儀をしているようだった。

「えーと、では、また」

「縁があったらな」

　そそくさと去ろうとするエルとイングリットの前に、フランベルジュは素早く回り込んだ。

『おいおい、話は終わっておらんぞ！』

「何？」

「手短にしてくれ」

　フランベルジュはまたも『ごっほん！』と咳払いし、尊大な態度で話し始める。

『憎きオーガを倒してくれたことを、心から感謝する』

　フランベルジュは、地面に付きそうなほど深々と刀身を下げていた。

「まあ、偶然倒せただけだから」

「運が良かったな、フランベルジュ。じゃあな」

　話を早めに切り上げ、二人が再び去ろうとする前に、フランベルジュが回り込んだ。

『待て、待て、待てーい！』

「何？」

「まだ何か話があるのかよ」

『礼を、しようと思ってな』

「いいよ、別に」

「ギルドから懸賞金も出るしな」

「じゃあね」

「またな」

『遠慮をするでなーい』

　またしても、去りゆくエルとイングリットの前に、フランベルジュがやってくる。

「感謝の気持ちだけで、いいのに」

「お礼って、何かくれるのか？」

『お前たちの守護をしてやろうぞ！』

「守護？」

「エルと、契約するって言うのか？」

『まあ、そうだな』

　精霊は生涯で一人の人間と契約できるらしい。オーガを倒した感謝の印として、フランベルジュはエルと契約を結んでくれるという。

「一人としか契約できないんだったら、もっと慎重に選んだほうがいいんじゃない？」

「そうだぞ。お前、目覚めたばっかで、混乱状態なんじゃないのか？」

『混乱状態ではない。俺様は、正常であるぞ！』

　断っても勝手に付いてきそうな雰囲気だった。果たして、契約していいものなのか。エルは考える。

「契約後の対価は？」

『礼だと言っているだろう。気にするでない』

「イングリット、どう思う？」

「まあ、無償で契約を結ぶんだったら、別にいいんじゃないか？」

「わかった。だったら、契約してもいいよ」

　フランベルジュの柄を握っただけで、契約完了となるらしい。エルは、差し出された柄を握る。

『おおおおおおお！！！！』

　波打った刀身が、メラメラと炎を発し、パチン！　と音を立てて弾けた。そして、炎が消えると――柄と刀身は真っ赤に染まり、鍔つば部分にルビーに似た宝石が生まれていた。

「な、なんで、色と形が変わったの？」

『お前の魔力に呼応して、俺様は生まれ変わったのだ』

「そうなんだ」

　こうしてエルは、炎の精霊フランベルジュと契約した。フランベルジュは『必要な時に俺様を呼ぶと良い』と言って姿を消してしまった。残された二人は、顔を見合わせて息を吐く。

「なんか、嵐が去ったって感じ」

「まったくだな」

　もしかしたら、ヨヨやネージュのように、騒がしい剣が四六時中一緒に付いて回るものだと思っていたので、エルは内心ホッとしていた。

「エル、どうする？　一回引き返すか？」

「うん、それがいいかも。たぶん、オーガ以上の強い敵は出ないと思うけれど、なんだか疲れちゃったし」

「そうだな。それがいい。一晩、野営して、明日また出直そう」

　きっと、火竜の傍に天幕を張ったら、魔物も寄ってこないだろう。そんなことを話しながら帰ろうとしたその時、エルはある物に気づいた。

「え、これ――!?」

「エル、どうした？」

「イングリット、この鍾乳石、見て！」

　それは、オーガとの戦闘後に落下した鍾乳石だった。地面で砕けて割れている。その中に見える澄んだ石を指さし、エルは叫んだ。

「あれ、水晶魔鉱石なの！」

「本当か!?」

　イングリットはしゃがみ込み、鍾乳石を覗き込んだ。

「確かに、これは特別な魔力を放ってる。しかし、驚いたな。まさか、下じゃなくて、上のほうにあったなんて」

　よくよく確認すると、周囲を覆う岩は魔防効果がある。魔鉱石が放つ魔力を頼りに探した場合、見つけにくいようになっていた。

「鍾乳石が地面に落ちたおかげで、見つかったんだ」

「そうだ、ツイてるな！」

　エルはタガネと金槌を使って、水晶魔鉱石を取り出した。まだ、魔石にするための加工をしていないのに、美しく澄んだ水晶が採れた。

「これで、ネージュを助けることができる……！」
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「ああ、そうだな」

「イングリット、ありがとう。イングリットのおかげで、水晶魔鉱石が採れた」

「エルが頑張ったからだろう。私は何もしていない」

「そんなことないよ。イングリットが一緒に鍾乳洞に来てくれたおかげだから」

「まあ、そういうことにしておくか」

　来た道を戻り、鍾乳洞の外に出た。

『ぎゃーう！』

　火竜はエルとイングリットを待っていた。嬉しそうに、駆け寄ってくる。

「あいつ、本当に待っていたな」

「イングリットの魔技巧品、すごいね」

「いや、あれは片道の契約だから、自主的に待っていたんだと思うぞ」

「そうなんだ」

　ここでゆっくりのんびり休んでいたら、日が暮れてしまう。エルとイングリットはすぐさま帰ることに決めた。火竜に跨り、空へ飛び立つ。

「ネージュ、待っていてね」

　魔石を入れ替えれば、きっとまた元気になる。エルはそう信じていた。

「エル、王都に戻ったら、どうするんだ？」

「父のことを、ギルドで調べてもらおうかなって」

「ああ、それがいいかもしれないな」

　次なる目標を決めつつ、王都へ戻る。火竜は二人を、王都近くの開けた場所に下ろしてくれた。

　感謝の印として、エルは持っている七枚のクッキー全てを火竜に手渡した。火竜は尻尾を左右に振り、クッキーを両手で大事そうに持って嬉しそうにしている。

「ありがとうね」

「感謝するよ」

　手を振って別れようとしたが、火竜は一向に飛び立たない。

「火竜、じゃあね」

「またな」

　何かを察したエルとイングリットは、ほぼ同じタイミングで回れ右をする。早足で去ろうとしたが、背後から火竜の鳴き声が聞こえた。

『ぎゃーう！　ぎゃう、ぎゃーう！』

「イングリット、火竜は、なんて言っているの？」

「クッキーもっと寄越せ？」

「もう、ないよ」

　二人は早足から、全力疾走に変わる。イングリットが背後を振り返ってぎょっとした。

「げっ、また二足歩行で走ってる！」

「見たいような、見たくないような」

　結局、火竜はエルとイングリットの前に回り込んできた。

『ぎゃう、ぎゃうぎゃう！』

　そう言って、クッキーをエルに差し出した。

「それ、あなたにあげたの。全部、食べていいから」

『ぎゃう、ぎゃうううう』

　火竜はクッキーをエルに差し出したまま、その場でジタバタと地団駄を踏み始めた。

「え、何？」

「もしかして、クッキーは返すから、一緒に行きたいって言っている、とか？」

『ぎゃうっ!!』

　まるで『それだ！』と言っているかのようだった。

「イングリットの家で、火竜飼える？」

「まあ、裏庭だったら、飼育できないこともないが」

『ぎゃう――！！！！』

　火竜は嬉しそうに、体を左右に揺らす。やはり、エルとイングリットに付いていきたいと訴えていたようだ。これ以上、大きくなることはないかと確認したら、火竜は親指を立て『ぎゃう！』と鳴いていた。心配ないと言っているように聞こえた。

「これ以上成長しないのなら、まあ、いいか。えーと、じゃあ、エル、契約してやってくれ」

「え、わたし!?」

「エルが釣った火竜だろう？」

「そうだけど」

　エルは火竜に近づき、問いかける。

「契約するのは、わたしでいいの？」

『ぎゃう！』

「対価は、クッキーでいい？」

『ぎゃうーん！』

　クッキーで問題ないようだ。火竜は手に持っていたクッキー七枚を一気に食べる。見事な食べっぷりだった。そして、エルに手を差し出す。

「手を握り返したら、契約が完了するんだね？」

『ぎゃう！』

　エルは火竜の手を握り返した。すると、火竜の体から魔法陣が浮かび上がり、全身が光に包まれた。

「これは、契約による、変化？」

「だな」

「大きくなったらどうしよう」

「地味に困るな」

　光が収まると、火竜の姿は消えていた。

「あ、あれ？　火竜はどこ？」

「エル、下だ」

　火竜の体は縮み、赤子のようになっていた。

「えっ、どうして、小さくなったの!?」

『ぎゃう、ぎゃーう（大きくもなれるよー）』

「え!?」

「エル、どうした？」

「火竜の喋る言葉の意味が、わかるようになったの」

「契約したからだろうなあ」

『きゃう、ぎゃうう！（よろしくね！）』

　火竜は雌めすで、生後半年の若い個体であることがわかった。好きな物は、言わずもがなクッキー。母親から独り立ちするよう、巣から落とされ彷徨さまよっているところに、エルのクッキーを見つけて食い付いたらしい。

『ぎゃう、ぎゃーう（どこに行っても、火竜だからって嫌がられて）』

　火竜の言葉を通訳してやると、イングリットは悲しい表情を浮かべる。

「わかるよ。私もそうなんだ。ダークエルフだからって、悪い奴だと決めつけられて」

『ぎゃーう（ひどいよね）』

　エルは火竜を持ち上げる。表面はしっとりしていて、もちもちしていた。

「どうして小さくなったの？」

『ぎゃうぎゃうー（大きいと、庭に放り出されそうだから）』

「そっか」

　エルと契約することによって、寸法を自在に変えることができるようになったようだ。

「そいつに名前を付けてやらないのか？」

「あ、そっか」

『ぎゃうぎゃう、ぎゃうー！（名前、付けてくれるの？　嬉しい！）』

　エルの腕の中でジタバタ暴れる竜を抱きかかえながら、名前を考える。

「じゃあ、古い言葉で炎を意味する、プロクス、に決めた」

『ぎゃうぎゃーう！（ありがとう！）』

　火竜改め、プロクスは命名されたその名を気に入ったようだ。

「よろしく、プロクス」

「よろしくな、プロクス」

『ぎゃーう（よろしく！）』

　今回の旅で、思いがけず仲間を得ることができた。炎の勇者であり、剣でもある『フランベルジュ』。それから火竜の『プロクス』。この先、彼らの助けがあれば、旅は豊かなものになるだろう。

　そう、エルは予感していた。




　王都に着くと、まっすぐ長いしっぽ亭に向かった。水晶魔鉱石を、職人であるドワーフに託す。

「これで大丈夫？」

『ああ、立派な水晶魔鉱石だ。きっと、このウサギも目覚めるだろう』

「良かった」

　水晶魔鉱石の加工と魔力の移行で、だいたい一ヶ月ほどかかるらしい。ネージュは、店に預けることになった。工房で留守番をしているヨヨの元へ戻ることにした。

「ヨヨ、ただいま」

『お帰りなさいエル……って、何、その赤いの!?』

「火竜」

『なんで、火竜なんか抱いているの!?』

「契約した」

『はあ!?　火竜って、獰猛で人に心許すことはないって』

「そういう個体が多いだけ。この子、プロクスは違う」

『そ、そうなんだ』

「仲良くしてね」

『う、うん』

　ヨヨとプロクスは初顔合わせとなる。

『ど、どうも』

『ぎゃーう（よろしく）』

　案外友好的な火竜にヨヨは戸惑っていたが、善良なプロクスの気質を感じ取ったのか、わりとすぐに彼女の存在を受け入れていた。

　ヨヨを連れて次に向かったのは、ギルドだ。ギルドの中は大騒ぎになっていた。

「あの、炎の勇者を殺したオーガが倒されたらしいぞ！」

「倒した奴について、ギルドは情報公開を拒んでいるらしい」

「いったい、何者なんだ!?」

　エルとイングリットは、顔を見合わせ硬直している。

『へえ、百五十年前に依頼が出たきり、誰も倒せなかったオーガが倒されたんだって。すごいねえ』

「ヨヨ、オーガを倒したのは、私」

『は？』

「あ、いたいた！」

　ざわつく冒険者たちをかき分け、受付嬢が走ってやってくる。

「あ、あの、ギルド長が、お捜しです」

　オーガを倒した件を詳しく知りたいのだろう。別室へと案内された。

「いやはや、驚いた。あのオーガが、倒されたと聞いたものだから」

「偶然、オーガの弱点だった氷の魔石を持っていたから、討伐できただけ」

「その竜を使し役えきして倒したのだと思っていたが、魔石か」

　通常、ギルドの依頼は期限が設けられている。長くても十年ほどらしい。炎の勇者を喰らったオーガについては、討伐に出かけた冒険者が何名も行方不明となった。そのため、新しい依頼としてギルドに持ち込まれた上に懸賞金が増え続け、百五十年も依頼が残ることとなった。

「あのオーガは誰にも倒せない。これ以上被害者を出さないために、依頼を取り下げようという話が出ていたところだった。こんな、年とし端はもいかない少女が倒してしまうなんて」

　炎の勇者が精霊化したことについては黙っていた。オーガを倒した魔石の入手先も聞かれたが、答えなかった。そして、倒せたのは偶然であったことを念押ししておく。もしも、強力な魔物の討伐を依頼されたら困るからだ。それから、今回オーガを倒したという情報も、公開しないでくれと頼み込んだ。

「まあ、そうだな。俺がもし、お嬢ちゃんと同じ立場だったら、喋らないだろう。平穏なのが一番だよな。わかった。これらについては、誰にも言わない」

「ありがとう」

　約束通り、報酬の金貨百五十枚は支払われるらしい。エルは一気に小金持ちとなった。

「他に、何か困っていることはないか？」

「ある人について、調べてほしくて」

「人？」

「フーゴ・ド・ノイリンドール」

「フーゴか？　あいつの、知り合いか？」

「え？」

　ギルド長はフーゴと知り合いのようだった。エルの胸は、ドキン、ドキンと高鳴る。

「あの、その人は、ほ、本当に、し、死んだ、の、ですか？」

　ギルド長は目を伏せる。答えを聞かずとも、フーゴが死んだことが事実であると告げているようなものだった。

「どうして、死……死ん……うっ！」

　涙が、堰せきを切ったように流れる。心のどこかで、フーゴは生きていて、「エル、悪かったな！」なんて言って、再会できるのではと思っていたのだ。あまりにも辛くて、声を上げて泣いてしまう。

　エルの体を、隣に座るイングリットが抱きしめてくれた。落ち着いてから、フーゴの死について話を聞く。フーゴは確かに死んだ。ギルド長は遺体を最後に見ることができたと語る。しかし、いつ、どこで、どうやって死んだか、ということは公表されていないらしい。ギルド長はフーゴの実家に行って尋ねたが、教えてくれなかったのだとか。




　これ以上情報は手に入らないようなので、ギルドをあとにする。イングリットはエルの手を握って明るく言った。

「よーし、エル。今からすんごいおいしいもん、食べに行くか！　甘い物としょっぱい物、どっちがいい？」

　そう問われた瞬間、腹がぐーと鳴る。空腹に気づかないくらい、落ち込んでいたのだ。

「しょっぱい物がいい」

「それじゃ、肉食いに行こう」

　エルの後ろをよちよち歩いていたプロクスをイングリットが抱き上げ、肩に乗せる。ヨヨに目配せしてから、街を歩き出す。向かった先は、食堂だった。そこで、イングリットは骨付き肉を注文する。最初に出てきたのは、スープだった。

「エル、このスープは骨を三日間煮込んだもので、世界一おいしいスープなんだ」

「ふうん。そうなんだ」

　琥こ珀はく色に輝く液体を、エルは匙で掬すくって飲んだ。

「わっ、おいしい！」

「だろう？」

　スープはトロトロのタマネギと、肉の欠片が入っていた。コクはしっかりあるのに、クドくない。濃いエキスが、ギュギュッと一杯のスープの中にあった。冷え切っていた体が、一気に温まる。

　スープを飲み切って一息吐いた頃に、骨付き肉が運ばれてきた。物語の中に出てきそうな、立派な骨に肉が付いた一品である。ナイフとフォークを探したが、テーブルにはない。

「エル、これはな、豪快にかぶりついて食べるんだよ」

　イングリットはそう宣言し、骨付き肉にかぶりつく。肉は軟らかいのか、すぐに噛み切っていた。

「旨い!!」

　彼女の表情にエルはごくんと生唾を呑み込む。肉を手掴みで食べるなんて、モーリッツが見たら激怒しそうだ。しかし、フォークとナイフが用意されていない以上、手掴みで食べるしかない。

　エルはずっしりと重たい骨付き肉を手に取る。そして、そのままかぶりついた。肉は驚くほど軟らかかった。噛むと、肉汁が口の中にじわーと広がる。しっかり噛んで、ごくんと飲み込む。すぐに、二口目をかぶりついた。肉を食べる様子を、イングリットに見られていることに気づき、エルは顔が熱くなるのを感じた。

「エル、旨いか？」

「う、うん。すんごい、おいしい」

　イングリットがよく使う言葉を使って感想を伝えると、彼女は「そうか」と言ってさらに笑みを深めていた。先ほどまでドロドロと落ち込んでいた、暗い気持ちが薄らいでいることに気づく。

　もう、フーゴについては考えないほうがいいのかもしれない。思考が暗いほうに、暗いほうにと引きずられてしまう。せっかくの人生だ。楽しく生きたい。

　そのためにはどうすればいいのか。思い浮かんだのは、イングリットの姿だった。

　人生を楽しく過ごすための選択は、すぐに浮かんだ。

　肉を食べ終えたエルは、姿勢を正してイングリットにあるお願いをした。

「イングリット、あの、お願いがあるの」

「なんだ？」

「わたしの故郷は、もう、なくて。それで、父さんも亡くなっていて、帰る場所がなくて……」

「じゃあ、私の工房に住むか？」

「いいの!?」

　イングリットの家に住みたい。一時的な下宿ではなく、この先もずっと。掃除、洗濯、料理、なんでもするから。そう願おうとしていたのに、先に話を持ちかけられてしまった。

「心配だったんだ。エルのことが。でも、これ以上首を突っ込むのは、お節介かなって思っていて」

「お節介じゃない。わたしは、イングリットといると、ホッとするから」

　イングリットは通りすがりのエルを助け、さまざまなことへ導いてくれた。

「なんだかイングリットに甘えてばかりで、自分で自分が恥ずかしいのだけれど」

「そんなことはない。私も、エルの存在に助けられているよ」

「わたしが、イングリットを助けているの？」

「ああ。なんだろうな。たぶん、エルは私にとって、清涼剤みたいな存在なんだ。心を、きれいにしてくれる」

「そ、そっか」

　なんだかくすぐったくて、こそばゆい気持ちになる。加えて、甘えてばかりの関係じゃないと知り、ホッとした。

「あのね、イングリット。わたし、イングリットの魔技巧品作りに、協力したい」

「え、いいのか？」

「うん。こたつみたいな、面白い魔技巧品を作って、商売して、生活を豊かにしたい」

「じゃあ、あの工房は、今からエルと私の工房にしよう」

「わたしとイングリットの、工房！」

　冒険をして、異世界の勇者が遺した物から新しい魔技巧品の着想を得たり、素材を集めたり、工房で開発を行ったり。

　イングリットと二人ならば、絶対に楽しいだろう。

「イングリット、これから、よろしく」

「ああ！」

　エルが差し出した手を、イングリットは握る。

　こうして、エルは新しい一歩を踏み出した。
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　ジェラルドの手を借りて家族や仲間が暮らす森から抜け出し、王都にやってきた。

　初めこそ王都の暮らしに戸惑っていたが、一年も経てば慣れてしまった。

　順調に、魔技巧士としての道を歩んでいると思い込んでいたが、それはとんでもない間違いであった。私はジェラルドに、騙されていたのだ。

　ジェラルドの工房を去ったあと、私は生まれ育ったダークエルフの森に戻ろうとは思わなかった。見栄を切って飛び出してきたので、今更出戻るわけにはいかなかったのもある。さらに、便利な王都暮らしに慣れてしまったら、不便な森での暮らしに耐えられるわけがなかった。

　加えて、王都の料理はどれもおいしかった。ダークエルフの森では、香草で軽く風味付けするだけの料理だが、王都では塩やコショウなど豊富な調味料がある。食生活が大変豊かなのだ。

　他にも、バターたっぷりのパンや、甘い菓子、香り高い紅茶など、私が好む物はダークエルフの森には一つとして存在しない。すっかり、人間の食べ物が気に入ってしまったのだ。

　もう、質素な森暮らしには戻れないだろう。

　ただ、女一人、王都で暮らすのは大変だった。ただでさえ、ダークエルフは忌み嫌われているのに、女の一人暮らしを受け入れてくれる家主は簡単に見つからない。

　しばらく各地を転々として、冒険者をしていたが、やはり帰る家が欲しい。

　数年冒険者として活動し、貯めた金を使い、家を買う決意を固めた。

　苦労の連続の末になんとか発見したのは、下町にある物件だった。なんでも、殺人事件があった家のようで、驚くほど安価で貸してもらえた。こういう曰いわく付きの物件はなかなか次の入居者が決まらないらしい。人は必ず死ぬというのに、何が気に食わないのだろうか。

　すぐに契約を交わし、住み始めると、意外なほど快適な暮らしだった。

　下町の者たちは、皆、私を気にしない。生きるだけで精いっぱいだからだろう。素っ気なく冷たい雰囲気も、静かな森暮らしをしていた私にはちょうど良かった。

　ダークエルフの森から抜け出し、数年経った街には、私が考えた魔技巧品を頻繁に見かける。きちんと契約を交わしていたら、私は今頃大金持ちだっただろう。

　けれど、金を持っているからといって、幸せになるとは思えない。

　今だってそうだ。冒険をして、ある程度遊んで暮らせる金を持っているのに、心は満たされていない。信じていた人から騙された心の痛みが、まだ癒えていないからだろう。

　そんな中で、私はエルに出会った。彼女を、ダークエルフの森から出てきた私自身の姿と重ねてしまい、放っておけなかったのだ。家に招いただけではなく、住まわせて、寝場所も貸してやった。

　エルについては、深く知らない。彼女も、いつか私を裏切る可能性だってある。けれど、それでいいと思った。

　エルの放っておけなさはずっと続いていた。健気にも、私のために料理を作り、掃除をして、洗濯をしてくれる。エルと過ごすうちに、私の心は満たされるようになった。なんとも不思議な気分である。そんなエルも、いつか私を騙すかもしれない。

　けれど、私を騙せるようになったら、彼女は悪い大人から騙されないだろう。できればエルにはそれくらい、狡こう猾かつになってほしい。でないと、王都ではとても暮らしていけないから。




　何か大きなものを背負っているように見えるエルに幸せを――そう、願わずにはいられない。











あとがき






　こんにちは、江本マシメサです。

　この度、『少女と猫とお人好しダークエルフの魔石工房』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　このお話は、森育ちの少女が賢者との別れをきっかけに王都へ旅立ち、ダークエルフの美女と出会う、という物語です。

　今まで出版させていただいた物語と異なり、ちょっぴりダークな展開も入っております。

　そして、びっくりするほど若い男性が登場しません。

　お爺さん、おじさん、たまにお婆さん、お爺さん、おじさん、そして、お爺さん……。

　エルを助けてくれるのは、決まってお爺さんかおじさんなのでした。

　主人公エルは、いろいろ秘密を抱えたキャラクターで、クールな美少女をテーマにキャラクター作りをしました。

　これまでにない主人公像で、楽しく書かせていただいております。

　相棒のヨヨは、のんびり屋さんの妖精で、ツシマヤマネコとマヌルネコを合体させたようなイメージで書いておりました。イラストのヨヨ、イメージぴったりで、とっても可愛いですよね。すっかりお気に入りです。

　イングリットは、今までのダークエルフのイメージ（ツンデレキャラ、冷酷キャラなど）を変えて、お人好しで気のいいお姉ちゃんとして書かせていただいております。

　少女とダークエルフの凸凹コンビを、どうぞよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、担当編集様には大変お世話になりました。終始、スムーズに進行できたことを、嬉しく思います。

　イラストレーターのＫｅＧ先生には、キャラクターに命を吹き込んでいただきました。感謝の気持ちでいっぱいです。

　可愛いエルと、カッコいいイングリット、他にもたくさんの素敵なキャラクターを描いてくださり、ありがとうございました。

　そしてそして、読者様。楽しんでいただけたでしょうか？

　二巻で再びお会いできたら、嬉しく思います。

　最後まで読んでいただき、ありがとうございました。


江本マシメサ
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　エルはその日も夜まで仕事をしていたイングリットをお風呂に入れ、夕食を食べさせ、清潔な寝間着に着替えさせてから、寝台へ連れて行った。

　イングリットを横たわらせると、エルのほうへ手を伸ばし、抱き枕代わりにしてきた。

　エルを抱いていると、よく眠れるらしい。エルも、ヨヨを抱き枕にしたことがあるので、気持ちはよくわかる。温かいと、ぐっすり眠れるのだ。

　エルがされるがままになっていると、半分寝かけているイングリットが、ムニャムニャと寝言のように耳元で囁いた。

「エル、明日は、お休みにしよう。王都を、案内するから」

「イングリット、忙しいんじゃないの？」

「仕事は終わった。納品は、明後日だから、明日はお休み」

「そっか。よかった」

　大口の仕事らしく、イングリットは根を詰めて作業していたのだ。終わったと聞いて、エルもホッと安堵する。

「でも、大丈夫なの？　あんまり、出歩きたくないのでしょう？」

　イングリットはダークエルフだ。その美貌と相まって、街中だと目立ってしまう。それゆえに、あまり出歩きたくないとぼやいていたのだ。かといって、外套の頭巾を目深に被って出歩いても、別の注目を引いてしまう。

「ん、でも、エルがいたら警戒されないから、平気だ。可愛い妹に注目が集まるから」

「そっか。それなら、イングリットは優しいお姉さんなんだ」

「そうなんだよ」

「わかった。じゃあ、優しいお姉さんに、王都案内してもらう」

「了解」

　その言葉を最後に、イングリットは深く眠ってしまったようだ。以前彼女は、王都に来てから熟睡できていなかった、と話していたが、相変わらず本当なのか疑わしく思ってしまうくらいの寝付きの良さである。

　エルはというと、明日の王都観光が楽しみになって眠れなくなっていた。

　それに気づいたヨヨが、寄ってきてエルを咎めた。

『エル、早く寝ないと、明日お寝坊さんになってしまうよ』

「わかってる」

　ヨヨは尻尾を揺らし、エルの背中をポンポン叩く。規則的な尻尾のリズムを感じているうちに、エルは深く寝入った。




　◇◇◇




　翌日――エルは早起きして朝食の用意をした。

　とはいっても、そこまで手の込んだ物を作るわけではない。

　市場で買った卵を溶き、チーズ入りのオムレツを作った。スープは昨日の残りで、パンはかまどで温め直す。薬草茶は、工房の裏庭から摘んだ薬草で淹れた。

　朝食の用意ができたので、イングリットを起こしに行く。

「イングリット、起きて！」

「う[image: ～][image: ～]ん」

　イングリットは寝台から落ち、ネージュを抱いて眠っていた。ヨヨは避難したようで、部屋の隅っこにいる。いつもの朝の光景であった。

　眠る際に抱きしめるのは、温かい物ならばなんでもいいようで、この前はフランベルジュを抱きしめていた。生前男性だったらしいフランベルジュは、美女に抱きしめられたことで大いに狼ろう狽ばいしていた。毎晩そうだと気の毒なので、彼には夜間、扉の閂かんぬき役を頼んでおいた。

　昨晩は疲れているようだったので、できればこのまま寝かせてあげたいのだが、イングリットには「明日の朝、絶対起こしてくれ。エル、頼む」と言われていたのだ。

　その言葉に従い、エルはイングリットを揺さぶり続けた。

「ねえ、イングリット。朝食できたから、冷めないうちに食べて」

「んん……わかった……」

　ようやく、のろのろと起き上がったイングリットは、五分後、身支度を調えてから食卓についた。

「おっ、オムレツだ！」

　彼女はエルの作るオムレツが大好物だ。大口の仕事を無事に完遂できたことへの、労いとご褒美にエルが用意したのだった。

　嬉しそうに食べるイングリットを見ていると、エルの心は温かくなる。

　こんな毎日が続いてほしいと、エルは思っていた。




　◇◇◇




　朝食を食べ終え、腹ごなしをしてから、二人は王都観光へ繰り出した。

　イングリットに手を引かれ、時計塔に上ったり、博物館を見たり、雑貨店を巡ったりと、王都の見所を余すことなく回っていく。そのどれもが、森で育ったエルの心を強烈に刺激した。

　最後に立ち寄ったのは、土産物店である。ここでは、観光客向けに記念品を販売しているようだ。

「そういえば、ここは初めて立ち寄るな」

「へえ、そうなんだ」

「私は観光目的で来たわけじゃないからな。土産を持って里帰りすることもないし」

「そっか」

　王都の街並みを刺繍した三角旗に、『ようこそ王都へ！』と書かれたパッケージのチョコレート、国王の肖像画が印刷された陶器のカップなど、王都にちなんだ品々が並べられていた。

　端から順に眺めていたエルは、とある商品の前で立ち止まった。陶器製の、灰色の猫を模したキーホルダーだ。見た目は猫だが、この国を守護する大精霊なのだと説明には書かれていた。

「これ、なんかヨヨに似てる」

「どれどれ……ああ、本当だ」

「ちょっと可愛いかも」

「だったら、記念に買おうか。私の分と、二つ」

「お揃い？」

「そうだ」

　購入したそれを、エルは鞄に付けた。イングリットは腰ベルトに付けるようだ。イングリットとお揃いの物が持てることが、たまらなく嬉しかった。

「イングリット、ありがとう！」

「いえいえ」

　楽しい一日は、あっという間に過ぎていった。
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